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　夢を、見た。

　きっと舞台はアメリカ、ニューヨーク。

　何人もの美女と美男が歩き回り、ボクはその中心にいる。




　ああ――――ここが今のボクの居場所か。




　夢なのに、ボクはその事実をすんなりと受け入れていた。

『ヘイ、ミア。そろそろイケるかい？』

「……ＯＫ。いつでも」

　台本を座っていた椅子に放り投げ、ボクは立ち上がる。

　これは夢。だけど、そんなに遠くはない夢。

　華々しい衣装に身を包んだボクは、カメラの前へと移動する。

　ボクは一呼吸を入れて、ボクの荷物を抱える彼に視線を向けた。

　彼はボクと目を合わせ、そして――――。







　そこで、ボクの夢は終わった。




◇◆◇




　八月も後半に入った。

　我が大親友である稲いな葉ば雪ゆき緒おは両親と共に海外旅行へ。

　俺が世話？　をしている大人気アイドル、乙おと咲さき玲れいも最近は収録が忙しいようで、あまり家に戻っていない。戻ってきたとしても、かなり疲れた様子でそのまま寝てしまう。

　あの身体能力含め体力お化けの彼女がそれだけ疲れているのだ。おそらく相当ハードな仕事内容なのだろう。

　働かないをモットーとする俺には、到底耐えられない仕事なんだろうなぁ。

（だって俺……この状況すら辛つらいもの）

　俺はドリンクバーで注ついできたメロンソーダをストローで啜すする。

　そして目の前のソファーに並ぶ二人の男子に視線を送った。

「なぁ、二人とも……梓あずさに振り向いてもらうにはどうしたらいいかなぁ」

「どうしたらってお前……そりゃもう派手にぶちかますしかねぇだろ」

　堂どう本もと、ぶちかますって何をだ。まさか体当たりじゃねぇよな。

　ここは前に二に階かい堂どうと会ったファミレス。

　俺は柿かき原はらに呼び出されて、この場所を再び訪れていた。

　最初は渋ったものの、昼飯代を奢おごるからと言われれば俺の弱々しい意志など簡単に折れてしまうもので。

　結局こうしてスパゲッティとドリンクバーのセットをご馳ち走そうになっているわけである。

「ぶちかましたさ！　ぶちかました結果、デートすら断られたんだぞ!?」

「じゃあきっとまだパワーが足りねぇってことだ！　もっと強い力でぶつかるんだよ！」

「それじゃ梓が吹っ飛んじゃうだろ！」

　マジで何の話してるの？　君ら。

　俺は一つ咳せき払ばらいをして、二人の会話を遮る。

　一応恋愛相談に乗るという立場で来たわけだし、最低限の仕事はしよう。

「えっと、いきなり振り向いてもらうってのは難しいんじゃないかな」

「そ、そうかもしれないけど……」

「まずは男として意識してもらうところからだろ？　例えば二階堂さんの窮地を救うとかさ」

「……やったことあるんだけどなぁ」




　――――そうだった。




　こいつ、塾帰りの二階堂を何度もナンパから救ってるんだった。

　その上で俺は彼女に聞いた。

　柿原祐ゆう介すけは、君の王子様なんだね、と。

　そして二階堂はこう答えた。

　ううん。それは違うかな、と。

　柿原には申し訳ないが、本当に脈がないとしか思えない。

　ここからの逆転劇があったのなら、俺は永遠に酒飲みの場で語り継いでいくと思う。まあ、専業主夫になったら飲み友達もできないと思うけど。

「何かねぇのかよ。一発逆転の奇策みてぇなやつ」

　やめろ堂本。はっきり言うな。逆転ってことは今負けてるってことだろうが。

　これ以上柿原に現実を突きつけるな。

「ねぇ、祐介君。諦めるって選択肢を選ぶ気は一切ないんだよね」

「……ああ、諦められない。それこそ、梓に恋人ができたり、俺自身が完膚なきまでフラれない限りは」

「言い方は悪いかもしれないけど、祐介君はかなりモテるし、女子と付き合いたければいつだっていい想おもいができると思う。それでも？」

「ああ、俺には梓しか考えられない」

「……分かったよ。そこまで言うなら」

　正直に言おう。俺は柿原のことを純粋に応援し始めている。

　最初は面倒臭いことに巻き込まれたもんだと憂鬱だったが――――いや、まあ今も憂鬱であることには変わりないが、柿原のこういう一いち途ずな姿勢は共感できるし、好感も持てる。

　今の二階堂は彼に恋愛感情を持っていない。下手に外堀を埋められれば迷惑なだけだろう。

　だとしても、できれば柿原の想いは実ってほしい。

　俺が身を削らない範囲で何とかしてやりたい。

　そんな感情から導き出された答えは、一つのイベントを利用することだった。

「祐介君、文化祭だ」

「え？」

「文化祭で告白するんだよ。知ってる？　うちの高校にあるジンクス」

「確か……後夜祭で設置される舞台の上で告白すると、必ず成功するって……」

「そう、それだよ」

　うちの文化祭には、後夜祭という頑張った生徒たちが生徒たち同士で労ねぎらい合うイベントがある。

　普段は厳しい教師たちもこの時ばかりは監視の目を緩め、ある程度のおイタは見逃してくれるまさにはしゃぎ得のイベント。

　そんな後夜祭には、フリーステージと呼ばれる舞台が存在する。

　そのステージでは十五分ずつどの生徒でも独占できる時間が存在し、例えば軽音部ではない生徒たちがバンドを組んで演奏したり、面白半分でダンスを踊る連中や、コンビを組んで漫才を披露する奴やつらがそこを利用する。

　そしてそこで告白した人間の想いは、必ず成就するという都市伝説があった。

　正確には、都市伝説というほど曖昧なものではない。

　何な故ぜならどの年代でも必ずカップルが成立しているからだ。

　このイベントの力を借りれば、普段なら失敗する告白も少しは成功しやすくなるかもしれない。

　――――まあ、実際のところ。

　大っぴらに告白することで、相手に断りづらい雰囲気を作っているのは間違いない。

　その場では告白を受け入れたものの、一週間で別れたカップルもいるという話だ。

　めちゃくちゃ卑ひ怯きような手としか言いようがないが、二階堂ならむしろ場の空気に流されたりはしないと思われる。

　彼女は強い。

　無理なものは無理と言える力があり、その結果が柿原のデートを断ったことに繫つながる。

　つまりそこまでしても付き合えない確率が高いということなのだが――――そんな人目に晒さらされたステージの上でフラれれば、柿原の言う完膚なきまでにフラれるというシチュエーションはクリアすることができるはずだ。

　それでとりあえず俺の苦労は終わるだろう。

「おい、待てよ。フリーステージを使うのはいいとしても、あれは何か出し物がある奴が使うところだろ？　告白のために使うなんて許されねぇと思うぜ」

　お、意外と鋭いところを突いてくるな、堂本も。

「この案を通すなら、やっぱり出し物を考える必要はあるだろうね。祐介君と竜りゆう二じ君の二人で漫才するとかどう？」

「漫才の後に告白ってどうなんだ……？」

「……それもそうだ」

　漫才はないな、うん。

　じゃあ何だろう。最大二人でできるような出し物で、告白する雰囲気が作れるもの。

　一人ならあれだ、弾き語りとか。

　おお、これでいいじゃないか。

「弾き語りとか――――」

「そうだ！　俺たちでバンド組もうぜ！」




　――――おや？




「俺趣味でドラムやってるしよぉ！　祐介だってギター持ってるだろ？」

「え？　あ、ああ……前に竜二と一緒に買いに行ったやつだよな」

「それだ！　何度か合わせただけでやらなくなっちまったけど、今こそ使い時だろ！」

　なるほど、バンドか。

　それなら曲次第で雰囲気を告白に持っていけるだろう。

　だけどギターとドラムだけのバンドかぁ……結構難しそうだなぁ。

「そんで凛りん太た郎ろうがベース！　これでスリーピースバンドの完成だ！」

　どうしてそうなるんだ。

「いや、あの……俺ベースなんて弾けないぞ？」

「大丈夫だ！　まだ一ヵ月以上あるし、一曲くらいなら何とかなる！」

　それはできる奴の理屈だろ。

　俺はずぶの素人しろうとで、一から譜面と睨にらめっこして指に覚えさせる。

　それがどれだけ難しいかってことくらいは理解しているつもりだ。

　いくら遊びの範はん疇ちゆうでも、難易度自体はそう変わらないだろう。

「凛太郎……！　頼む！　俺たちと一緒にバンドを組んでくれ！」

「……」

　いや、無理。常識的に考えて。

　ただ言い出しっぺの法則というものがある。ここまでその気にさせておいて、ここからはポイだなんてガキの間でも無責任だ。

　それに幸い――――俺には時間がある。

　夏休みも残り二週間、家に籠って練習し続ければ何とかなるかもしれない。

　……多分？

「いやでもそもそもベースなんて持ってないしなぁ」

　文化祭のたった十五分間のライブのために、最低数万はするベースを買うっていうのもかなり抵抗がある。

　知り合いで持っている人間もいないから借りることもできない。

　そう思っていたのだが……。

「実はほのかが持ってるんだなー、これが。本当は俺と祐介とほのかの三人で合わせるために買ったんだけど、最初にあいつが飽きちまってさ」

「野の木ぎさんがベースかぁ」

　うーん、野木の性格を考えるに、確かにすぐ飽きそうだ。

　どちらかと言うとギターやドラム、ボーカルの方が楽しんでやりそう。

　勝手なイメージだけれど。

「捨ててはないと思うし、明日にでも借りられると思うぜ」

「……分かったよ。そこまで言うなら」

　あんまり人前に出たいとは思えないが、あくまで主役は柿原。

　淡々と演奏すれば、そうそう印象になど残らないだろう。

　それに――――楽器に対して興味がないと言ったら噓うそになるし。

「祐介は間違いなくギターボーカルだな。歌も上う手まいし器用だから。コーラス用に俺たちの前にもマイクは置くけど」

「……俺の役割重くないか？」

「けどボーカルだけ募集するってのも締まらねぇぞ？」

「それこそほのかは？」

「最終的な目標は告白なのに、バンド内に他の女子がいるっていうのはちょっと違和感ねぇか？」

「あー……そうだな」

　何がとは具体的に言えないが、俺も堂どう本もとの意見に概おおむね同意だった。

　まあ要は男子だけで馬鹿をやりたいという考え方だろう。

「……元々練習してた曲なら多分行ける、かな」

「よし、んじゃ決まりだな！」

　決まってしまったか。

　きっとなるようになるだろう。そもそもこのイベントは柿かき原はらの告白のためにあるわけだし、俺は最低限の仕事をすればいいのだから。

　それで――――。

「――――曲はどうするの？」

「よくぞ聞いてくれた！　男の恋愛曲と言ったらやっぱりあれだろ！」

　そうして堂本が告げた曲名は、俺でも知っているような有名な恋の曲だった。




◇◆◇




　翌日。

　俺は学校の最寄りの駅を訪れていた。

　野木からベースを受け取るためである。

　あのファミレスでの話し合いの後、堂本が事情を説明した結果「明日なら渡しに行ける」との返信をもらった。

　そして実際にこうして足を運んだわけだが――――。

「おーい志し藤どう君！　おまたせー！」

「ああ、野木さん」

「ありゃ、結構待たせた？」

「いや、今さっききたばっかりだよ」

「そっか！」

　正確には十二分とちょっとだけどな。

　この炎天下で十二分とちょっとだけどな！

「ほい、んじゃこれが約束のベース」

　そう言いながら、野木は背負っていた黒くて長いケースを渡して来る。

　それを両手で受け取った瞬間、想像以上の重さによろけそうになってしまった。

「おっ……意外と重いね。ここまで大変だったでしょ？　本当にありがとう」

「ううん！　祐ゆう介すけの恋を応援するためだからね！　それより、そのベース返さなくていいや」

「え!?」

　素で驚いた俺が野木の顔を見ると、彼女は気まずそうに目を逸そらす。

「うーんと、ね。ママに怒られたの。使わないのにずっと場所ばっかり取って邪魔だって。だからウチが貸すって言ったら、そのまんまあげちゃいなさいって」

「え、でも……高いだろ、これ」

「あはは、実は二万円くらいの安物だよ」

　二万円は十分高いのだが、楽器の相場は俺には分からない。

　まあ比較的安い方なのだろう。多分。

　それか彼女の金銭感覚がバグってるかのどっちかだな。

「気にしてくれるんだったら、今度ご飯でも奢おごってよ！　ちょっと高めのお店！」

「ちゃっかりしてるなぁ……いいよ、分かった。元々人から借りるのってちょっと苦手だったから、素直にありがたいよ」

　借り物だって思いながら使うと、余計なことばっかり考えて気が散るんだよなぁ。

　汚さないようにとか、傷つけないようにとか。全部当たり前のことなのだが、問題なのは考え過ぎてしまうという点だ。

　心配性過ぎるのも困りものである。

「そっか！……その、頑張ってね。ウチ、本当に応援してるからさ」

「……ああ。全力は出すよ」

「んっ！　ならもっとよし！　じゃあウチはこれからアズりんと遊ぶ約束してるから！」

「本当にわざわざありがとう。助かったよ」

「ううん、気にしないで！　じゃあまた学校で！」

「うん、学校で」

　手を振って去っていく野木を、手を振って見送る。

　彼女は間違いなくいい奴やつだ。

　気遣いもできて、周りから好かれているのも納得できる。

　――――だからこそ。

　この件で、彼ら四人の友情にひびが入ってしまうかもしれないという未来を、何となく察しているのだろう。

　カップルが成立すればそれでよし。だけど失敗すれば、多くの場合が今まで通りにはいかなくなる。

「……分かるぞ、その気持ち」

　俺はポツリと虚空に向かって言葉を吐いた。

　俺にも、考えなければならないことがある。

　あの告白からもう数日が経過して、ずっと返事を待たせていた。

　これ以上待たせてしまうのも気が引ける。

　そろそろ、俺の本心を伝えなければならない。




◇◆◇




　コトコトと鍋から音がする。

　キッチンにはカレー特有の匂いが充満しており、自然と食欲がそそられた。

　リビングのソファーには、金髪の女が一人寄りかかっている。

　久々にこっちに帰ってきた、乙おと咲さき玲れいだ。

「……カレー、もうすぐできるぞ」

「待ち焦がれてた。久しぶりの凛太郎のご飯、楽しみ」

「久しぶりっつっても、実は一週間とかそのくらいだけどな」

「一週間も凛太郎と会えないのは、あまりにも寂しかった」

「……そうかよ」

「凛太郎は？」

「まあ……ちょっとだけな」

「ちょっとか。でも嬉うれしい」

　はぁ、可愛かわいいなちくしょう。

　あの海での時間を経て、彼女は増々魅力的になった。

　周りからはそんな話を聞かないため、もしかしたら俺がそう感じているだけかもしれない。

　そう考えると少し恥ずかしいのだが――――。

「とりあえずは期待に応えてさっさと飯の用意を済ませるか。ほら、机の上片付けてくれ。今から持ってくぞ」

「ん、分かった」

　俺は鍋の蓋を開け、何度かかき混ぜる。

　今日のカレーは、夏野菜がふんだんに入った夏野菜カレーだ。

　ナスやらピーマンやら、人によっては苦手な物も入っているかもしれないが、好き嫌いのない俺と玲ならばそんなことは関係ない。

「ほい、できたぞ」

「わっ……野菜がいっぱい」

「夏野菜カレーだ。ほら、スプーンも受け取れ」

「んっ、いただきます」

　スプーンを握らせれば、玲は白飯とルーを一緒にすくって口に運ぶ。

　そうして口の中で何度か咀そ嚼しやくすれば、彼女の顔はパァと明るくなった。

「おいしい！」

「そいつはどーも」

　俺も隣に腰掛け、同じようにカレーを口に運ぶ。

　うん――――美う味まい。

　少し大きめに切った野菜たちがルーとよく絡み合い、肉とはまた別の方向性で食が進む。

　夏バテで食欲がなくても、肉ほどガッツリしていないからかいくらでも食べられそうだ。

「お前がカレー好きで本当に助かるよ。なんせまとめて作れるからな」

「ん、カレー大好き。でも凛りん太た郎ろうのカレーが一番好き。いつも色々工夫してくれるから、それが嬉しい」

「毎度毎度嬉しいこと言ってくれるなぁ、お前は。そうやって言ってもらえるなら、毎回考え抜いて作った甲か斐いがあったよ」

　別に毎回普通のカレーでも、玲は文句ひとつ言わずに食ってくれるだろう。

　しかしそれでは何だかこう――――つまらない、と。

　せっかく無限の可能性がある料理なのだから、色々と試してみたいと思ってしまう。

　すごく極端な話、俺自身と玲を使って料理の実験をしていると言っても過言ではないかもしれない。

　もちろん、不ま味ずく作らないことが前提ではあるが。

「そう言えば凛太郎、それ何？」

「ん？」

　食事と洗い物を終えた俺がソファーでくつろいでいると、突然玲が壁に立てかけてあるベースケースを指差して問いかけてきた。

　まあ、そりゃ気になるよな。昨日までなかったんだから。

「ちょっと色々あってな。文化祭の後夜祭ステージで演奏することになったんだよ」

「え、凛太郎が？」

「意外か？」

「うん。すっごく」

「だよな、俺もそう思う」

　俺がそんな人前で出し物をするなんて、雪ゆき緒おに言っても驚かれること間違いなしだ。

　ケースからベースを取り出し、持ったまま再びソファーに腰掛ける。

　幸い、野の木ぎに何でもかんでも可愛い物で揃そろえるという癖はなかったらしく、このベース自体は白と黒の単調な色をしていた。

　これなら俺が持っていてもあからさまな借り物のような違和感は出ないだろう。

「どういう風の吹き回しなの？」

「表向きの理由は、人の手伝い。裏の理由は、純粋に楽器を始めてみたかったんだよ」

「凛太郎が楽器好きなんて、知らなかった」

「……カッコいいからな」

「え？」

　俺は照れ臭くなり、玲から目を逸らす。

　雇い主の優ゆ月づき先生に言われて色んな娯楽に対して理解あるような生活をしているが、中でも俺はながら作業に最適な音楽を好んで楽しむ傾向にあった。

　普段から聞いていると、まだまだ大人になり切れない俺の単純な心は簡単に憧れてしまうわけで。

　ボーカルに関してはやってみたいとは思わなかったが、ギターやドラム、それこそベースなどは一生に一度でいいから触ってみたいと思っていた。

　元々目立った趣味もないし、そのままハマって趣味と言えるようになればいいなと、そんな淡い期待も抱いていたのである。

「俺だってどこにでもいる平凡な高校生男子だからさ、純粋に楽器が弾けたら楽しいだろうなって思うし、カッコいいって素直に思うんだよ。理由なんてそんなもんだ」

「……思ったよりも単純だった」

「くっ……悪かったな。大した理由がなくて」

「ううん。むしろ凛太郎にそういう一面があって安心。私は応援したい」

　玲は俺の方に身を乗り出しながら、微笑ほほえましい物を見るかのような笑みを浮かべた。

　玲とこうして過ごすようになってから、俺自身が徐々に素直になって――――いや、素直にさせられている気がする。

　彼女がどこまでも真まっ直すぐに気持ちを伝えてくるせいで、俺まで影響を受けてしまっているらしい。

　人に影響されて自分が変わっていくなんて恐ろしいだけかと思っていたが、これが思いのほか悪いとは感じなかった。

「まあ実際に楽器を弾くとなると、これがまた中々上う手まく行かないんだけどな」

　俺はベースの先端に並ぶペグという名のネジを指でいじる。

　いわゆるチューニングというやつだ。

　ギターやベースは、放っておけば放っておくだけ本来の音から少しずつズレてしまう。

　弦が湿気や温度で伸び縮みしてしまうとか、原因は様々らしいが、詳しくは知らない。

　演奏する前は、毎回こうして本来の音になるように調整する必要がある。これがちょっとだけ面倒臭い。

　幸いなのは、チューナーと呼ばれるチューニングを補助してくれるアイテムがあること。

　ヘッドにこのチューナーを装着し、音が狂っていないことが分かればチューニングは終了。

　ネックに張られた弦を押さえながら、俺はもう片方の手で弦を弾はじいた。

　部屋に響くのは、俺たちが演奏する予定の曲の前奏の部分。

　野木からベースを受け取って帰ってきてから、とりあえずこの部分を何度も練習してみた。

　あまり時間はなかったものの、何とかゆっくりであれば止まることなく弾くことが可能になっている。

「……」

「どうだ？　ベースだけでも何となく何の曲を弾いているかくらいは分かる――――って、どうした？」

「あっ……ううん、ちょっと見てた」

「ん……？」

　玲の視線を辿たどれば、それは俺の手へと行き着いた。

　手がどこかおかしかったのだろうか？

「凛太郎って、指弾き派なんだね」

「え？　あ、ああ……俺が好きなアーティストはみんな指弾きだったし、ピックを使うよりしっくり来たからさ」

　ベースには大きく分けて二つの派閥みたいなものがあって、それがピックを使うか使わないかの違いに繫つながる。

　まあ大部分の人は指弾きらしいのだが、これに関しても細かい部分の差は俺には理解できなかった。

　いずれ細かく違いが分かるようになるのかもしれないが、それもいつになることやら――――。

「凛太郎、手を見せて欲しい」

「まあ、いいけど」

　俺はベースから手を離し、そのまま玲へと向ける。

　彼女は俺の手を下からすくうように持つと、自身の手を重ねてみたり、指を一本一本撫なでてみたり、手相をなぞったりし始めた。

　それが何ともこそばゆい。

　夢中になって俺の手を触りまくる彼女の顔はどこか真剣で、恥ずかしくなってきてもこの手を引っ込めるのは少々気が引けた。

「あの……玲さん？」
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「……」

「……おーい」

「――――はっ」

　いつの間にかうっとりとした表情を浮かべていた玲れいに、意識が戻る。

　彼女は俺の手と顔を見比べ、どこか照れた様子で自分の手を離した。

「……ごめん」

「もしかしてだけど、お前手フェチ……？」

「そうじゃないと思っていたけど、そうなのかも」

「自覚がなかったパターンか。それで、俺の手は御眼鏡に適かなったのか？」

「うん。今までじっくり見たことがなかったから気づかなかったけど、凛太郎の手、すごくタイプかもしれない。思ってたよりも大きいし、指は細くて長いし。ちょっとだけ浮き出た血管がその……えっち」

「これ以上はやめておこうぜ！　な!?」

　危ない、変な雰囲気に流されるところだった。

　お互い何となく気まずくなってしまい、目を泳がせる。

　空気感に耐えられなくなった俺は、おもむろにテレビをつけた。

「あ……これ」

　テレビに映ったのは、毎週この時間に放送している音楽番組。

　司会タレントとレギュラー陣の間にゲストが座るというセットなのだが、そこに座っている女たちに俺は見覚えがあった。

　……というか、隣にいる。

「これ、この前収録したやつ。写真集の発売に合わせてくれたみたい」

「へぇ……」

　二人して画面を眺めていると、番組恒例のゲストによるライブコーナーが始まった。

　毎回この時間ではゲストの新曲が披露され、宣伝に一役買っているらしい。

　ミルスタも例に漏れず新曲を披露し、番組を大いに盛り上げていた。

『今披露した新曲の発売日に合わせて、私たちの写真集が発売されます』

『文字通りボクらが一肌脱いでいますので、興味がある方はぜひ』

『ＣＤの方にはあたしたちとの握手会で使える握手券がありまーす！』

　という三人の宣伝を最後に、番組は終わった。

　握手会か。こういう言葉を聞くと、やっぱり彼女らはアイドルなんだと思い知らされる。

「というか、写真集もう発売したんだな」

「うん。あ――――そうだ、凛太郎には一冊渡そうと思ってたの」

　そう言いながら、玲は自分の荷物から自分らが表紙に並んでいる冊子を取り出し、俺へと渡してきた。

「はい」

「……もらうにしても、何か目の前にいる奴やつの写真集って思うと複雑だな」

「そう？」

　だって全員際どい水着姿なんだもの。

　こうして玲と共にいることに慣れてきたとは言え、青少年の目にはかなり毒である。

　ちなみにどうでもいいと思うが、俺はエロ本のような物は持っていない。全部ネットでデータとして買う派である。

「まあ……くれるって言うならありがたくもらうけどさ」

「ん。素直なのはいいこと」

「下心あるみたいな意味に聞こえるからやめろ」

　俺は写真集を受け取り、とりあえずテーブルの上に置いた。

　それと同時に、玲が持っていたスマホが震えだす。

「あ、マネージャーから電話。ちょっと出てくる」

「おう」

　彼女はそう言いながら、廊下の方へと出て行った。

　ちゃんと部外者である俺に声が届かないようにするところは、分別がついていて安心できる。

　俺は一度はテーブルの上に置いた写真集を手に取ると、寝室の方へと移動した。

　そして、枕の下に隠してあるもう一冊の写真集を取り出す。

「まさか……自分でもう買ってるなんて言えねぇよな」

　一冊を漫画などが並ぶ本棚にしまい、もう一冊を再び枕の下に戻す。

　どうか当分はバレませんように。







「お待たせ」

　玲が戻ってきた頃には、俺はキッチンに立っていた。

　何食わぬ顔で彼女を迎え入れ、余裕を持って淹いれておいたコーヒーを置いてやる。

　一言お礼を言った彼女はマグカップに口をつけ、ふぅっと息を吐いた。

「マネージャーに、次のライブが決まったって言われた」

「お、そうなのか」

「うん。次はハロウィンライブだって。それが終わったら年末に向けてツアーがあるかもって」

「ツアーって言うと、あの全国を回るやつか？」

「そう」

　そうなると、当分玲たちは帰ってこないことになる。

「ツアーが始まったら、学校って休むのか？」

「多分そうなる。これまでもツアー自体はあった。でも今回は規模が大きく違う。私たちとしても初めての経験になるから、具体的にどうなるかは分からないけれど」

　勝手なイメージにはなるが、ツアーとなると最低でも二週間くらいは自由に動けないんじゃないだろうか？

　出席日数が心配になるところだが、これまで極力休んでこなかった玲の努力のおかげで、おそらく欠席に関しても問題のない範囲に留とどまるはず。

　こういう時のために辛つらい思いをしていたのだとしたら、心の底から尊敬せざるを得ない。

「夢に一歩近づいたってところか」

「……うん。多分、もうすぐそこ」

　玲はどこか期待の面持ちで、拳を握った。

　彼女の夢、日本武道館でのライブ。

　国民的アイドルになった彼女らにとって、それは決して遠い目標ではない。

　だからと言って簡単な目標でもない。

　――――もし、その夢が叶かなったとして。

　玲はその先どうするのだろう。

「？　どうしたの？」

「……いや、何でもない」

　俺は彼女の言葉に首を振って、時計を確認する。

　気づかぬうちに、もうずいぶんと遅い時間だ。

「そろそろ部屋に戻れよ。明日早いんだろ？」

「うっ……そうだった。明日は六時に起こしてもらえる？」

「分かってるよ。とっくに予定に入れてるからな」

「いつもありがとう。もう凛りん太た郎ろうがいないとすごく不安。できればツアーにも連れて行きたい」

「それはさすがに無理だ。俺は学校を休みたくねぇ」

「……分かってる。無理は言わない」

　一瞬抵抗しようとしたな、こいつ。

　明日からしばらく、また玲は家を空ける。

　何でもミルフィーユスターズのメンバーそれぞれのシングル曲を製作中らしく、玲が一番初めにそれに取り掛かるらしい。

　ＭＶ撮影などもあるようで、また一段と忙しくなるようだ。

「九月になったら、もう少し落ち着くはずなんだけど……」

「んじゃそれまでの辛抱ってことだな。俺にできることがあれば、できる範囲で手伝うからさ」

「うん、ありがとう。――――あと、何でも言うこと聞いてもらえる権利も、まだ忘れてないから」

　――――チッ。

「忘れちまえばいいのに」

「大丈夫、この権利は一番大事な時に使う」

「……お手柔らかにな」

　ビーチバレーで負けた際に負った罰ゲーム。

　ミアからの願い事は聞いたが、まだ玲とカノンからは願いを告げられていない。

　それがありがたくもありながら、不安でもあった。

「じゃあ凛太郎、おやすみ」

「ああ……おやすみ」

　最後にとんだ牽けん制せい球きゆうを投げつけながら、玲は俺の部屋を後にした。

　一人残された部屋の中で、俺は一度ため息を吐つく。

　明日から、玲はいない。

　そうなるとまた多少なりとも寂しくなるのだが、それ以上に考えなければならないことがある。

「明日から一週間か……」

　ビーチバレーの時にしてしまった、副産物的な約束。

　ミアに対して一週間夕食を作るという約束が、明日から始まる。

　何な故ぜ明日からかと言えば、玲と入れ違いにミアが帰ってくるようになるからだ。

　否いやが応おうでも、明日俺は彼女に会わなければならない。

　おのずと告白の答えを返さなければならなくなるのだが――――。

「……はぁ」

　とりあえず、今日は寝ることにしよう。

　もう答えは決まっているのだから。




◇◆◇




　多少なりとも憂鬱な気持ちを抱えたまま迎えることになった、翌日。

　俺は自分の家の掃除、それと洗濯。それに続いて玲の部屋の掃除も終え、自分の家のソファーの上で脱力していた。

　掃除なんてそんなに頻繁にやるものでもないと思っていた時期もあるが、清潔感が保たれるというのは意外と気分が上がるもので。

　俺自身、本当に何気なく時間を潰す感覚で掃除していることが多い。

「……そろそろか」

　ボソッとつぶやいた俺は、何気なくスマホを見る。

　するとすでにミアからの連絡が通知に表示されていた。

　俺は自分用の調理器具を一通りまとめた物を持ち、部屋を出る。

　廊下を歩いて十秒。

　俺の部屋から一番離れている部屋の扉の前に、俺は立った。

　インターホンを押して、数瞬。

『――――どうぞ』

　スピーカー越しにミアの声がして、俺は扉を開けた。

「お、お邪魔します……」

　何か、同学年の女の部屋に上がると思ったら急に緊張してきたな。

　玲れいの部屋だって女の部屋には変わりないのだが――――その、あまりにも掃除などで入り浸っているせいか、もう緊張感のようなものは一切なくなってしまった。

　それがいいことなのか悪いことなのか……まあ、どっちでもいいか。

「やあ、よく来てくれたね」

「……約束だからな」

　ミアを前にして、俺は頰を搔かく。

　コテージで見たような部屋着に身を包んだ彼女は、やはりどこか新鮮で。

　部屋着なのに野暮ったい雰囲気が一切ないのは、もはや素材の良さとしか言いようがなかった。

「あれ、この部屋着は前にも見せてたと思うけど、今更ときめいちゃったかい？」

「馬鹿言え。そんな異性の普段と違う姿一つで心を乱すほど柔やわな精神は持ってないぞ」

「ふーん。にしてはソワソワしているように見えるけどね」

　うるせぇやい。

「ま、いいや。とりあえず話そうか。――――返事、聞かせてくれるんでしょ？」

「……ああ」

　ミアに連れられるまま、俺は部屋の中に足を踏み入れる。

　部屋の内装は、イメージカラーの青色が多く入ったどことなく涼しげな雰囲気の物で揃そろえられていた。

　このレイアウト自体はかなり好みかもしれない。

「ほら、座ってよ」

　促され、ソファーに腰掛ける。

　彼女は冷蔵庫からペットボトルの水を二本取り出すと、片方を俺に手渡してきた。

「さんきゅ」

「ごめんね。君のようにコーヒーを淹れてあげたいところなんだけど、生あい憎にくそういう物は揃えてなくて」

「気にしないでくれ。人のもてなし方に口を出すような面倒くせぇ男じゃねぇから」

　コーヒーメーカーなんて、俺が欲しいから買っただけだし。

「……さて、と」

　俺はもらった水を一口飲み、顔を上げる。

　無駄に時間をかけるのは避けたい。それだけ言いづらくなっていくことが目に見えているからだ。

「先に、結論から言う」

「……うん」

　俺は一拍置き、その言葉を口にする。




「俺は、お前とは付き合えない」




　この言葉を聞いても、彼女の表情は変わらない。

　まるでそう言われることが分かっていたかのような態度だ。

「まあ、そうだよね。一応理由って聞けるかな？」

「……俺が恋人になりたいと思う相手は、一生愛し続けられると確信した相手だけだ。だから、こんなガキの年齢で勢い任せに決めたくない」

　この前も、ミアには似たようなことを言った気がする。

　それに――――俺とそういう関係になるということは、必然的に俺の代わりにずっと働いてもらうことになる。

　悪い言い方になってしまったが、それが俺の目指す道なのだから仕方ない。

　そんな責任を負わせてしまう相手だと考えたら、なおさら慎重に探していかなければならないと思う。

　もう、捨てられるのはごめんだ。

「……大丈夫かい？」

「っ、ああ。大丈夫だ」

　表情が暗くなったせいで、いらない心配をさせてしまった。

　今は俺のことを考えさせる時間じゃない。

　ちゃんと理由を伝えなければ――――。

「――――それに。お前はただ俺が好きなわけじゃないだろ？」

　ミアの表情が、ここでようやく変わった。

「どういう、意味かな？」

「お前から好意を感じないわけじゃない。ただ、それだけじゃないと俺は思う」

　言葉にするのは難しいが、〝そうしなければならない理由〟があるように感じられたのだ。

「その理由をどうしても言いたくないって言うなら、別に聞かねぇよ。けど、俺だって何も聞かされないまま何かに利用されるっていうのは……ちょっとだけ気分が悪い」

「……うん、そうだよね。それについては……ごめん」

　ミアはそうして素直に謝罪の言葉を告げる。

　俺はそれを受け入れ、続く言葉を待った。

「この前、ボクの夢は海外で活動することって言ったでしょ？」

「ああ」

「つい最近になって、その夢への足掛かりができそうなんだ」

　自分の分の水を一口飲み込んだミアは、言葉を続ける。

「海外にコネクションのある有名な映画監督が、新作のためにオーディションを開くんだ。もし合格できれば――――」

「海外進出への足掛かりができる、と。そいつは結構な話じゃないか」

「そうなんだけどさ……問題なのは、ボクが受けるその映画が恋愛モノっていう部分なんだよ」




　あー……ん？




「それの何が問題なんだよ。どんな作品だって同じくらい難しいもんなんじゃねぇのか？」

「うん、それはそうなんだけどさ。ボク……生まれてこの方、恋って呼ぶべき感情を抱いた覚えがなかったんだ」

　彼女はどこか切なそうに目を細めた。

「何て言ったらいいかな……ずっとお母さんのような人になりたいって思いながら生きてきたせいか、あんまり周りにいる人たちを見てこれなかったんだ。すごく恥ずかしい話、まだクラスメイトの名前すら覚えきれてないくらいにね」

「それは……仕事があるわけだし、仕方ねぇんじゃねぇのか？」

「ボクはそれをあんまり言い訳に使いたくないんだ。人によっては不快に思うかもしれないからね。まあ、ともかく。ボクは恋愛というものをよく知らない。だからオーディション用の台本をもらった時、どう演技というものをしたらいいのか、頭が真っ白になってしまってね」

　何だか、聞いているこっちが照れてしまいそうになる話だな。

　恋愛か、言われてみれば確かに難しい――――のかもしれない。

　冷静に聞いているつもりだったが、俺自身だって恋愛感情に聡さといかと聞かれればノーと答えることになる。

「だから、ね。分からないのなら、実際に恋人を作ってみればいいと思ったんだよ」

「……じゃあ、別に俺じゃなくてもよかっただろ」

「ううん、そこだけはちゃんと言わせて。ボクは君だから告白したんだ。ボクが一番信頼を置いている、君にね」

　ミアと目を合わせる。

　その目を見る限り、噓うそをついていたり誤魔化している雰囲気はどこにもない。

　この部分に関しては、信じてもよさそうだ。

「りんたろーくん。図ずう々ずうしいことは承知で言わせて欲しい」

「……何だよ」

「恋人のフリを、してもらえないかな」

　その問いの意図が分からず、俺は思わず首を傾かしげた。

「玲が帰ってこない間だけでいいから、ボクと恋人らしいことをしてみてほしい。もちろん、君がしたくないことはしなくていい」

　他の人には、頼めないんだ――――。

　真剣な顔のままそう告げるミアを前にして、俺は表情を険しくした。

　決してこの頼みに不快感を抱いたわけじゃない。

　ただ、どうしていいか分からなかった。

（だけど……）

　ミアは、真剣に困っている。

　それこそ、酷ひどく思い詰めてしまっているくらいに。

「――――条件がある」

「え？」

「一週間料理を作り続けるって約束。これをなかったことにしてくれるなら、お前に協力する」

「そ、そんなことでいいの？」

「意外と毎日料理を作るってのも大変なんだぞ？　まあ、恋人らしいことの中に手料理を振舞うってのは当てはまるかもしれないし、絶対作らないって言っているわけじゃねぇけど」

　二重三重と約束を積み重ねると、どうしても重荷として嫌な方向に感じてしまう。

　ここでリセットを要求するのは、ある種自衛のためであった。

「……うん、分かった。それでいいよ。それで君が協力してくれるなら」

「交渉成立だな」

　俺たちは、契約の証あかしとして握手を交わす。




　とは言え、だ。

「恋人らしいことって……マジで何だ？」

「……何だろうね」

「つーかそもそも、お前玲れいに変なアドバイスしてたじゃん。恋愛に疎いってのも噓なんじゃねぇか？」

「疑う気持ちも分かるけれど、あれは全部創作物から仕入れたネタだよ。リアルとはまた別なことくらい分かってるさ」

　――――まあ、変な知識だなぁとは思っていたけれど。

「とりあえずなんだけど、明日二人で出かけてみない？」

「……ああ、デートってことか」

「そう言われると少し照れてしまうけど、その通りだよ。ちょうど話題の恋愛映画が公開されたみたいだし、勉強がてら映画館にでも行こうかなって」

「へぇ……恋愛映画ねぇ」

　思い返せば、最後に映画館に行ったのはいつ頃だっただろうか。

　確か数年前に雪ゆき緒おが見たがっていたＢ級映画に付き合ったのが最後だった気がする。

　うむ、デート以前に、少しだけワクワクするな。

「分かった。付き合うよ」

「ありがとう。じゃあ明日、駅前集合でいいかな？」

「待ち合わせからやるのかよ……」

「当たり前だよ。待ち合わせ現場に向かうドキドキ感。そういうものから理解して行かないと」

　もう炎天下で待つのはこりごりなんだが。

　――――いや、むしろここはめちゃくちゃ早く駅前に向かうべきかもしれない。

　一時間くらい前に向かって、喫茶店にでも入って涼みながら待つ。

　それだけ時間があれば移動中の汗も引いてくれるだろうし、汗だくのまま隣を歩くなんてことは避けられるはずだ。

「明日、駅前に十時でどうだろう」

「いいんじゃねぇか？　映画が終わった頃には昼飯食えるだろうし」

「だね。それじゃあ……」

　その時、盛大に腹の鳴る音が響き渡った。

　俺の視線は、自然とミアの腹へと吸い込まれる。

　彼女は一瞬にして顔を赤くすると、それを隠すように顔を逸そらした。

「ご、ごめん……今日は君の作った夕食を食べる予定だったから、他に食べる物を用意してなくて……」

　自分でそう言った後に、ミアは突然慌てだす。

「あ、ああ！　でも恋人のフリに付き合ってもらえるって話だし、約束通り食事に関しては大丈夫だよ。後で出前でも取るから」

「……ははっ、別にいいって」

　俺は立ち上がり、持ってきた荷物の中からエプロンを取り出す。

　せっかく道具を準備してきたのだ。このまま使わずに帰るのももったいない。

「言ったろ、絶対作らないってわけじゃねぇって。できるだけ早く作ってやるから、そこで待ってろよ」

「う、うん……」

　啞あ然ぜんとした様子のミアを放置し、俺はキッチンへと向かった。

　幸い、キッチンの形は同じだから普段と勝手は同じ。

　サッと作れる料理って言ったら――――うん、やっぱりパスタだな。

「……っていうかさ、最初から恋人役をやってくれって言われてたらこんな面倒くせぇことにはならなかったのに。俺だって結構真剣に考えたんだぞ？」

「いや、まあ……本当にごめんね。ボクもどうやらそこまで性格がいい人間じゃないみたいでさ。人が欲しがっているモノって、何だか意味もなく欲しくなっちゃうんだよね」

　一体何の話をしているのやら。

　俺はそれを適当な冗談ということにして聞き流し、食事の用意に取り掛かった。
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　さて、翌日。

　俺はいつも通り起床した後、洗顔と歯磨きを終えて、自身の持っている服と睨にらめっこをしていた。

　玲の時もそうだったが、異性と出かけるとなるとここが一番難しい。

　そもそも俺は服を多く持っている方ではないし、趣味がいい自信もない。

　中には優ゆ月づき先生から押し付けられた物もあるし――――。

「……やっぱり無難が一番か」

　俺はため息を吐つきながら、ダボつかせて着るタイプの七分袖のＴシャツに、スキニージーンズを身に着けた。

　いや、うん。あまりにもワンパターンすぎる。

　さすがにもっとレパートリーがあった方がいいだろうか？　雪緒が帰ってきたら買い物に付き合ってもらおう。どうせマグカップ買いに行く約束をしたし。

　財布などを入れたショルダーバッグを背負った俺は、そのまま家を出た。

　向かう先は、駅前。

　現在時刻は待ち合わせの一時間前であり、当初の予定通り喫茶店で時間を潰す予定である。

　外に出た途端、日差しが真上から、そしてアスファルトから照り返してくることで俺の体を焼き始めた。

　マジで暑い。もうすぐ夏休みは終わるというのに、夏はまだまだ終わらないようだ。

（着いたら絶対アイスコーヒーを飲んでやる……！）

　そう心に決めて、駅前までの道を踏みしめて歩く。

　やがて待ち合わせ場所の近くにたどり着いた俺は、驚くべきものを目にした。

「え……ミア？」

　待ち合わせ場所として設定した銅像の前に、見知った顔つきの女が立っていた。

　彼女は玲と同じように黒い長髪のウィッグで変装をしている。

　そしてさっきからひっきりなしに手鏡を取り出し、自分の顔を何度も確認していた。

　俺は驚いた顔のまま、彼女の下に近づいていく。

「おい、何でこんな早く来てんだよ」

「え――――りんたろーくん!?」

　彼女も驚いたように顔を上げ、俺を見る。

「き、君こそ……まだ一時間前だよ？」

「俺は喫茶店で涼んでからここに来ようとしてたんだよ」

「そ……そうなんだ。あ、ボクもそうしようと思ってたんだよね」

　じゃあ何でここにいるんだよ――――という言葉を吞のみ込む。

　どこか焦った様子でウィッグをいじり、ソワソワした様子で視線は落ち着かない。

　まさかこいつ、めちゃくちゃ楽しみにしてたとか？

　そうなんだとしたら、ミアにも可愛かわいらしい部分もあるんだなぁ……普段と違って。

「……喫茶店、行くか。どうせ映画まで時間はあるし」

「う、うん……そうだね」

　俺たちは二人並んで、駅前の喫茶店へと向かう。

「っていうか、お前もずいぶん上手に変装するもんだな」

「こうでもしないとまともに外歩けないからね。どう？　似合ってるかな」

「ああ、ミアっぽさは薄れてるのに、美人なところはまったく衰えてねぇな」

「……りんたろーくんって、何か褒め慣れてない？」

「別に。思ったことを口にするだけなんだから、そう難しいことじゃねぇよ」

　そもそも見た目に関しての意見を要求されたわけで、そこで素直に答えない方が不自然だと思うのだが。

「ねぇ、りんたろーくん」

「何だよ」

「恋人なら、手を繫つなぐっていうのも一種のスキンシップだと思うんだけれど、どうかな？」

「悪いけど、そいつは無理だ」

「……何でさ」

　どこか不機嫌そうなミアの顔を見て、俺は一つため息を挟んだ後に言葉を紡いだ。

「お前言っただろ？　俺のしたくないことはしなくていいって。手を繫ぐとか、そういう周りから見て恋人確定みたいな姿を見せるのは、俺の中でＮＧ行為だ」

　手を繫いだり、腕を組んだり。

　そういう行為は、万が一ミアの変装が解けるようなことがあった時に周りに対して言い訳ができなくなる恐れがある。

　あと、夏の日差しのせいで手汗が凄すごい。

　このまま手を繫ぐのは、さすがに恥ずかしかった。

「……ふーん。まあ、いいけどさ」

　ミアは頰を膨らませ、俺の半歩先を歩く。

　何だろう。何だか今日の彼女は、どことなく子供っぽい気がする。

「ほら、早く行こうよ」

「あ、ああ」

　気のせい、だろうか？




◇◆◇




　喫茶店で時間を潰した俺たちは、そのままの足で映画館へと向かった。

　学生二人で購入したチケットのタイトルは、〝ハルサクコイ〟。

　冴さえない女子高生が、金持ちでイケメンな男と、スポーツマンでとにかく優しい男から迫られるストーリーらしい。

　原作は漫画。

　タイプが違う男二人との三角関係が魅力らしいが――――。

「……何か、女子が多くねぇか？」

　さっきから映画館に出入りしている人間のほとんどが、どこか垢あか抜ぬけた感じの女子ばかり。

　別に男がいないわけではないし、大人がいないわけでもないのだが、少しだけ居心地の悪さを感じていた。

「それはそうだよ。俳優陣が今女子の間ではすごく人気のある人たちだからね。はい、これチケット」

「あ、サンキュー……」

　ミアから差し出されたチケットを受け取り、俺はそれを数秒見つめる。

「……今更だけど、奢おごってもらってよかったのか？」

「本当に今更だね。さっきも言ったけど、デート代は全部ボクが出すよ。それが君の一日をもらう人間としての義務だと思うからね」

「いや、でも男が全部奢ってもらうってのはやっぱりなぁ」

「男とか女とか関係ないさ。今日のところはボクに甘えてくれればいいんだよ」

　んー、まあいいか。

　奢ってもらえるなら素直に奢ってもらおう。金も浮くし。

　保っていたプライドは、こうして容易たやすく崩れ去った。

「君はポップコーンは食べる派かな？　ボクは買おうと思っているけど」

「ああ、まあ一応食べる派……かな？」

「じゃあ大きいサイズをシェアしようか。ふふっ、何だか〝らしく〟なってきたね」

　この〝らしく〟とは、恋人らしくなってきたということを指しているのだろう。

　言われてみれば、何かをシェアして食べるなんて実に恋人らしいじゃないか。

　……玲れいとはすでに何度かやっている気がするけれど。

「何味がいい？」

「俺はこういう時はバター醬じよう油ゆだ」

「奇遇だね。ボクもその味一択だと思っていたところだ」

　キャラメルや塩味もいいのだが、個人的にキャラメルは飽きやすく、塩はわずかながらに味気ない。

　そうなると、やはり俺の中ではバター醬油が絶妙な位置に来る。

「じゃあ、買ったらもう中に入ろうか」

「おう」

　そろそろ入場開始の時間が迫っている。

　ポップコーンと飲み物を購入した俺たちは、劇場の中へと足を踏み入れた。

　席は瞬く間に埋まっていき、やがて満員になる。

　これが最新人気映画の力か。

「映画館ってさ、始まる前から独特のワクワク感みたいなのがあるよね」

「それは分かる。あんまり共感されたことねぇけど、実は最初に挟まる他映画の予告とか、ああいうのを見るのも嫌いじゃねぇんだよなぁ」

「ボクは分かるよ、その気持ち。前に見た映画の最新作が来るんだー、とか、素直に面白そうな映画の予告を見ると得した気分になるし」

　そんな雑談をしていると、やがて場内の明かりが落ちて行く。

　すっかり暗くなった視界の奥で、巨大なスクリーンに今の今まで話していた映画の予告たちが始まった。

　この時間が、一番映画館に来たのだと実感できる。

　画面の大きさ、音の迫力。それらすべてが、特別に感じられるのだ。

『それは、冴えない私の春の物語――――』

　やがて予告が終われば、そんなモノローグと共に映画本編が始まる。

　ヒロインは野暮ったい印象を受ける、冴えない女子高生。

　しかし人気若手女優が演じているが故、かけている丸眼鏡の奥には整った顔がある。

　どうやらそれは演者の都合という訳ではなく、原作となった漫画でも、磨けば光る素朴な宝石と表現されている……らしい。

　素朴な宝石って何だよと思わないこともないが、こんなところで一々引っかかっていたら創作物は楽しめないので、頭の奥へと追いやっておく。

『あいつと俺、どっちを選ぶんだよ！』

『そ、そんなの！　急に言われたって決められないよ！』

『もういい！　お前なんてどこへでも行っちまえ！』

　金持ちの俺様系イケメンが、そう言ってシーンからはけていく。

　残ったヒロインが涙を流していると、それを見計らったようにスポーツマンの方が近寄ってきた。

　そしてヒロインを抱きしめ、耳元で囁ささやく。

『俺なら、君のことを泣かせたりしないよ』

　うむ、むず痒がゆい。

　観客の女性陣にはその声とセリフが刺さったらしく、ほとんどの人間がうっとりとした顔でスクリーンを見ている。

　ミアはどんな顔をしているのだろう？

　気になった俺は、視線だけで隣の席を見た。

「……へぇ」

　興味深そうな顔をしていた。

　ときめきとかそういうものを置き去りにして、真剣に何かを学ぼうとしている、そんな表情。

　きっと、愛を囁かれた側のヒロインの顔をじっくりと見ているのだろう。

　ここで一度シーンが終わり、ヒロインが一人で考える時間になった。

　いまだに二人の男の間で揺れる彼女は、やがて一つの結論を出す。

『私……やっぱり』

　そうしてヒロインが駆けだした先には、スポーツマン系の男がいた。

　しかし彼女は彼に対して謝罪と共に気持ちに応えられないと告げ、そのままの足で俺様系イケメンの方へと向かってしまう。

『私！　あなたが好き！』

『もう絶対にお前を離さねぇ』

　そんなやり取りがあって、結局二人は結ばれる。

　ううむ、よく分からん。

　俺が現実的に考え過ぎているせいか、どう考えてもスポーツマン系の男の方が恋人としてはいいと思ってしまう。

　金持ちなのはポイント高いのだが、あの性格と付き合っていくのは真面目に考えても難しい。

　あくまで俺は俺であるが故の意見であるためわざわざ口に出すようなことはしないが、少しだけ納得がいかなかったのは事実だった。

「ふーん……なるほど。こういうものなんだね。じゃあ行こうか、りんたろーくん」

「ああ。満足したか？」

「まあそれなりに、かな。正直元々持っていた知識と違うことを学べたかと聞かれると、首を傾かしげざるを得ないけどね」

　席を立って劇場を後にしながら、俺たちはお互い映画に対しての意見を交わし合う。

　ミアとしても、現実世界で恋人にするのであればスポーツマン系一択だと思っていたようで。

　曰いわく、「ボクだとあのお金持ち君はからかい過ぎて嫌われちゃいそうだからね」、とのこと。

　その光景は、何となく想像できた。

「さて、これからどうしようか？」

「あー……昼時は少しずれたけど、飯にでもするか？　今なら少しは空すいてるだろ」

「そうだね。あ、じゃあ食べてみたい物があったんだけど、いいかな？」

「へぇ、何だよ？」

「行き方だけは覚えているから、このままついてきてよ。たどり着いてからのお楽しみさ」

　俺は首を傾げつつ、彼女の歩みに合わせる。

　ミアのことだ。さぞ洒落しやれたカフェやレストランにでも案内する気だろう。

　普段ならそういう場所は高くて懸念してしまうが、今日は彼女の奢りらしいし、足取りはそこまで重くない。

　――――我ながら、ちょっとダサいな。

「ほら、ついたよ。ずっと来てみたかったんだよね、ここ」

　そうしてたどり着いた店から漂ってきたのは、濃いニンニクの香り……って。

「ここラーメン屋じゃねぇか！」

「そうだよ？　どこに案内されると思ってたのさ」

　目の前の店の看板には、野菜マシだのニンニクマシだの、見ただけで胃もたれしそうな言葉が並べられていた。

　この店自体は、俺も嫌いではない。

　ただ女子に連れて来られるとは思っていなかっただけだ。

「ここ最近までずっとスタイルをキープしてなきゃいけない仕事が多くてさ、カロリーが高すぎる物は控えてたんだよね。そういう仕事が一旦落ち着いて、今日がようやく来たチャンスなんだよ」

「そ、そうか……」

「じゃあ入ろうか」

　正面から堂々と入って行くミアの背中が、どこか勇敢な戦士に見える。

　そう言えば、玲も意気揚々とラーメン屋に入って行ったっけな。

　……仕方がない。

　少し気け圧おされてしまったが、別に俺はこういう店に初めてきたわけでもないし、むしろ変に洒落たところよりありがたかった。

　ミアに続いて店に足を踏み入れれば、ラーメン屋特有の券売機の前でうんうん唸うなる彼女の姿が目に入る。

「りんたろーくん、どうしよう。どれを頼んだらいいかな？」

「……初めてなら、普通のやつでいいんじゃないか？　この後店員に色々質問されると思うけど、それに対しても最初は全部普通って言っておけばいいから」

「ん？　よく分からないけど、分かったよ」

　一番上にある通常のラーメンを購入したミアは、俺の方へ振り返る。

「りんたろーくんはどれを食べる？」

「俺も普通のやつだ。具とかにはあんまり拘こだわりがないから」

「そっか。じゃあ買っちゃうね」

「悪いな……」

「今日に関しては、君は何も気にしないでいいんだよ」

　そう言いながら、ミアは俺の分の券も購入する。

　俺たちは並んで席に座り、カウンター越しに店員へとその券を手渡した。

「ラーメン二丁！　お好みは？」

「え？　あ、普通……でいいんだっけ？」

　ミアの問いかけに対して、俺は頷うなずく。

　店員の男にその旨を伝えると、彼は頷いた後に注文を復唱した。

　それから数分して、俺たちの前にもやしとキャベツが山盛りとなったどんぶりが置かれる。

「おお……実物は思ってたよりも大きいね」

「食べきれるか？」

「うん、余裕だと思うよ」

「じゃあ俺が残した時は頼む」

「ああ……なるほどね」

　いや、まあ食べきれるとは思うが、油が大量に入っていると途中で気分が悪くなる可能性が捨てきれない。

　うん――――大丈夫だと思いたいけど。

「まあとりあえずは伸びる前に食べちゃおうか。いただきます」

「……いただきます」

　俺たちは手を合わせた後、箸を取って食事に取り掛かった。

　と言うか、食事を始める前にまずは発掘の作業がある。

　もやしとキャベツの山をこぼさないように崩し、その末でようやく麺に箸が届くようになった。

　ここまで来ると、もはや炭鉱員になった気分である。

「ん～～！　おいしい！」

　俺が麺を掘り出す作業に苦戦していると、隣からそんな声が聞こえてくる。

　思わず視線を向けてみれば、そこには頰を押さえて幸せそうにしているミアの顔があった。

「あ……ごめん、ちょっとはしたなかったかな？」

「いや、ちょっとだけ意外だなって」

「意外？」

「どちらかと言うとクールな奴やつってイメージだったから、そんな風に大きく表情を変えたことに少し驚いちまったよ」

「ふふっ、だから似合わないって？」

「そうは言ってねぇよ。むしろ……何だかお前を身近に感じられた気がして、少し嬉うれしかった」

「え……」

　初めて会った時、俺はミアをずっと警戒していた。

　あの時のこいつは、それだけ得体が知れなかったからだ。

　それは彼女が素を見せないように努めていたからだと思うし、今思えば、玲れいが連れてきたからって初対面の男を無む暗やみに信用する方が危なっかしい。

　あれからずいぶん時間は経たったものの、ミアは玲以上にアイドルとしての〝ミア〟を保ち続けているように見えていた。

　勝手なイメージでしかないけれど、もしも俺がこいつの立場なら、常にアイドルでいるなんてとても耐えられない。

　玲ですらオフの時間を作っているのに、ミアにはそれがないのだから。

　そんな強固な仮面を作り上げていたはずの彼女の素顔が、わずかでも見えたという事実。

　些さ細さいなことでも、何だかそれが嬉しかったのだ。

「お前らの超人っぷりには何度も驚かされてきたからなぁ……って、どうした？」

「――――へ？　あ、うん！　そうだね！」

「……急にどうしたよ」

　顔を真っ赤にして震えるミアを、訝いぶかしげな目で眺める。

　すると彼女はすぐに顔を逸そらし、俺の視線から逃れてしまった。

「おい、まさか照れてんのか？」

「い、いいや？　ど、どうなんだろう……分からないや」

　ミアは自分の火照った顔を冷やすが如ごとく、近くにあった水を一気にあおる。

　しかし、問題が一つ。

「それ、俺が口つけたやつだけど……」

「ぶっ」

　冷静さを欠いていたせいか、俺が飲んでいた水をミアは飲み干してしまった。

　気管に入ってしまいげほげほと咳せき込こむ彼女の背中を撫なでてやりながら、落ち着くのを待つ。

「うっ……も、もう大丈夫だから」

「本当に大丈夫か？」

「うん。急に動揺しちゃってごめんね」

　とりあえずむせていたのは落ち着いたらしい。

　ミアは胸を撫でるようにして気分を落ち着かせると、再びラーメンに取り掛かり始める。

「本当にもう大丈夫だから、伸びる前に食べてしまおうよ」

「ああ……そうだな」

　何かに照れたミアは、あんな風に取り乱すのか。

　それが分かっただけ、ここに来た価値はあったかもしれない。




◇◆◇




「うっぷ……俺はもう食えねぇぞ」

「おや、意外と小食だね、君は」

「うっせーな……男子高校生が皆ご飯三杯とか食えると思うなよ？」

　日々体が鈍なまらない程度に運動はしているものの、部活に勤いそしむ男子高校生の運動量には遠く及ばない。

　それに夏ということもあり、夏バテ気味なのは否めなかった。

　断じて俺が小食というわけではない。言い訳じゃないよ。

「お前は夏バテとかないのかよ？　見てた感じ、ライスの大盛りまで追加注文してたけど」

「うーん、ないわけじゃないと思うけど、それ以上に体がカロリーを欲しがっている感じかな？　最近は夏らしい激しい曲のダンス練習が多かったからね。ボクはレイやカノンほど代謝が良くないから、食べ過ぎた後はある程度ダイエットが必要だけど」

「へぇ……つーか、そもそもよく入るよな」

　俺は出っ張りすらしていないミアの腹に視線を送る。

　玲もそうだが、めちゃくちゃ食べたと思っても一切腹がぽっこりしないのだ。

　まさかとは思うが、腹筋で抑え込んだりしているわけじゃないよな？

「もう、さっきからどこを見ているんだい？」

「腹」

「正直過ぎるね、君」

　口元を押さえ、ミアは笑う。

　とまあ、こんな会話をしているうちに、苦しかった腹も多少は楽になった。

　しばらくは擦さすっている必要がありそうだが、歩く分には問題ない。

「よし、とりあえず今のところの目的は全部達成したと思うが、これからどうする？　別に今日はとことん付き合えるけど」

「んー、じゃあお言葉に甘えようかな。まだ行ってみたいところがあったんだよね」

「ふーん？」

「カップルが行きそうなところさ」

　カップルという部分に思わず息を詰まらせた俺を見て、ミアは再び愉快そうに笑う。

　ふぅ、これでようやく本調子と言ったところか。







　ミアが進むままに、俺はその後ろをついて行く。

　やがてたどり着いたその場所は、何とも音が喧やかましい駅前の大型ゲームセンターだった。

「ゲーセンか」

「うん。正直ボク一人じゃまったく来たことがない場所でさ、レイやカノンとも来たことがなかったから、ちょっと興味があったんだよね。君は詳しかったりするのかな？」

「いいや、別に俺も数えられる程度しか来てねぇよ」

「そうなのかい？」

「でかい雑音が苦手って言うか……ほら、色んな効果音とか音楽が混ざり合ってるだろ？　だから自分から進んでくるようなことはなかったんだよなぁ」

　未成年が故に入ったことはないが、パチンコ屋の前などはゲーセンよりも苦手だ。

　多分ゲーセンよりも興味が湧かないからだと思う。

「あ……じゃあもしかして、あんまり乗り気にはなれない……かな？」

「んなことはねぇよ。アレルギーでもあるまいし、嫌ってわけでもねぇからさ。お前と一緒なら、今日はどこにだって行ってやる」

「……それなら、お言葉に甘えさせてもらうよ」

　ミアは少しだけ申し訳なさそうな様子で、ゲーセンへと入って行こうとする。

　今のはミスだったと、自分の心の中で反省した。

　たどり着いてから店の前で乗り気じゃない態度を見せるなんて、ミアにもゲーセンに対しても申し訳ない。

　苦手と伝えるのなら、もっとはっきりと言うべきだった。

　その上でできれば行きたくないと言えたのなら、妙な空気になることもなく別の場所に行けただろうに――――。

　何にせよ、中途半端な対応はしたくないものだ。

「りんたろーくん！　クレーンゲームがあるよ！」

　店内に入った途端、ミアは興奮した様子で俺の手を引いた。

　彼女の視線の先には、様々な色のクマのぬいぐるみが置かれたクレーンゲームの台がある。

「どうせならやってみない？」

「……だな、やってみようぜ」

「うん！」

　そう言いながら、ミアは台の方へと歩み寄っていった。

　急にテンションを上げたのは、一度下がってしまった俺たちの間の空気を温めるためだろう。

　こういう時の気遣いは、素直にありがたい。

　俺も遠慮なく乗っておくことにする。

　こうして初めにクレーンゲームをプレイすることになった俺たちなのだが――――。

「「…………」」

　振り出しに戻ったはずの俺たちの間の空気は、再び徐々に冷めていくこととなった。

「……ねぇ、クレーンゲームって難しすぎないかな？」

「まあ、簡単に取られたら商売あがったりだろうしな」

「それはそうだけど……」

　すでに千円が台の中に消えていったが、ぬいぐるみは一向に取れる気配がない。

　話に聞くところアームの強さが難易度に関係するらしいが、見ていた感じではずいぶん摑つかむ力が弱そうだ。

「りんたろーくん、やってみてくれないかな？」

「えぇ……？　どうせ取れねぇぞ？」

「いいよ、それでも。ボクだけが遊んでるのも不公平だしね」

　不公平は違うだろうに。

　目の前で自身の財布から百円玉を投入している時点で負担はすべてミアが背負っているのだが、それに関してはノーコメントのようだ。

　ともあれ自分ではプレイする気もないようだし、俺がやらねば金がもったいない。

「終わった後で文句言うなよ？」

「言わないって。大丈夫、君を信頼してるから」

「それはプレッシャーをかけてるって言うんだぞ？」

　俺がツッコミを入れれば、ミアは楽しそうにけらけら笑う。

　まあ、楽しんでもらえてるならそれでいいか。

「……ふぅ」

　息を吐き、まずはどうするべきか観察する。

　ミアのプレイを見ながら自分ならどうするかを考えてはいたが、こうしてボタンの前に立つとまた少しだけ感覚が違った。

　ひとまず横軸を合わせよう。

　結局のところ、ミアだって位置までは簡単に合わせることができていたのだ。

　アームの力にまったく期待できない以上、運よく脇の下などに引っかかることを願うしかない。

「ここ、か……？」

　不安な気持ちを抱えながら、横軸を揃そろえた後に縦軸を動かすボタンから手を離す。

　ゆっくりと下がっていくアームをどこか諦めた目で見守りながら、俺はその時を待った。

　クマの体にアームが食い込む。

　そして持ち上がっていく際に、アームの先がクマの表面でずるりと滑った。

「はぁ……言ったろ、どうせ無理だって――――」

「待って！　りんたろーくん！」

「あ？」

　ミアは台から目を逸そらした俺の肩を叩たたき、無理やり前を向かせる。

　すると、信じられないモノが視界に飛び込んできた。

「噓うそだろ……？」

　クマの体を摑み切れなかったはずのアームが、見事にクマの脇下に引っかかっている。

　そのままあれよあれよという間にクマは持ち上がり、取り出し口の中にポトリと落ちた。

　呆ぼう然ぜんとしたまま、俺は透明なプラスチックでできた扉を開け、落ちた景品を取り出す。

「取れたね……」

「ああ、取れちまったな……」

　何とも言えない沈黙が、俺とミアの間に広がった。

「……ほら、やるよ」

「え？」

　俺は手の中にあったクマのぬいぐるみを、ミアの方へと差し出す。

「お前の金で取ったんだから、お前の物ってことだろ？　ほら」

「い、いやいや。君の力で取ったんだから、それは君のだよ」

「俺がもらってどうすんだよ……ぬいぐるみなんて飾っとく趣味はねぇぞ？」

「ボクも別に集めているわけじゃないんだけど……」

　彼女はクマのぬいぐるみと俺の顔を何度か見比べる。

　それから恐る恐ると言った様子で、俺の手からぬいぐるみを受け取った。

「まあ……君がくれるって言うなら、もらっておこうかな」

「だから最初からお前の物……って、まあいいか」

　どういう口実であれ、受け取ってくれるならそれでいい。

　男でもぬいぐるみを集める人はいるし、それを否定するつもりもないが、ただ単に俺にはそういう趣味がないという話だ。

　どうせ押し入れにでもしまってしまうなら、俺以外の誰かの手に渡った方がよっぽどマシである。

「……ありがとう、りんたろーくん」

　ミアはどこか嬉うれしそうに、俺から受け取ったぬいぐるみを抱きしめる。

　ラーメンを食べていた時に近い、あどけなさの残る表情だ。

　こんな姿を見ることができただけで、ぬいぐるみを取った甲か斐いがあったと言える。

　――――ただの運だけど。

「他にやってみたいゲームはあるか？」

「あ、えっと……ここにはプリクラってあるかな？」

「ん？　ああ、多分奥のコーナーにあると思うけど」

「一緒に撮ってくれないかな？　恋人っていうのは、二人で撮ったプリクラを携帯の裏に貼ったりするんでしょ？」

　いつの時代の話だ、それ。

　いや、もしかしたら最近でもあるのか？

（……あまりこの話に触れるのは良くないか）

　どこかで誰かの地雷を踏みそうな気がして、俺は思考を打ち切る。

「ミアがそれをやりてぇって言うなら付き合うぞ。その、恋人らしくできるかどうかは分からねぇけど」

「ありがとう。何事も体験が大事だし、ともかくやってみたかったんだ」

　店の奥に進んでいけば、やはりプリクラコーナーは存在していた。

　念のため噂うわさで聞いた男子禁制などの制約がないか確認してみたが、そういうものは定められていないようだ。

「りんたろーくん、あっちが空いてるよ」

　いくつかの台が埋まっている中、ミアが指した台にはまだ誰も入っていない。

　夏休みとは言え利用している客が多いことに驚きつつ、俺たちは垂れ幕のような布を潜くぐり、筐きよう体たいの中に入る。

「一回四百円か。普通のゲームよりは高いんだね」

　ミアが目の前で百円玉を投入していく。

　するとアナウンスが起動し、俺たちに指示を出し始めた。

『二人の指でハートを作って！』




　――――は？




「ふーん、ポーズって指定されるんだ」

「おい、どうするんだ!?　何かカウントが始まったぞ!?」

「とりあえずやってみるしかないね」

　アナウンスがシャッターまでのカウントを開始した中で、ミアは冷静にハートの片側を指で作る。

　さすがはアイドル。写真には写り慣れているようで、こういう時は冷静だ。

　しかし俺はそうはいかない。

　キョドった態度のまま、俺は恐る恐るミアの手に自分の手を合わせる。

『３、２、１！』

　シャッターらしき音が響く。

　どうやら今のポーズで撮られたらしい。

『次は肩を寄せ合って！』

　何な故ぜこうも密着するような要求ばかりするのだ、貴様は。

　機械のくせに人様を手玉に取るような態度を取りおって。

「うん、確かに恋人らしい遊びかも。この先も全部指示通りにやってみようか」

「……ああ」

　ピタリと、ミアの肩が俺の肩に触れた。

　胸がときめくような青春の波動を感じる暇などなく、純粋な恥ずかしさだけが攻めてくる。

　加えてこの光景が写真に残るせいで、恥ずかしさはさらに加速していた。

『次はハグ！』

　もうシバいてやろうかな、こいつ。

「これはさすがに少し恥ずかしいね」

「いや、やるのかよ？」

「物は試しだって。ね？」

　手すら繫つながなかったのに、抱き合うことはできるのかと自分に問いかける。

　いや、無理だろう。

　ただ――――手を繫ぐことを拒否したのは、周りの目があったからだ。

　言い訳ができなくならないように、見た目だけは友達と言い張れる距離感を保つ必要があった。

　しかし今は厄介な周りの目がない。

（……だとしても）

　俺は一歩だけ、ミアから距離を取った。

「……そっか、これはできないか」

「悪いな。嫌ってわけじゃねぇけど、付き合ってもねぇ女と全身で密着するのは難しいわ」

「一緒にお風呂に入るところまではよかったのに？」

「そう言われると返す言葉がねぇな」

　嫌じゃないってのは本当だ。

　こんな絶世の美女と抱き合えるだなんて、男としてはむしろ最高に嬉しい。

　だけど、どうしてだろう。

　それを意気揚々と受け入れられない。

「……うん、いいよ。むしろ君がしっかりしていて安心した」

「しっかり……してんのかねぇ？」

「そもそもお風呂に一緒に入ったのも、何でも言うことを聞かせられる権利を使って無理やりやってもらったことだしね。今日はもうデートしているだけでお願いを聞いてもらってるようなものだし、駄々はこねないよ」

　ミアはそう言って、諦めたように笑う。

　それに対して俺が言葉を返そうとすると、彼女は自分の人差し指を俺の唇に当てることで、その言葉を遮った。

「た、だ、し。次のポーズ要求は絶対にやってもらうよ」

「……駄々はこねないんじゃなかったか？」

「これは正当な要求だと思うけどね」

　ミアはいたずらっぽく笑い、カメラに向き直る。

　まあいいか、それくらい。

　精々簡単な指示が来てくれることを願いつつ、俺も次の指示を待った。

『次はお姫様抱っこ！』




　――――かろうじてセーフ。




「あははっ、面白いポーズだね。うんうん、お姫様かぁ」

「ふぅ……それくらいなら俺も大丈夫だ」

「そっか。じゃあ、力を抜いてもらおうかな？」

「え？」

　ミアは俺に一歩近づくと、膝と首の裏に手を伸ばそうとする。

　俺はその動きからとっさに距離を取り、信じられないモノを見る目で彼女を見た。

「どうして避けるんだい？　これはできるんでしょ？」

「いや、いやいやいや！　何でお前が抱き上げる側なんだよ！」

「ボクは王子様キャラだし？」

　何を当たり前のことをと言いたげな表情で、ミアは首を傾かしげている。

　確かにミアはミルフィーユスターズの中ではクールキャラで、巷ちまたでは王子とまで言われているらしい。女子のファンが三人の中では一番多く、男性ファンと女性ファンの間で論争が起きることも多々あるそうだ。

　だからと言って、この場で俺が姫様側になるだなんて冗談じゃない。

「はぁ……俺が抱き上げる側、お前が抱き上げられる側。オーケー？」

「え……？」

「え？　じゃねぇよ！　俺は絶対にそこだけは譲らねぇからな！」

　そう強く言葉で主張しつつ、俺はミアが呆あつ気けに取られているうちに、たった今彼女にされそうになったことをそっくりそのまま返すことにした。

　膝の裏と首の裏に手を添え、すくい上げるようにして一気に持ち上げる。

「きゃっ……え？　え？」

「ほら、これでいいんだろ？」

　女体の神秘というやつか、やはりミアの体も他の二人と同様想像以上に軽く感じる。

　実際はそんなことないだろうけれど、このまま抱き潰してしまいそうなほどに手から伝わる感触は細い。

　そんな感想を俺が抱いていると、カウントと共にプリクラのシャッターが切られた。

「……満足か？」

　これで要求は果たしただろう。

　確認のため、ミアの顔に視線を落とした。

「あ…………う、ん」

　持ち上げたことで思いのほか近い位置にあったその顔は、真っ赤に染まっている。

　どこか潤んだ目は俺の目を真まっ直すぐ捉えており、どこか気恥ずかしい。

　しばらくそのままでいれば、次のシャッターが切られてしまった。

　さすがに二枚同じ格好の写真が並ぶのはもったいない。

　そう思った俺は、ゆっくりと彼女の体を真っ直ぐにして、床に立たせた。

「……次で最後だとよ。どうする？」

　プリクラからは、最後の一枚だと告げる音声が流れていた。

　どうやら最後はフリーポーズらしく、具体的な指示はない。

「つーか、大丈夫か？」

　さっきから大幅に減少した口数を心配すれば、ミアは胸を押さえながら一つ頷うなずく。

「ねぇ、りんたろーくん」

「何だよ？」

「最後に一つお願いしてもいいかな？」

「内容によるぞ」

「もう一度、抱き上げたポーズで撮ってほしい」

　俺はその要求の真意が分からず、首を傾げた。

「いいのか？　そもそも二枚分同じポーズで撮っちまってるけど」

「大丈夫。最後の一枚は、宇う川がわ美み亜あとして君と撮りたいんだ」

　ミアは、俺の目の前でウィッグを外す。

　すると彼女本来の黒色のボブカットが姿を現した。

　メイクのせいか、少しだけ普段の顔つきとは違うものの、そこにいるのは確かに俺の知るミアの外見である。

「ここなら変装を解いても周りには見えないし、いいでしょ？」

「……そうだな。そのくらいなら」

　嬉うれしそうに頷いたミアは再び俺に体を預ける。

　さっきと同じように彼女の体を抱き上げれば、カウントと共にシャッターが切られた。

　今度はお互いに見つめ合っているような形ではなく、正真正銘のカメラ目線である。

　ぶっちゃけめちゃくちゃ恥ずかしかったが……ま、ミアが満足げな顔をしていたから、良しとしようか。




◇◆◇




　ボク――――宇川美亜は、有名人という名のアイドルだ。




　ボクの所属するミルフィーユスターズは、新曲を出せばＣＤはすぐに売り切れるし、ダウンロードサイトではひと月分くらいはずっと上位をキープするほどの人気がある。

　コンサートを開けばチケットは一瞬で完売してしまうし、グッズの売れ行きもとどまるところを知らない。

　さすがにここまで実績があるなら、ちょっとは自慢してもいいよね？

　っと、そんなことは今どうでもいいか。

　つまり何が言いたいのかと言うと、どんなに言葉を選んでも、ボクは一般人とは到底呼べない存在になってしまったということ。

　もちろんなりたくてなったものだし、このことに後悔なんてない。




　だけど、本当に時々、自分が〝ミア〟じゃなければなぁと思ってしまう時がある。




　こうして変装し直している時とか、特にそう思う。

　初めて街を歩いていて声をかけられた日は、自分でも思いのほか浮かれていたような記憶があった。

　自分が有名になったのだと、成功したのだと、すごく嬉しく思ったことを覚えている。

　でもそんなスター気分を味わえていたのは、たった一週間くらいだった。

　道端でボクに人が集まれば、その規模の分だけ通行を妨げられる人がいる。

　人の迷惑になるようなことはすべきではないなんていうのは当たり前の話で。だからボクは誰よりも入念に自分の見た目を偽ると決めた。

　変装も変装で、普段とは違う自分になれた気がして初めの頃は楽しかったと思う。

　だけど徐々に徐々に見た目を偽ることにも疲れてきて、今では極力出かけたくないとまで思うようになっていた。

　そんな風に生きてきたからこそ、ボクは彼の側そばを求めたのかもしれない。

「うん……問題なさそう、かな？」

　鏡に映った自分を見て、ボクは一つ頷く。

　ここはボクらがプリクラを撮ったゲームセンターの中にあるトイレ。

　たった一度の撮影のために変装を解いてしまったボクは、帰るために改めて変装を施している。

　面倒臭いとは思ってしまうけれど、りんたろーくんに迷惑をかけないためには必要なことだ。

「ん？」

　ようやく〝ミア〟らしさが消せたと思い最終確認をしていると、洗面台の上に置いておいたスマホの画面に通知が現れる。

　どうやらりんたろーくんがラインを送ってきたようだ。

『悪い。腹痛くて俺もトイレ行ってくるわ。ちょっと待っててくれ』

「あちゃー……」

　ボクは思わず頭を押さえた。

　具体的な理由は分からないけど、何となく昼のラーメンが原因な気がする。

　込み上げてくる罪悪感の下、ボクは何をしたらいいか考えた。

（……薬。そうだ、薬を買ってきてあげよう）

　近くに薬局があったはずだ。

　そこで腹痛を治す薬を買ってくれば、少しは罪滅ぼしになるかもしれない。

　鏡で変装の最終確認をして、ボクは外へ飛び出す。

　クレーンゲームなどで遊んでいた時間が長かったからか、日は徐々に傾きつつあった。

「もうこんな時間か……」

　ボクは空を見上げ、独り言をつぶやく。

　今日が終わってしまう。それがどこか残念で、久しく感じていなかった一日が短く感じる現象を味わっていた。

（思ってたよりもずっとずっと楽しんでいたんだなぁ……ボク）

　りんたろーくんの側にいると、ボクは〝ミア〟じゃなくて、〝宇川美亜〟に戻れる。

　それがどれだけありがたくて、日頃からどれだけ感謝しているか、きっと彼は理解してくれないだろう。

　けど、それでいい。

　ボクはゲームセンターから少し離れた位置にあるドラッグストアへと入り、薬と水を購入した。

　その道中で一応りんたろーくんにゲームセンターを離れることを伝え、とりあえずはその周辺で待っていてもらうことにする。

（病気で寝込んだ彼氏を看病しに行く彼女って、こんな感じなのかな？）

　袋に入った薬と水を見て、定めていた目標を達成できたことを嬉しく思った。

　もう少しで、この恋人ごっこも終わる。

「あーあ、残念」

　りんたろーくんがいないことをいいことに、ボクは緩んだ口元からそんな言葉をこぼす。

　――――その時、ボクの目の前に一人の男性が立ちはだかった。

「おネエさん美人だね！　ねぇねぇ、稼げる仕事に興味ない？」

「……は？」

　初対面で申し訳ないんだけれど、ボクはこの人にいい印象は抱けなかった。

　だらしなくスーツを着崩して、派手な金髪をワックスでガチガチにセットしている頭。

　こうしておけばカッコいいだろ？　とでも言わんばかりな態度はどこか癪しやくに障り、自分に一番似合うファッションを一切理解しようとしない様は、どこか滑稽にすら映った。

「オレ夜の仕事とか紹介しててさぁ。君みたいな稼げそうな子に声かけて回ってんのよー。でもどいつもこいつもあんまり話聞いてくれなくてさ……今月ノルマがピンチなんだよねー。分かってくれる？　ちゃちゃっと男の相手してちゃちゃっと大金稼げる仕事紹介するからさぁ、ちょっと事務所まで来てくれないかなぁ？」

「……」

　聞き流した言葉の端々から読み取った限り、この男はスカウトマンのようだ。

　だけどどう見ても、どう聞いてもこの人は真面目にスカウトマンとして働いている人たちの評判を下げるような対応しかしていない。

　スカウトする対象であるはずの女性を蔑ないがしろにしたような発言が混ざっているし、お金という部分ばかり強調してくる。

　お金自体は悪い部分ではないにしろ、あまりにも言い方が汚い。

　こういう輩やからは、無視するに限る。

「オイ、ちょっと待ってくれよぉ」

「え……？」

　普段ならこういう人は無視すれば諦めてくれるのに、この人はどこか苛いら立だった口調でボクの二の腕を摑つかんできた。

　急に強く握られたせいか、少し痛い。

「オレ困ってるって伝わったよね？　なのに無視るっておかしくない？」

「……急いでますので」

「だーかーらー、オレは君が話を聞いてくれなくて困ってるの。ちょっとは人助けしようよ」

　駄目だ、この人は話が通じない。

　周りの人もそれを理解してしまったからか、ボクらを避けるように歩いていく。

　その気持ちが理解できてしまうせいで責めることはできないけれど、できれば助けてほしいとボクの弱い部分が叫んでいた。

「君が事務所で話を聞いてくれるだけで、オレはとっても助かるの。ねぇ頼むよォ。稼がせてあげるからさぁ」

「み、未成年なので、そういう仕事はできません」

「またまたァ。こんな大人っぽい見た目で未成年なわけなくない？　噓うそつかないでくれる？」

　ボクの腕を摑んでいた彼の手が、さらにきつく食い込んできた。

　ここで学生証を見せれば、未成年であることは証明できる。

　しかしそれは同時に、ボクがミルスタのミアであることを証明してしまう諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。

　こんな男にミアであることがバレれば、どんな行動を取ってくるか分からない。

「こォんなに困ってるんだからさ……もうそろそろ折れてくれてよくない？　ほら、もうすぐそこのビルがウチの事務所だからさっ！」

「っ――――」

「黙ってるってことはオッケーってことだよね！　じゃあ行こうか！」

　違う。

　やめてくださいって叫ぼうとしたのに、声が出なかっただけだ。

　自分の状態に対して、動揺が隠せない。

　何な故ぜか目の端に涙が浮かんできて、体が硬直する。

「そんな怯おびえんなって。悪いようにはしないからさァ」




　ボクが――――怯えている？




　ああ、そうか。

　ボクは今、この人を怖がっている。

　こうして男性に言い寄られる経験なんて初めてじゃないし、その度に気丈に振舞ってやり過ごしてきたけれど、今日に限ってはそれができない。

　多分それは、今のボクが〝ミア〟じゃなくなってしまったから。

（りんたろーくん……！）

　心の中で、彼の名を呼ぶ。

　たとえ口で叫べたとしても、りんたろーくんがここに来ることはない。

　待っていてくれとラインしたのはボクだ。

　今頃、ボクが戻ってくるのをゲームセンターの近くで待っていることだろう。

　助けなんて期待できない。

　ボクにできるのは、すくみ上がった足で何とかこの場に留とどまる努力をすること。

　そんなささやかな抵抗をするボクを見て、男は分かりやすく苛立った表情を浮かべた。

「チッ……ああ面倒くせぇなぁ！　もう黙ってついて来いよ！」

「――――あの」

「アァ!?　んだよ!?」




「その人、俺の連れなんですけど」




　突然、摑まれていた腕が楽になる。

　男の腕は横から割り込んできた誰かによって摑まれており、どうやらその人がボクから無理やり男の腕を外してくれたらしい。

　ゆっくりと、その腕の持ち主へと視線が移る。

「よっ、かろうじて無事みたいだな」

　そこにいたりんたろーくんはボクと目を合わせると、どこか安心したように笑みを浮かべた。

　何が起きたのか分からず呆ぼう然ぜんと彼を見ていると、スカウトの男は今まで以上に苛立った様子で摑まれた腕を強引に振り払う。

「あーあーあー、いるんだよなぁこういうヒーロー気取りが。マジで毎回イライラすんだわ。こっちが下手に殴れないからって調子乗って仕事の邪魔しやがって……もういいわ、面倒くせぇし。お前ちょっとこっち来いよ」

　男はりんたろーくんを路地裏の方に引き込もうと、胸倉を摑む。

　元々素行の悪い人間だったのか、その動作にはどこか手慣れた雰囲気と、独特な迫力があった。

　路地裏に連れ込まれれば、りんたろーくんは彼の気が済むまで殴られるに違いない。

　たとえその暴力行為によって自分が警察のお世話になるような事態になったとしても、怒りで我を忘れている目の前の男はそもそもそんなところまで頭が回っていないのだろう。

「りんたろーくんっ！――――っ」

　何とか彼が暴行を受けるなんて事態を避けるために、ボクは割り込んで男の腕を外すことを試みる。

　しかしそんなボクを止めたのは、他でもないりんたろーくん自身だった。

　――――どうして？

　そんな言葉が、ボクの口から漏れる。

　りんたろーくんは片手をボクの方に向け、目で動くなと訴えかけてきた。

　そのどこまでも冷静な目に、思わず素直に従ってしまう。

「この手、ある意味暴力ってことでいいっスよね？」

「あ？」

　りんたろーくんは胸倉を摑んでいた手をさらに摑み返すと、そのまま流れるように捻ひねり上げる。

「い……ッいでででええええ！」

　たまらず手を離した男は、そこからさらにりんたろーくんの手によって操られ、あっという間に背中を取られる。

　背中側に回された腕と肩を押さえられた男は、苦く悶もんの声を上げながら藻も搔がくことしかできない。

　刑事ドラマとかではよく見る取り押さえ方だけど、実際に見ることができたことで感嘆の声を上げそうになった。

「暴れると肩の関節がえらいことになるんで、大人しくした方がいいっスよ」

「っ……テメェ」

　増々怒りを燃やす男の目を見て、りんたろーくんはため息を吐ついた。

　そして視線をボクへと移すと、摑んでいた男の背中を前へ蹴りだす。

「逃げるぞ！」

「え、う……うん！」

　男が前のめりになって転びかけている間に、りんたろーくんがボクへと手を伸ばす。

　そしてボクがその手を摑むと同時に、彼は全力でこの場から駆け出した。

「ま……待てコラ！」

「待てって言われて待つ奴やつがいるかってんだ……！」

　腕を引かれ、ボクは走った。

　目の前にはりんたろーくんの背中がある。

　人が増えてきたせいか、スカウトの男との距離はどんどん開いて行った。

　危険なはずの鬼ごっこは、彼と一緒だと何故か楽しくて。

「ははっ、そんなに笑えてりゃアフターケアは必要なさそうだな」

「え？」

　徐々にスピードを落として走るのをやめたりんたろーくんは、ボクの方へ振り返ってそう言った。

　いつの間にか、ボクは走りながら笑っていたようだ。

　一時はあんなにも怖い思いをしたというのに、喉元過ぎれば熱さを忘れるというか、我ながら現金な人間だと思う。

「とりあえずは駅前まで戻ろうぜ。ここからはゆっくり歩いて、な」

「……うん」

　彼に手を引かれるままに、ボクは歩き出す。

　男が追ってくる様子は、もうない。

　完全に撒まけたようで、ようやくボクの頭も冷静になってくる。

「あ……」

「ん？　どうした？」

「……ううん。何でもない」

　冷静になった途端一つのことに気づいてしまったボクは、すぐに口を噤つぐんだ。

　そうしないと、きっとりんたろーくんがこの手を離してしまう。

　彼が手を引いてくれる限りは、このまま甘えてしまおう――――そう思った。




「何度電話をかけても出ないからまさかと思って駆け付けたんだけど……びっくりしたんだからな？　お前が絡まれてて」

「え、電話？」

　スマホを見てみれば、りんたろーくんの言う通り不在着信の通知がロック画面に並んでいた。

　そう言えばと、映画館に入った時からずっとマナーモードにしていたことを思い出す。

「ごめん、気づかなかったよ」

「そっか。……ったく。次から本当に気を付けてくれよ？　今回は間に合ったけど、いつも俺が側そばにいるわけじゃねぇんだから」

　いつも側にいるわけじゃない、か。

　りんたろーくんの言っていることは正しい。

　別々の学校。アイドルとしてのスケジュール。どれを取っても、時間の面で彼を頼ることができないのは確かだ。

「あーあ。君がボクの専属マネージャーになってくれればいいのに」

「ははっ、それじゃ俺が働く羽目になるじゃねぇか。そんなのごめんだね」

　ああ、こうしてかっこ悪い部分を見せてもらえると、何だか安心する。

　りんたろーくんがりんたろーくんのままでいてくれることは、ボクにとっての支えだ。

　カッコいいばかりじゃ、きっとボクの心臓が耐えられないしね。

「そう言えばりんたろーくん、合気道なんてできたんだね」

「合気道？　あー、さっきのか……あれは合気道……なのかな？」

「え？　どういうこと？」

「家の都合でさ、小学生の頃に色んな習い事をさせられてたんだ。その中に武道もあってさ、空手やら柔道やら、剣道もあったかな？　だから一通り齧かじりはしたんだけど、正直もうどれが何の技かなんて覚えてねぇんだ。今日に限っては体が覚えていてくれてマジで助かったっていうか……」

　そう言いながら、りんたろーくんの顔が少しだけ辛つらそうな表情に変わる。

　しかしボクがそのことを指摘する前に、彼はいつも通りの表情に戻った。

「ま、人生何が役に立つか分からねぇな。結局それでお前を助けられたなら、それでいいや」

「……そうだね。本当にありがとう」

「お前に素直に礼を言われるとむず痒がゆいな」

「失礼な。ボクだって礼儀は重んじているよ」

　ようやくボクも本調子と言ったところか。

　ボクらは互いに顔を見合わせ、笑い合う。

「……今だから聞いてほしいんだけどさ」

「ん？」

「ボク、本当は王子様じゃなくて……お姫様になりたかったんだ」

　ボクがそう告げれば、りんたろーくんはどこか驚いたような表情を向けてきた。

「小さい頃にシンデレラや白雪姫の絵本を読んだ時に、自分もこんな可愛かわいいドレスを着てみたいって思ったことを今でも覚えてるよ。でも、お母さんに言われたんだ。『あんたは姫って顔じゃないでしょ』って」

「……」

「お母さんのことは大好きだけど、その時ばかりはさすがに怒ったね。どうしてそんなこと言うんだって。……だけど、今になってお母さんの言ってたことは正しかったって思い知ったよ」

　アイドルを目指した理由は、テレビに映るアイドルたちが可愛らしい衣装に身を包んで踊っていたから。

　ボクも同じ格好をしてみたい。

　そう願って、アイドルという道から芸能界に飛び込んだ。

「結局アイドルになって渡された衣装は、君も知っての通り王子様系のカッコいいやつばかり。可愛らしさなんて、最初から求められてなかったんだよ」

　だからボクは、皆の期待に応えるために王子様キャラであることを受け入れた。

　アイドルとして活動するためには必要なことだと割り切って――――。

「可愛らしさが求められてない、か。まあ世間の評価的にはその通りなんだろうな」

「うん……だからもうとっくに諦めたよ」

「けど、今日のお前は誰よりも姫らしかったぞ」

　りんたろーくんは、どこかからかうような口調でそう告げた。

　その時、今日の出来事がボクの頭の中でフラッシュバックする。

　ラーメン屋で彼の水を飲んでむせてしまったこと。

　プリクラでお姫様抱っこされて動揺したこと。

　危ない人に絡まれていたところを助けてもらったこと。

　思い返すと、どれも恥ずかしい。

「さっきも言ったけど、今日はお前のいつもと違う部分が見れて嬉うれしかった。ミアもはしゃぐと年相応な感じになるんだなって」

「それは――――」

「それは？」

「……ううん、何でもない」

　ボクが口を噤んだことで彼は首を傾かしげる。

　だけど今ボクが口走りそうになった言葉は、さすがに恥ずかしすぎて言えない。

（違うんだよ、りんたろーくん）

　ボクがお姫様でいられたのは、君のおかげ。

　君がボクをずっと女の子として扱ってくれたから、ボクは王子様であることをやめられたんだ。

　――――そう言いたいのに、もう彼の前で〝ミア〟を演じることができないボクは羞恥心に負けてしまう。

「今日はありがとう、りんたろーくん。おかげで演技のコツがつかめたかもしれないよ」

「そっか」

　りんたろーくんにされて嬉しかったこと。

　それを忘れなければ、きっと上う手まく行く。

（忘れなければ、か……忘れるわけないのにね）

　ボクって自分で思っているよりもちょろい子だったのかもしれない。

　だってこんなにも簡単に、今まで築いてきた自分の像を崩してしまうのだから。

「ねぇ、凛太郎君」

「ん……？」

「……ふふっ、何でもないよ」

「何だよ。おかしな奴だな」

　ごめん、凛りん太た郎ろう君。

　やっぱり照れてしまうから、今は心の中だけで言わせてもらうね。




　――――ボクをドキドキさせてくれて、ありがとう。
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　弦を指で弾はじいて、音を鳴らす。

　軽快に響く低音のメロディーだったが、サビが終わる直前にその音は俺の指が止まると同時に聞こえなくなった。

「……集中できねぇ」

　弦から手を離し、俺はソファーに背中を預ける。

　ミアとデートをした日から、すでに三日が経過した。

　彼女との約束は、玲れいが帰ってくるまでの間、仮初の恋人として過ごすこと。

　そしてその約束は、今日で終わる。

　本来であれば一週間ほどと見積もっていた玲の不在期間だったが、だいぶスムーズに仕事が終わったようで今日の夕方には帰ってくることになったからだ。




　あのデート以来、ミアと特別な行動をしたかと聞かれれば、それに対しては否と答えざるを得ない。

　精々夏休みの宿題を手伝った程度だろうか？

　正直あれ以上小恥ずかしいことをしなくて済んだのは、素直に助かったと思っている。

　ただ――――。

（何で気まずい思いをしてんだ……俺）

　昨日まではミアに会っていて、今日からは玲に会う。

　何だか女をとっかえひっかえしているような罪悪感があり、気分が晴れない。

（つーか、何で俺がモヤモヤしなきゃならねぇんだよ）

　そうだ。別に誰と付き合っているわけでもないのだから、所詮友達と遊んだ程度に思っておけばいいんだ。




　――――などと言い聞かせても、俺の心はいまだ晴れない。




「……大丈夫？」

「うおっ!?」

　突然耳元で声がして、俺は驚いた声を漏らしながら振り返る。

　そこには俺と同じく驚いたような顔をした玲が立っていた。

　彼女は俺を見ながらパチパチと何度か瞬まばたきをする。

「ごめん、そんなに驚くとは思わなかった」

「お、お前……いつ帰って来たんだ？」

「たった今。普通に鍵を開けて入ってきた。そしたら凛太郎が全然気づかないから、声をかけることにした」

「あー……悪い。考え事してた」

　俺は立ち上がって代わりに玲をソファーに座らせると、キッチンへと向かう。

「アイスコーヒー淹いれようと思ってるけど、飲むか？」

「ん、飲みたい。帰ってくる時もすごく暑かったから」

「分かった。ちょっと待っててくれ」

　普通のコーヒーを淹れる時と違って、アイスコーヒーを淹れるには氷の分を考えてコーヒー自体を濃く淹れる必要がある。

　とは言え、やることはそこまで変わらない。

　多めに豆を使って、普段と同じ量の水で作るだけだ。

　グラスに氷を入れ、上から濃くて熱いコーヒーを注ぐ。

　これで氷が溶ければ、丁度いい濃さになるのだ。

「コーヒーフレッシュとガムシロップは一つずつ入れておいた。もし違和感があったら調整するから言ってくれ」

「ありがとう」

　玲は俺からグラスを受け取ると、用意したストローでコーヒーを吸う。

「んっ、美お味いしい。ちょうどいいかも」

「そっか。じゃあ今度から同じ分量で作るわ」

「そういうことをしてくれるから、私は凛太郎から離れられない」

「大おお袈げ裟さだっつーの」

　悪くない気持ちになりながら、俺もソファーに座ってアイスコーヒーを飲む。

　冷たいコーヒーが胃に流れ込み、どこか浮ついていた思考を冷静にしてくれた。

「ずいぶん早く片付いたんだな、仕事」

「うん。動画サイトとかの広告で流す小さなＣＭの撮影だったんだけど、急きゆう遽きよ必要な尺が短くなったから半分くらいの時間で済んだの」

「そっか……」

「ねぇ、凛太郎？」

「な、何だよ？」

「ミアとデートしたって、本当？」




　――――ぶわりと汗が噴き出す。




　全身の水分が蒸発してしまったかのような錯覚を起こし、喉が急激に渇いた。

（いやいや、おかしいだろ？）

　そうだ。どうして俺が浮気がバレた旦那みたいな反応をしなければならないのだ。

　悪いことなどしていない。

　そう、その気持ちで行く。

「ああ、まあな。次の仕事のために恋人の気持ちみたいなのが知りたいらしくて、協力したんだよ」

　うーん、何か言い訳臭くなっちゃったぞ？　困ったなぁ。

「ってか、何でお前がそれを知ってるんだ？」

「ミアがこれ見よがしに自慢してきたから」

　玲はひたすらに不機嫌な顔で、俺に対してスマホの画面を見せてくる。

　そこには俺とミアがそれぞれの手でハートを作っているプリクラが表示されていた。

　改めてこういう風に見せられると、心の底から恥ずかしい。

「……ずるい。私も凛太郎とデートしたい」

「いや、その……お前とは何回かしてるだろ？」

「それはそう。でも、もっとしたい」

　ずいっと玲が身を乗り出したことで、顔同士がすぐそこまで接近する。

　出先でいつもと違うシャンプーを使ったからなのか、普段とは少し違う匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

　こんな距離では、意識しないようにしたとしても心臓が跳ねてしまう。

「わ……分かったから。今度はお前のしたいことに付き合うよ」

「ほんと？」

「ああ。また一緒に出かけてもいいし、他にやりたいことがあるならそれでもいいよ」

「じゃあ、文化祭を一緒に回ってほしい」

　文化祭かぁ。

　再び冷静になってきた頭で考える。

「いや……できなくね？」

「どうして？」

「学校の中を二人で行動するなんて、どうぞ勘繰ってくださいって言ってるようなもんじゃねぇか。普通に自殺行為だろ」

　二に階かい堂どうを納得させるために使ったはとこ設定でごり押ししようとしても、親戚同士で文化祭を楽しむってのも何だか不自然だ。

　多くの人間はそれで納得してくれたとしても、一部から疑われるだけで面倒臭くなることは避けられない。

「それは……そう。じゃあまた別のことを考えておく」

「なあ、さらっと言うこと聞かせられる権利が増えてないか？」

「気のせい」

「無理があるだろ……」

　油断も隙もない女め。

（まあ、別にいいか）

　俺はやはり玲のおねだりには逆らえないらしい。

　それにこうして要求してもらえたことで、罪悪感がスッと薄れていった。

　我ながら、自分の頭の中も単純だと言わざるを得ない。

「仕事はしばらくは休みなのか？」

「うん。スケジュールはだいぶ余裕がある。学生は夏休みの課題が辛つらいだろうからって余裕ができた分は全部休暇に充ててもらえた」

「アイドル活動も夏休みか」

「そういうこと」

　つまり今日からはほぼ毎日玲のために飯を作れるわけか。

「んー……せっかく仕事が落ち着いたわけだし、今日はご馳ち走そう作るか」

「いいの？」

「お前が頑張ってるおかげで俺もこうしてこの部屋で暮らしていられるわけだからな。これくらいはお安い御用だ」

　玲が帰ってくることは分かっていたから、食材はちゃんと買ってある。

　これなら多少豪華な飯を作る分には十分だ。

「ちなみに何食べたい？」

「じゃあ、ハンバーグ」

「おっけー。任せろ」

　俺はエプロンを手に取り、少しカッコつけた口調でそう言った。




◇◆◇




　夏休みという学生の安らぎの時間はあっという間に過ぎ去り、新学期がやってきた。

　まだ蒸し暑さの残る中で始業式を終え、そのさらに翌日のこと。

　すでに新学期の授業は始まり、幾人かのクラスメイトがげんなりした表情を浮かべている昼休み。

　俺は相変わらず雪ゆき緒おと机を突き合わせて弁当を食べながら、世間話に花を咲かせていた。

「凛りん太た郎ろう、この前買ったマグカップはちゃんと丁寧にしまってある？」

「当たり前だろ。お前が来た時用にちゃんと綺き麗れいにしまってあるよ」

「それならいいんだ。うん」

　そう言いながら、雪緒はどこか満足げな表情を浮かべる。

　夏休み後半。俺は約束通り雪緒と共にマグカップを買いに行った。

　俺と玲れいが使っていたイルカのキャラクターが描かれた物と同じ系統の物を購入した雪緒が、珍しくはしゃいでいたのをよく覚えている。

「そういえば、ベースの調子どう？」

「ベース？　んー……ベースなぁ」

「あれ？　もしかして調子悪い？」

「いいや、練習自体は毎日欠かさずやってるし、上う手まくはなってる――――と思う。ただ二人と合わせる練習を一度もしてないから何とも言えねぇって言うだけで」

「ああ……僕は楽器に詳しくないけど、人に合わせるって何においても結構難しそうだもんね」

　俺はお世辞にも協調性が高いわけでもないし、技術面だってまだ始めて一ヵ月未満の素人しろうと。

　正直ここ一週間くらいはずっと不安だったし、成長の幅が小さくなってきてどうしていいか分からない時間もしばしばあった。

「今はこんな感じだけど、本番が近づけばスタジオ借りて練習するみたいだし、そこまで思い詰めてはいないけどな」

「へぇ、そうなんだ。僕も凛太郎がベース弾いてるところ楽しみにしてるから、頑張ってね」

「ああ、やれるだけのことはやるよ」

　俺はずっと弦を押さえていたことによって硬くなった指先に触れる。

　家事以外のことにこんなにも熱中していることが、ほんの少しだけ誇らしい。

「ん……そういや今日の午後の授業って何だっけ？」

「文化祭の出し物決めだよ。もう一ヵ月後だからね」

　うちの学校は生徒も多いからか、文化祭自体がかなり大がかりだったりする。

　どのクラスもそれなりに本気を出すし、新入生の中にはこの学校の文化祭を体験して自分もやってみたくて志望したという者もいるくらいだ。

「去年は何やったっけ？」

「忘れちゃったの？　屋台だよ。お祭りのたこ焼き屋とか焼きそば屋で意見が割れたから、逆に全部やっちゃおうってなったじゃん」

「……そういえばそうだったな」

　思い出してきた。

　確か焼きそば、たこ焼き、わたあめ、かき氷の四つの店を教室の中で開いたのだ。

「去年は結構盛況だったけど、今年はどうなるかな」

「まあテーマさえ間違わなきゃ失敗することもないだろ」

「そうだね。うちのクラスも真面目な人が揃そろってるし」

　やっぱり大きなイベントが始まるということで、教室からは若干のソワソワした雰囲気が感じ取れる。

　それだけ楽しみにしている者が多いという証拠だ。




　時間は進み、本日ラストの授業へ。

　俺たちが席について待っていると、担任である春はる川かわ百ゆ合り先生が教室に入ってきた。

　起立から始まる挨拶を終えた俺たちを前にして、春川先生は一つの咳せき払ばらいを挟んだ後に話し始める。

「さて、今年もこの季節がやってきました。待ちに待った文化祭の出し物決めよ！」

「「「おおー！」」」

　一部のテンション高めなクラスメイトたちから歓声が上がる。

　このテンションのまま面倒臭いが先に来るような出し物にならなきゃいいのだが。

「うんうん、やる気はちゃんとあるみたいね。っと、本格的に会議に入ってしまう前に、文化祭実行委員だけ先に決めちゃいましょうか」

「「「……」」」

「こらこら、露骨にテンション下げるのやめてよ」

　まあ、その役職が一番面倒臭いからな。皆のテンションが下がるのもよく理解できる。

　いくら真面目な連中が揃っているとは言え、厄介な仕事を自分から率先して引き受けるのはまた話が違う。

　俺としても、正直出し物が何になろうとも、この実行委員だけ避けることができればそれでいい。

「はぁ……じゃあとりあえず、実行委員をやってもいいよって人ー」

　春川先生がそう俺たちに声をかける。

　ここから始まるのは、クラスメイト同士の探り合い。

　誰かやってほしい、そんな願いのこもった視線が教室内に飛び交う。

「……こうなることは分かってたけど、先生ちょっと悲しいな。まっ！　気持ちは分かるけどね！」

　面倒臭いことは先生のお墨付きということで。

「でもこのままじゃ埒らちが明かないし、次はお決まりの推薦制で行ってみようか。誰か、この人なら任せられるって人いる？」

　さて、始まった。

　文化祭実行委員の推薦など、言い換えれば生いけ贄にえの選定である。

　ここで推薦されてしまうと中々断りにくいことは言うまでもない。

　そしてそれを皆が理解しているから、中々仲間を売ることもしづらい。

　――――と、言う訳で。

　ここでも声が上がらないのは当たり前のことであった。

「……はぁ。去年の皆は結構あっさり決まったんだけどなぁ」

　それは俺たちが文化祭実行委員の過酷さを理解していなかったからである。

　今頃一年生たちはあっさり決まっていることだろう。

　そして意図せず生贄となったその真面目な奴やつが割を食うのだ。

「まあ仕方ないよね。それじゃあ……柿かき原はら君とかどうかな？　私は結構向いてると思うんだけど」

「え、お……俺ですか？」

　皆の視線が柿原に向けられる。

　どうやら今年の生贄は決まったらしい。

「か、柿原なら安心して任せられるな！」

「うん！　適任って感じ！」

「頼れる奴だと前から思ってたんだよ！」

　ここぞとばかりにクラスメイトが声を上げ始める。

　柿原はもう完全にロックオンされた。

　もちろん、断る奴はこの状況に置かれても容赦なく断る。少なくとも俺だったら絶対に断っていた。

　しかし、柿原の性格上――――。

「……わ、分かった！　俺、皆の期待に応えるよ！」

「「「おおー！」」」

　――――こうなる。

　まるで示し合わせたかのような流れで、文化祭実行委員は柿原に決まった。

　しかしこう言っては何だが、適任であることは間違いない。

　誰もが認める優等生でありつつ、部活や委員会に所属していないから何かと掛け持ちすることもない。

　理屈だけで言えば、これほど向いている人間は存在しなかった。

「よし！　じゃあ実行委員は柿原君に決定！　それじゃクラス委員長の二に階かい堂どうさん、今後は柿原君のサポートをよろしくね」

「あ……分かりました」

　二階堂がそう声をかけられた時、視界の端で柿原が小さくガッツポーズするのが見えた。

（なるほど……意外と策士だな、柿原）

　文化祭実行委員はクラスで一人だが、その補佐としてクラス委員がつくことはある種の決まり事となっている。

　ある種という曖昧な言い方になったのは、制度として正式に決まっているわけではないからだ。

　少なくとも春川先生が担当するクラスではそういうシステムになっているというだけである。

　この間クラス委員長は本来の職務よりも文化祭実行委員の補佐を優先しなければならず、必然的に二人の時間が増えることになるはずだ。

　後夜祭ライブの前の下準備としては、最良とも言える状況である。

　実行委員の仕事に対して私利私欲が入ってくることは褒められるべきことではないかもしれないが、俺は大いに構わない。

　自分の恋路のために俺たちの面倒事を一手に引き受けてくれるのだ。

　むしろそれなりの見返りがあるべきだと思う。

「それじゃ後の進行は柿原君と二階堂さんに任せようかな」

「分かりました」

　柿原と二階堂は立ち上がると、春川先生と入れ違いに教卓の前に立つ。

「じゃあさっそく出し物を決めようか。意見がある人は手を挙げてもらっていいかな？」

　こうして議題はスムーズに文化祭での出し物の話へと移っていった。

　柿原が俺たちから意見を聞きつつ、二階堂がそれを黒板に書いていく。

　特に話し合いもしていないのにこの形ができているのは、やはり長い付き合いが故だろうか。

「はいはい！　俺お化け屋敷やりたい！」

「お化け屋敷か、最初の意見としては定番だな」

　一人の男子の意見が黒板に書き加えられる。

　一年生の頃、比較的人気の出し物であるお化け屋敷は学年という権力の下、二年生が担当していた。

　というか、人気どころは軒並み二年生が牛耳っていたと言える。

　これは多少仕方ないことであり、最高学年である三年生が受験で苦しんでいる以上、ノウハウもすでに理解してもっとも自由に動けるのが二年生なのだ。

　こうなると必然的に二年生の要望が一番採用されやすくなる。

「ショーみたいなやつはどうかな？　演劇とか、ダンスショーとか、そういうパフォーマンス系の」

「ショーか……結構大変そうだけど、やり応えはありそうだね」

　一人の女子の意見が黒板に書きこまれ、これで選択肢は二つになった。

「ショーの内容については一旦意見が出切った後にもう一度案をもらうよ。今は他の意見を聞かせてくれ」

「あ……じゃあ喫茶店とかどうかな？　これも定番だと思うけど」

「いいね、喫茶店も去年は二年生が中心だったから、皆鬱憤は溜たまってたんじゃないかな？」

　柿原が冗談めかして言うと、俺たちの間で笑いが起きる。

　ほとんどのクラスメイトに心当たりがあったのだ。

　喫茶店もお化け屋敷に並ぶレベルの人気コンテンツであり、去年は案の定今の三年生によって独占された。

　今年こそはと燃えている者も多いことだろう。

　ちなみに俺は、面倒臭すぎなければ割と何でもいい派だ。

　別にどうしても喫茶店やお化け屋敷がやりたいわけでもないから、今は場の空気に合わせてとりあえず笑っておく。

「この調子で遠慮なく意見を言ってくれ。最初の意見なんていくつあってもいいからさ」

　こういう時の柿原はやはり頼りになる。

　彼の的確な進行の下、意見出しはかなりスムーズに進んでいった。

　そしてそこから多数決によってある程度絞られ、結局は皆が憧れていたであろう喫茶店という案が生き残る。

　まあここまでは妥当と言えるだろう。

「――――うん、じゃあ喫茶店ということで。問題は何の喫茶店かってところなんだけど……梓あずさは何か意見あるか？」

「私？　うーん……和風喫茶とか、かなぁ。女子は着物で男子は甚平みたいな格好で接客してみたら楽しいんじゃない？」

「いいじゃないか！　ひとまず書いておいてくれ」

　柿原のテンションには多少贔ひい屓き目めが入っているだろうが、二階堂の意見自体は悪くない。

　派手な装飾を作る必要もないし、和風で言えば水信玄餅なんかを作れば学内ではまだまだ話題性も確保できるだろう。いわゆる透明な信玄餅であり、お洒落しやれに盛ればＳＮＳ映えしそうだ。実は作り方も意外と簡単だし。

　その後いくつか案が出た結果、最終的に残ったのは「和風喫茶」、「メイド執事喫茶」、「女装喫茶」の三択に絞られた。

　見事に定番どころが残ったと言いたい気持ちはあるが、高校生たる者憧れてしまうのも理解できる。

「意外とスムーズにここまで来れたな。じゃあ後はまた多数決でどのジャンルにするか決めよう」

「柿原ー！　その前にしつもーん！」

　ここから多数決に移るといったタイミングで、一人のお調子者男子が手を挙げる。

「ん？　どうしたんだ？」

「メイド喫茶になったら、乙おと咲さきさんもコスプレすんの？」

　その言葉によって、皆（ほとんどは男子）の目線が玲れいに向けられる。

　それまではほとんど傍観状態だった彼女は、突然話の中心にされたことで困惑した表情を浮かべた。

「え……私？」

「えー!?　乙咲さんのメイド姿みたーい！」

　続く形で、今度は女子の興奮した様子の声が上がる。

　大人気現役アイドルのメイド姿を間近で見ることができるなんて、めったに経験できることじゃない。

　ファンからすれば一生モノの思い出になる。

「……初日は一般の人も来るからできないと思うけど、二日目だったら大丈夫だと思う」

「「「おおー！」」」

　今日何度この歓声を聞いたことだろう。

　あまりにクラスメイトの勢いが良すぎて、さすがの玲も困惑している様子が見られた。

「あー、今の流れで先に言わせてもらうけど、乙咲さんが文化祭に参加するのは二日目だけだから。初日は一般の方が入れちゃうし、何か騒ぎが起きてもまずいからね」

「分かってます、先生」

　春はる川かわ先生の言葉に、皆が納得する。

　うちの学校の文化祭は二日間に渡って行われ、初日が学校関係者以外の人間でも出入りすることができる日。そして二日目が生徒たちだけで楽しむことのできる日という形で構成されている。

　一般人が出入りできる状態で玲が接客していたり出歩いたりしていれば、文化祭どころではなくなるのはまず間違いない。

　やはり有名になるのはいいことばかりではないというのを思い知る典型的な機会である。

「ははは……この流れじゃどれが選ばれるかは決まったような物だけど、一応多数決を取ろうか」

　どこか呆あきれた様子で柿原が挙手を求めれば、クラスの八割がメイド執事喫茶に手を挙げた。

　この流れに従い、俺も控えめにメイド執事喫茶に手を挙げる。

　別にどれになってもいいのなら、人が多い案に手を挙げておくのが無難だ。

　他意はないよ。

　――――ないよ？

「じゃあ早速だけど、メニューとか仕事の配分も何となく決めてしまおうか。何か案がある人は？」

　柿かき原はらの問いかけに答えるべく、何人かの手が挙がる。

　その全員が喫茶店に対して最初から意見を出していた者たちであり、やりたいと言い出したなりの案をいくつか出していった。

　紅茶、コーヒー、コーラやオレンジ等のジュース類。

　飲み物が大体出で揃そろった辺りで、問題は食べ物の方へと移っていく。

「飲み物の案はこんなものかな。じゃあ軽食についてだけど……」

「柿原君、食べ物のことなら志し藤どう君を頼ってみたらいいんじゃないかな？」

「え、凛りん太た郎ろうを？」

　突然二階堂が名前を出したことで、クラス中の視線が俺に集まる。

　本当にあまりにも突然過ぎて、俺は動揺が隠せない。

「お……俺？」

「うん。この前の調理実習の時はすごく手際がよかったし、何か作るって話になったら頼れるかなって」

「あ、ああ……そういうこと」

　同じ班で調理していた柿原、野の木ぎ、堂どう本もとはどこか納得したような表情を浮かべている。

　そして玲が皆に気づかれないように小さく何度も頷うなずいているのを見て、俺は小さくため息を吐ついた。

「今はパッと思いつかないけど、さっき和風喫茶になるなら提案しようと思っていたメニューがあるよ。水信玄餅っていう透明なお菓子なんだけど……」

「透明？　どういうことだ？」

「クールアガーっていうゼリーの素もとを使うんだけど、そんなに難しくないし、意外とあっさりできると思う」

「へぇ、いいじゃないか！　とりあえず案として受け取っていいか？」

「ああ、こんなのでいいなら」

　俺の提案した水信玄餅という文字が、黒板に書き加えられる。

　マジで適当な提案だったが、誰からも反対されることもなくて安心した。

　何だかこうしてクラスメイトの前で頼りにされると、いつも以上に照れ臭い。

　しかし、悪い気分でもなかった。

「この調子でどんどん皆も意見を出してくれ。この文化祭が高校生活の中で一番はしゃげるイベントと言っても過言じゃないんだ。後悔しないように頑張ろう」

　柿原の言葉で、どんどんクラスがまとまっていくのが感じられる。

　恋するあまりポンコツな印象が強くなってしまった柿原だったが、やはり先頭に立つ時はさすがのカリスマ性と言わざるを得ない。

　だから二に階かい堂どう、どうか俺ではなく隣にいるそいつを見てやってくれないだろうか？　頼むから。
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「なあ、本当にコスプレするのか？」

「え？」

　文化祭の出し物が決まった日の夜、俺は洗い物をしながら、ソファーに腰掛ける玲へと問いかけた。

　何な故ぜそんなことを聞かれるのか分からないと言った表情を浮かべた彼女は、食後のデザートであるバニラアイスを食べる手を止めて視線をこちらに向ける。

「いや……マジでコスプレすんのかなぁって思って……」

「うん。私のせいで皆に迷惑かけちゃうところもあると思うし、せめて求められるなら応えたいと思うから」

「……そうか」

　初日参加できないことや、普段から仕事のせいで行事に参加できないことが多いという立場に、玲なりの罪悪感を抱いているのだろう。

　だけど、それでも――――。

（なーんかモヤモヤするんだよなぁ……）

　気づいたらずっと同じ皿を洗い続けていたことに気づき、俺は複雑な気持ちになりながらこれでもかと付着した泡を水で流す。

「凛太郎」

「何だよ……」

「もしかして、私にコスプレしてほしくない？」

　思わず肩が跳ねた。

　心のどこかでそんなはずはないと思っていた部分を突かれ、自分でも驚くレベルの動揺をしてしまったらしい。

（俺は本当に玲にコスプレしてほしくないのか……？）

　一度深呼吸をしてから、冷静に考えてみる。

　コスプレ自体は別に好きにすればいいと思う。うん、これは本心だ。

　そもそも他人がどんな格好をしようが俺には関係ないのだから、そもそも嫌がる必要がないわけで。

　じゃあ、どうしてモヤモヤするのか。

「……分かんねぇ」

「分からないの？」

「人のやることにとやかく言おうと思ったことなんてなかったんだけどな……」

　手についた泡も洗い流し、最後の皿を他の食器と同じように水切り用のかごの中に並べる。

　冷凍庫に入っている自分用のバニラアイスを手に取ってから、俺も玲と同じようにソファーに腰掛けた。

「悪いな、何か小言言ったみたいになって」

「ううん、別にいい。むしろ嬉うれしいから」

「え、何で？」

「それよりも、アイス溶けるよ？」

　どこか嬉しそうな玲の態度に疑問を抱きつつ、俺は手元のカップに入ったアイスに目を落とす。

　確かに端の方が柔らかくなり、すでに俺の体温で溶け始めていることは明らかだった。

「……それもそうだな」

　スプーンで柔らかくなった部分を削そぐようにしてすくって口に運べば、少し高いアイス特有の滑らかさが舌の上でじんわりと溶けていく。

　このアイスは夏休み後半に優ゆ月づき先生のところでバイトした際に差し入れを分けてもらったものだが、今度は自分の金で買いたいと思うくらいにはいいものだ。

　これのおかげで、少しは俺の気も紛れる。

「そう言えば、男子も執事服着るんだよね？」

「ん？　ああ、そういう話だったな」

　柿原やら堂本が着ればそれなりに様になるだろうし、元々の女子人気も考えると集客面にも影響が出ることだろう。

　雪ゆき緒おの執事姿も人気が出そうだ。あいつもあいつで女子人気はかなり高い。

「凛太郎も着るの？」

「ああ。初日と二日目で料理係とホールは入れ代わるらしいし、必ず一回は着る仕組みになってるはずだけど」

「そっか」

　何だか不思議な会話だ。

　そんな風に思っていると、玲れいはアイスのカップを空にしてから、俺の方に向き直る。

「ねぇ、凛太郎は私のメイド姿、見たい？」

「は、はぁ!?」

　驚きのあまりアイスを取り落としそうになる。

　何とか手の中で体勢を立て直せば、ちょうど素朴な疑問を口にした子供のようにパチパチと瞬まばたきをする彼女と目が合った。

「私は見たい。凛太郎の執事姿。きっとカッコいいから」

「……そりゃ期待し過ぎだろ。絶対大したことないぞ」

「ううん、絶対そんなことはない」

　まあそりゃ普段そこまで丁寧に身だしなみを整えたりはしないから、新鮮味はあるかもしれないが――――。

「でも、その執事姿を他の人にはあんまり見てほしくない。無理なことは分かってるけど、せめて最初に見るのは私がいい。これは水着の時と一緒」

「お、おお……相変わらず物好きだなぁ」

「凛太郎は？」

「え？」

「凛太郎は私のメイド姿、見たい？」

「いやまあ……見てみたいとは思うけど」




　あ――――。




　思わず小さく声を漏らした。

　そんな俺の様子を見て、玲は微笑ほほえむ。

　俺は今、彼女にさっきまで抱えていたモヤモヤの正体を暴かれたのだ。

　それは不覚にも玲が俺に向ける感情と同じモノで……。

「ちょ、ちょっと買い出しに行ってくる……」

「こんな時間に？」

「明日の弁当用の食材が足りないんだ。い、今行かないと朝じゃ間に合わないからな」

「……それは仕方ない。お弁当は大事」

　弁当と聞いてあっさりと信じた玲を置いて、ソファーから立つ。

　そして財布とスマホ、それに家の鍵だけを持って、サンダルを履いて外に出た。

「……焦ったぁ」

　マンションの前にある花壇に腰掛け、息を吐いて項うな垂だれる。

　何度も言っている気がするが、これまでの人生で俺をここまで動揺させるのは乙おと咲さき玲だけかもしれない。

　彼女といる時間は心地よいのに、ふとした拍子に落ち着きがどこかに吹き飛んでしまう。

　ただそれだけのことでこうして逃げ出してしまうのは我ながらダサいと言わざるを得ないが。

　……妙に熱くなった頰を冷やすべく、俺は空を見上げる。

「――――何してんの？　あんた」

　その時、見知った赤い髪の女と目が合った。

「うおっ!?」

「なーに大おお袈げ裟さに驚いてんのよ。それとも……急にこんな美少女が現れて動揺しちゃったのかしら!?」

「ふぅ、驚かすなよ、カノン」

「あれー!?　声小さかったかしら!?　まさかスルーされるとは思ってなかったんだけど!?」

「別にスルーしてねぇだろ。ちゃんとこうして目合わせて話してんじゃねぇか」

「あんたの耳が都合よすぎる！」

　相変わらず夜道に対してはうるさいカノンの声を聞いて、思わず笑ってしまう。

　仕事用の鞄かばんに、顔を見えにくくするための帽子。
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　どう見ても仕事帰りだ。

　そう思って顔を見れば、いつもより心なしか疲れているようにも見える。

「仕事終わりか？　ご苦労さん」

「どーも。まああたしにとってはシングル曲のＭＶ撮影なんて朝飯前だけどね」

「……の割には疲れてそうだけど」

「……そうね。今日は爆睡できるなーって確信するくらいには疲れてるかしら」

「そりゃ相当疲れてんなぁ」

　こういう時こそ俺の出番だ。

「んじゃとっておきの物があるから、俺の部屋に――――あ」

「ん？　何よ、その『まずい！』みたいな顔」

「いや……そう言えば俺の部屋に玲を残したまんまだなーと……」

「喧けん嘩かでもしたわけ？　あんたがこうして外にいるのも珍しいし」

「喧嘩でもなく……その、ちょっと気まずいっていうか、照れ臭いっていうか」

　思わずか細くなってしまった俺の言葉を聞いて、カノンは大袈裟にため息を吐つく。

「はぁ、どうせまたレイの何気ない一言であんたのペースが乱されてるだけでしょ？」

　エスパーかよ、こいつ。

　俺が分かりやすく黙ったことでカノンも確信したのか、もう一度大きくため息を吐いた。

　まさかこいつに呆あきれられるなんて――――かなり悔しいぞ？

「そんなのいつものことなんだから、あんたが気にするだけ無駄でしょ。アイドルと絡んでるからって浮つかれても困るんだからね！」

「あ、ああ……分かってるよ」

　そう、だよな。

　変に浮かれてるから、変に期待して、そんで変に動揺するんだ。

　――――うむ、何だかんだ冷静になってきたな。

　ようやく志し藤どう凛りん太た郎ろうが地面に足をつけて立ち直った気がする。

「ありがとな、カノン。頭冷えたわ」

「……そ、ならいいわ」

　カノンは腕を組み、どこか安心したような笑みを浮かべる。

　その安心がどんな意味を含んでいるのかは、俺には分からない。

　ただ、彼女の意志に反して滲にじみ出てしまったものだということは分かる。

　……だから俺は、気づかなかったことにするのだ。

「それじゃあんたの言うとっておきの物を見せてもらおうじゃないの」

「おう。多分損はさせないぞ」

　俺はズボンについた僅かな砂を払い、立ち上がった。







　カノンと共に俺の部屋まで戻れば、リビングに残っていた玲が驚いた様子で俺たちを見る。

「ん、どうしてカノンが凛太郎と一緒にいるの？」

「エントランスで鉢合わせてな。疲れてる様子だから、少し前から用意しておいたとっておきを振舞ってやろうと思って」

「とっておき？」

「本当は明日まで取っておくつもりだったんだが……」

　俺はカノンをソファーに座るよう促しつつ、冷蔵庫を開ける。

「とっておきって何だろう。カノン聞いてる？」

「あたしもさっき合流したばっかだから、何も聞いてないわよ。でもニュアンス的には、疲れが取れる何かってことみたいだけど……」

「そう……」

　二人の会話を聞きながら、俺は冷蔵庫から黄金色の液体が詰まった瓶を取り出す。

　中には黄色い皮のついた果実を薄切りにしたものが漬けられており、見栄えはとても美しい。

「こいつが俺のとっておき。レモンの蜂蜜漬けだ」

「「おー……」」

　二人の感嘆の声が重なる。

　目の前のテーブルに置いてやれば、二人ともまじまじと瓶の中身を眺め始めた。

「本当は明日まで漬けておくつもりだったんだが、時間的にはもう十分だと思ってな。それに味も見てみたかったから、ちょっと二人で実験台になってくれよ」

「実験台ってあんたねぇ……まあ、あんたの作った物なら構わないけど」

　言葉自体はあまり素直ではないカノンだが、嫌というわけではなさそうだ。

　むしろ好奇心に駆られているようにも見える。

「ん、私も大歓迎。この時点でもう美お味いしそう」

「思ったよりも綺き麗れいな見た目で俺も驚いたんだよな。うし、まずは食ってみるか」

　二人に取り皿を配ると、それぞれ瓶から一切れずつレモンの輪切りを摘つまむ。

　そしてほぼ同時に口に含み、ほぼ同時に目を見開いた。

「お……お、美味しすぎる！」

「美味しい……！」

　カノンと玲の感想に、俺は無言ながら頷うなずいた。

　レモン単体で食べるとやはり酸味と皮の苦みが辛つらいという印象が強かったが、それを蜂蜜の甘さが完璧にカバーしている。

　そして甘いながらもレモン特有の清涼感というか、すっきりする感じが癖になりそうだ。

　――――ちなみに。

　今回漬けたレモンはすべて国産の物を使っている。

　少し値は張ってしまうが、わざわざ国産を用意したのにはちゃんと理由があった。

　まず皮に農薬などが付着している可能性が低い。

　海外から輸入している物は長めに保存しなければならない都合上、腐らせないための対策がなされている。

　しかしそうして薬が付着したレモンをそのまま漬けるのは、正直不安だった。

　故にそのまま漬けることのできる国産のレモンに拘こだわってみたのである。

　さらにちなんだ話になってしまうが、国産を手に入れることが難しい場合は、表面の黄色い皮をピーラー等で剝むけば海外のレモンも問題なく使えるはずだ。

　手間は増えるが、皮に含まれる綿のような苦い部分を少し削そぐこともできるし、漬けやすくもなると思う。

　――――とまあ、雑学はこのくらいにして。

　俺は立ち上がり、キッチンへと向かう。

　そしてグラスを三つ取り出し、それぞれに氷を半分ほど入れた。

　氷入りのグラスをテーブルに運んだ後、冷蔵庫で冷やしておいた炭酸水を二人の前に持っていく。

「氷で半分埋めたグラスに、蜜をスプーン二杯。そんで上から炭酸水を入れて……ここに漬けてあるレモンを載せて……っと。ほい、レモンはちみつスカッシュの完成だ」

「「おー！」」

　玲れいとカノンの興奮度も上がってきたようで、きらきらした目がグラスに向けられていた。

　同じ要領でもう二つ用意すれば、三人分のレモンスカッシュが完成する。

「本当はもっと夏本番って時に作れたらよかったんだが、純粋に忘れててな……って、そんな話はいいか。とりあえず飲んでみようぜ」

　三人揃そろって喉を鳴らしてレモンスカッシュを飲む。

　鼻から抜けるレモンの香りに、舌に優しい蜂蜜の甘さ、そして炭酸の爽快感が気持ちよく入り混じり、俺を驚かせた。

「美う味まい……！」

「「おかわり！」」

「いや、速はえぇわ」

　帰宅したばかりのカノンはともかくとして、さっきまで色々食ったり飲んだりしてた玲がおかわりを欲しがるのはいささかキャパがおかしいような気がする。

　ぶっちゃけ今更だが。

「仕方ねぇな……」

　などと言いつつも、自分が手間をかけて漬けた物を美味いと言ってもらえるのはやはり嬉うれしい。

　呆れたような笑みを浮かべながら、俺は今一度レモンスカッシュを作る。

「あ、とりあえずデフォルトで作ったけど、アレンジしたかったら瓶の中身使っていいぞ。少し味を濃くしてみたり、逆に炭酸を足して強くしてみたり」

「じゃああたしは小さじ一杯足してみようかしらっ！」

　彼女に蜜を入れるようのスプーンを渡した後、俺は驚く。

　意気揚々と蜜を足すカノンの隣で、最初とまったく変わらない勢いのままレモンスカッシュを飲み干す玲の姿があったからだ。

　マジでこいつの胃袋はどうなってるんだ？　広すぎやしないだろうか。

「……けぷっ」

「ちょ、ちょっと!?　普通アイドルがゲップなんてする!?　自覚を持ちなさいよ！　自覚を！」

「ごめん。気が抜けた」

「そうよねー炭酸と同じで抜けちゃうわよねー……って上う手まいこと言ったつもり!?」

「それはカノンの拡大解釈。滑ったのはカノン」

「別に笑わせようと思ってないわよ！」

　どこまでも「むきー！」という声が似合う女だ。

「りんたろーだって目の前でゲップするような女は嫌よね!?」

「え？……いや、別に女だってゲップするし屁へだってこくだろ。一々気にしねぇよ」

「馬鹿！　アイドルはゲップなんてしないし！　トイレにだって行かないのよ！」

「いつの時代の話してる？」

　一昔前の厄介なファンみたいなことを言い出したカノンを前にして、俺は思わず苦笑いを浮かべる。

　プロ意識が高いことはさすがと言わざるを得ないが、こんな場でくらい気を抜いてもいいんじゃなかろうか？

　まあそれは俺が言うことではないけれど。

「ともかく！　レイはもう少ししっかりしなさい！　あんたは神秘的な美しさを売りにしてるんだから、ゲップなんてしたら一気にファンが離れるわよ！」

「……それはそうかもしれない。気を付ける」

「ならよし！」

　まるで大御所のように頷いたカノンは、気が済んだのかようやく新しく作り直したレモンスカッシュに口をつける。

　やはり仕事の面では彼女が一番しっかりしていると言えるだろう。

　普段は騒がしくいじられキャラなカノンだが、ミルスタの中で一番尊敬できる人間はと聞かれれば彼女の名前を挙げるかもしれない。

「あ、そう言えばりんたろー。あんた最近楽器練習してるんだって？」

「ん？　ああ、文化祭でちょっと協力することになってな。スリーピースバンドのベースを担当することになった」

「ふーん……」

「それがどうかしたか？」

「いや、あんたさえよければなんだけど、あたしらともちょっとやってみない？」

「やってみないって……バンドをか？」

「そう言ってるのよ」

　カノンはチラリと玲に視線を送り、彼女の頭をわしゃわしゃと撫なで上げる。

「あう……」

「前に趣味の範はん疇ちゆうでやってみようってミアとあたしの間でなったんだけど、この子が乗り気じゃなくてね」

「だって……楽器弾くより歌う方が好きだから」

「まあそれ自体は別にいいのよ。別にあたしたちも強要したいわけじゃなかったし。この話自体はレイがベースをやらないって言った時点でお流れになったんだけど、あんたがベースをやってくれればこの子は歌うだけで済むから、また挑戦できるんじゃないかって思って」

　そう言いながら、カノンはどことなく期待したような視線を俺に向けてきた。

「……今の話からすると、お前とミアは楽器経験者なのか？」

「人前で演奏したことはないけどね。あたしはギターが好きだから一人で練習してたし、ミアは一時期ストレス発散目的でドラム叩たたいてたのよ」

　多少なりとも意外に思ってしまうが、不思議なことでもない。

　確かにドラムの音は気持ちがいいし、上手く叩ければ叩けるほど爽快感を覚えられるのは想像できる。

「玲はいいのか？」

「うん。皆でそういうことするの、ちょっと楽しそうだから」

　どうやら玲の方も乗り気ではあるようだ。

「今月はあんたらの文化祭の都合であたしらも結構休みもらえてるし、協力してくれるならりんたろーが練習してる曲で合わせられるように覚えてくるわ。どう？　悪い条件じゃないと思うけど」

「……だな。俺の方から断る理由はない」

「じゃあ決まりね。ミアの方にも伝えておくわ」

　カノンは心底嬉しそうな表情を浮かべ、早速スマホを取り出してラインをいじり始める。

　国民的アイドル三人と組むバンド、か。

　最近になって、素直にこの状況を楽しめる自分が出来上がってきている気がする。

　それがいいことなのか悪いことなのかは、まだ分からない。
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「おーい、そっち持ってー」

　クラスメイトの女子が周りに呼びかける声が教室に響く。

　新学期も始まり文化祭での出し物も決まってから、すでに十日以上が経過した。

　最近ではほとんど毎日こうして放課後教室に集まり、文化祭の準備をしている。

　さすがに部活までなくなるわけではないため参加できない者もちらほら見られるが、部活の顧問次第では直前一週間の部活を休みにするくらいには独特の協力体制が出来上がっていた。

　皆が積極的に動き回る中、俺は床に座り込んでひたすら絵の具を吸わせた筆を動かす。

　そうして色を塗っているのは、教室内で使う装飾用の看板だ。

「さすがは漫画家アシスタント。塗るのも手際がいいね」

「はっ、むしろベタ塗りばっかさせてもらってるから、こういう方が得意なんだよ」

　雪ゆき緒おに看板自体を支えてもらいながら、はみ出さないように綺き麗れいに塗っていく。

　俺は割とこういう作業が好きだ。

　淡々と進める作業は結果が分かりやすいし、やっていて飽きない。

「それにしても……忙しそうだよね、彼」

「うん？　ああ、まあ実行委員だしな」

　ちらりと廊下に視線を向ければ、別のクラスの人間や上級生と何やら話し合っている柿かき原はらの姿が目に映った。

　奴やつが本当に優秀な人間だからこそ、周りの人間は頼るべく近づいてくる。

　故に二年生でありながら、柿原は常に話の中心にいるようだ。

　三年生すら意見を聞いてくるのだから、その手腕は相当なものなのだろう。

　柿原は数人に指示を出した後、持っていた書類のような物を抱えて早歩きで去っていく。

　忙しい時まで廊下は走らないという規則を守るなんて、俺からすれば律儀すぎると言わざるを得ない。

「優秀すぎるってのも考え物だな」

「だね。最近になってから結構疲れたような顔をしてるし、正直心配だよ」

　周りの人間はあまり気づいていないように思えるが、やはり柿原の顔には疲れの色が見える。

　できれば負担を減らしてやりたいと思って何かできないかと協力を申し出ても、柿原自身は「大丈夫」の一点張り。

　文化祭実行委員の仕事がよく分からない以上、勝手に口や手を出すわけにもいかず。

　完全にキャパシティを越える前に何とかできたらいいのだが――――。

「二に階かい堂どうさんもいるし、多分大事には至らねぇだろ。とりあえず俺たちは俺たちの仕事をしようぜ」

「……そうだね」

　その後も、俺たちは黙々と看板作りに精を出すことにした。

　そうしているうちに何だかんだで一時間ほど経過した時のこと。

「だから俺たちにだってやらなきゃいけないことがあるって言っただろ!?」

「そう言って言い訳して一つも手伝わないなんてずるいって言ってるの！」

　廊下の方から怒声が響いてくる。

　教室内が一気に静まり返り、何事かと廊下に数名が顔を出した。

　さすがに俺も雪緒も気になったため、控えめに廊下を覗のぞき込む。

　すると男子数名、女子数名に分かれて睨にらみ合う別クラスの連中が視界に入った。

「ああ、青春だね」

「ああ、青春だな」

　俺たちは他ひ人と事ごとだと思って吞のん気きに彼らの様子を見る。

　先頭に立つ女子はおそらく文化祭実行委員。持っている書類がさっき柿原が持っていた物と同じ物だ。

　そして彼女と言い合う男子は、確か野球部の二年生エース。

　夏で三年生が引退し、今はキャプテンになったとか何とか。

　さっきの声とそれぞれの立場を照らし合わせれば、彼らの揉もめている原因はすぐに分かる。

　文化祭の準備を急せかす実行委員女子と、新チームになった野球部を姿勢によって引っ張っていきたいキャプテン。

　実行委員の方は文化祭準備をもっと手伝ってもらいたいが、野球部の方は新チームとしてもっと練習していきたいのだろう。

　野球部は今夏の大会でだいぶ惜しいところで負けてしまったらしいし、来年に向けた熱量が燃え上がっているに違いない。

　どちらの立場も理解できなくはないが……。

「お前たち！　何をしてるんだ！」

　対立の場に柿原が戻ってきて声を上げる。

　彼は二人の間に割り込むと、ある程度の距離を取らせた。

「何で喧けん嘩かなんてしてるんだ!?」

「「だってこいつが……」」

　二人からすれば悪いのは相手。まあ当然か。

　何となく事情を察した柿原は奥歯を嚙かみ締めた後、息を吐く。

「はぁ……野球部としてはもっと部活がやりたくて、クラスとしてはもっと準備に時間を割いてほしい。そういうことだな？」

　柿原の問いかけに、それぞれが頷うなずく。

「お互い立場ってものがあるのは分かるよな？」

「「……」」

「けど、妥協しなきゃいけないところがあることも分かるよな？」

　二人は黙ったまま柿原の話を聞いている。

　それぞれに必要だったことは、冷静になる時間だ。

　別に互いに嫌い同士ってわけじゃない。

　できれば強い言葉なんて使いたくない。そのはずなんだ。

「相手の立場になって、一度考えてみてくれ」

　二人は気まずそうに目を合わせる。

　そしてお互いに何かを理解したようだ。

「……ごめんなさい。部活だって大事だよね。ずっと〝部活なんて〟後回しにしてほしいって思ってたけど、それだけ頑張ってるってことだもんね」

「こっちこそ……その、悪かった。実行委員としては文化祭を成功させたいもんな。考えていることは一緒だった」

　文化祭を成功させたい実行委員と、来年こそは部を勝ち上がらせるために部員を引っ張って行かなければならない野球部キャプテン。

　確かに率いる立場としては同じだ。

「明日から練習時間を少し減らすよ。重い物を運ぶ時とか、そういう時は遠慮なく頼んでほしい」

「……分かった。そうさせてもらうね！」

　廊下にあった張り詰めていた空気が和らぐ。

　柿原がホッと胸を撫なで下ろしたところで、事が無事解決したということが理解できた。

「ありがとうな、柿原。ちょっと自分のことだけに夢中になり過ぎてたみたいだ」

「和解できたみたいでよかったよ。じゃあ俺は行くから……」

　そう告げて、柿原はまた忙しそうに早歩きでこの場を去る。

　いつの間にか野次馬たちも普段通りの作業に戻っており、何事もなかったかのように時間が流れ始めた。

「おお、やっぱりすごいね、柿原君」

　雪緒の言葉に、俺は頷いた。

　カリスマとでも言うべきなんだろうか。あいつの言葉は多くの人間に届きやすい感じがする。

　一々説得力があるというか何というか。

（あんなのモテないわけがないんだよなぁ……）

　優秀であるが故に、今でさえ去っていく彼の背中に温度の高い視線を送っている女子がいる。

　そう、モテないわけがないのだ。

　なのに、それなのに――――。

「あ、志し藤どう君！　柿原君見なかった？」

「……ああ、二階堂さん。祐ゆう介すけ君なら向こうへ歩いて行ったけど」

「そっか、ありがとう」

　どうしてこの人はあいつの活躍ポイントをことごとく見逃すのだろうか。

　もはや逆にすごい。

　この女一人で、あのすべてを持って生まれたような柿原祐介という男を不ふ憫びんキャラにできるのだから。







　柿原の後を追うようにして教室から去っていく二階堂を見送った後、俺と雪緒は看板作りに戻った。

　何だかんだ集中して一時間ほど経過した時、他の所で作業していた女子が教室にいる人間に呼びかける。

「ごめーん！　ダンボール捨てに行ってくれる人いない？」

　見た所、物を運ぶのに使ったり、装飾に使ったダンボールの切れ端が教室の隅に追いやられる形で積まれてしまっていた。

　確かにあれではさすがに邪魔になる。

「……あれ、凛りん太た郎ろう行ってくるの？」

「ああ。ちょっと体が凝ってきた感じがするから、気分転換に行ってくる」

「オッケー。じゃあ僕は続きやってるね」

「おう、頼むわ。代わりと言っちゃなんだけど、帰り際に飲み物買ってきてやるよ」

「おっ、じゃあ炭酸系の何かをお願いするよ」

「あいよ」

　俺は立ち上がり、呼びかけていた女子の下に近寄る。

「俺が捨ててくるよ。校舎裏でいいんだよね？」

「あっ、助かるよ志藤君！　そうそう、校舎裏に捨てる場所があるから、そこにお願い。周りのクラスが捨てた物もあるだろうから、場所は分かりやすいと思うよ」

「分かった」

　俺は積み重なったダンボールをガムテープである程度一ひと括くくりにして持ち上げる。

　いくらダンボールとは言え、これだけ集まると割と重い。

　それにかなりかさばるため、女子が運ぶ分には少々大変だろう。

「よっこいしょっと……」

　担ぐように肩に載せた後、俺は校舎裏へと向かう。

　彼女の言った通り、確かに他のクラスが捨てたゴミが積まれている場所があった。

　分かりやすくてありがたい。

　ゴミ山に放り投げるようにしてダンボールを捨てた後、俺は手を払って踵きびすを返す。

　しかし振り返った先で見知った顔を見つけてしまい、俺は思わず足を止めた。

「乙おと咲さき、お前やっぱり男と付き合っちゃいけないって事務所から言われてんの？」

「え？……はっきりそう言われているわけではないけど」

　そこには校舎の壁を背にしている玲れいと、その前に立つ背の高い金髪の男の姿があった。

　確か彼はＢ組の金きん城じようとか何とかいう男だった気がする。

　金城を具体的な言葉で表すとしたら、ガラが悪い。

　同じような連中でつるみ、自分たちがいかにもイケてる連中ですよーとでも言いたげな態度ではしゃぎ、喚わめく。

　口癖は〝マジやばくね？〟。

　……すまん、これは偏見。

　正直口癖を知るほど近づいたことはない。しかしどんな人間かはこれで分かってもらえたと思う。

　噂うわさでしかないが、つるんでいる仲間は素行の悪い不良ばかりだとか。

　そう言う点からも、あまりいい印象はない。

　――――そしてこれはどうでもいいことだが、金髪が二人並ぶとちょっと眩まぶしい。

　玲の髪色の方が綺き麗れいだが。

　ともあれ、向こうは俺に気づいていないようだ。

　今のうちに後ろを抜けてしまおう。

「なあ、じゃあこっそりオレと付き合わねぇ？」

　その言葉が聞こえた瞬間、俺は思わず積まれたゴミ山に隠れてしまった。

　あの馬鹿は急に何を言い出すのだ。

（そして俺は何で隠れちまったんだ……！）

　この状況。さっさといなくなった方が存外マシな展開になったはずなのに、残ってしまったせいで動くに動けなくなってしまっている。

　誰が好き好んで人の告白シーンに同席などしたいものか。

　それにまさかあいつのだなんて――――。

「ほら、オレ最近モデルになったじゃん？　もう芸能人のアドレスとかいくつも手に入れたわけよ。これ出世街道まっしぐらじゃね？　オレと付き合っておけば将来的には絶対得だと思うぜ」

「……」

　モデルになったじゃん？　とは言うが、全く知らなかったなぁ。

　本当なら確かにすごいことだけれども。

　まあ外見は悪くないし、ありえないこともないだろう。

「文化祭も一緒に回ろうぜ。もうこの際バレたって大丈夫だろ？　相手がオレなら世間も納得するって」

「話は分かったけど、ごめんなさい。あなたとは付き合えない」

「……は？　何、お前」

　金城の眉間に深い皺しわが寄る。

「お前さ、ちょっと調子乗ってるんじゃねぇか？　アイドルっつってもただの女だろ？　大人しくオレについて来いって」

「何度も言うけど、ごめんなさい。あなたとは付き合えないし、付き合いたいとも思わない」

「……マジで言ってる？」

　玲は金城の言葉にノータイムで頷く。

　押しても無駄とでも言いたげなその態度を前にして、彼は舌打ちを吐いた。

「チッ……ぜってぇ後悔させてやるよ」

　何とも小物臭のする捨て台詞ぜりふだ。

　とりあえずは大事にはならなかったため、俺は胸を撫で下ろす。

　最悪飛び出していかなければならないと思っていたから、何事もなかったことがただありがたい。

　そう思っているはずなのに、この安心感はそれとはまた別な気がしてしまう。

　……ともかく、いつまでもこうしているわけにはいかない。

　ゴミ山の陰から出れば、人の気配に気づいた玲が視線を向けてきた。

「凛太郎、何でそんな所にいるの？」

「ゴミを捨てに来たら急に目の前で告白劇が始まってな。出るに出られなかったんだよ」

「それはごめん」

「謝る必要はねぇよ。……金城がお前を呼び出したのか？」

「うん。話があるって言われてついてきたら、突然付き合えって言われた」

　淡々と語る玲に、動揺は見られない。

　何というか、酷ひどく慣れてしまっている印象だ。

「アイドルになってからもこういうのってあるもんなんだな」

「そんなに多くはないけど、なくなったわけじゃない。思い出作りのためになんて言う人もいるし、さっきみたいに謎の自信を持った人もいる。正直、ちょっと迷惑」

　トキメキとかそう言った感情は一切見えず、玲はどこか疲れたような表情を浮かべている。

「……ま、お前が変な男に引っかからなくてよかったよ。じゃないと俺が必死にお前らの夢のために我慢している意味がなくなっちまうからな」

「どういう意味？」

「え？　どういう意味って……」

　――――どういう意味だろうか。

　首を傾かしげ、俺は自分の発言を思い返す。

　俺は何かを我慢しているのだろうか。

　気づかないように、気づかないようにと溜ため込んできたタンクに小さなヒビが入り、中の〝何か〟が漏れ出して来るような、そんな感覚がする。

　この感情を放置してはいけない。

　ただ一つそんな予感に苛さいなまれた俺は、頭を振って意識を逸そらした。

「皆まだ準備してるだろうし、俺たちも戻ろうぜ。サボりって思われたら面倒臭いし」

「……うん、分かった」

　玲は薄く笑みを浮かべると、俺の横に並んで歩き出す。

「そう言えば、凛太郎は告白されたことってあるの？」

「あ？　んー……ないっちゃないし、あるっちゃある、かな」

「どういうこと？」

「幼稚園での告白を含めれば一回。それ以外ではゼロって感じだ」

　さすがに五歳やら六歳やらの告白を誇らしく話せないというか、間違いなく大切な人の感情であることは確かなんだけれども、高校生になってから抱く感情とは別物だと俺は思うのだ。

　だから正確な数には入れていない。

　まあ何が言いたいかと言えば、決して蔑ないがしろにしているわけではないということだ。

「幼稚園に入った時に、えらく俺に懐いてくれた女の子がいてな。年長の時に結婚してほしいって言われたよ」

「それで、どうしたの？」

「ん？　あー……できるわけないってことは理解してたから、恋人ならいいよって言った気がするなぁ。それから卒園して、そこからはもう別々の学校だ。もう十年以上会ってないことになるな」

　子供ならではの可愛かわいい恋愛とでも言えばいいだろうか。

　おぼろげな当時のことを思い出して、少しだけ心が温かくなる。

「確か名前はゆず――――って、なんつー顔してんだよ」

「……別に」

　ふと玲へと視線を向ければ、彼女は珍しく頰を膨らませて不機嫌さを露あらわにしている。

　初めて会った時に俺とカノンがじゃれていたのを嫉妬の目で見ていた時より、今の表情の方が不機嫌さが顕著に感じられた。

　しかしその顔すら可愛いという魅力を孕はらんでしまうのだから、何だか微笑ほほえましくなってしまう。

「つまらなかったか？　この話」

「あんまり聞きたい話じゃなかったことは確か」

「そっか。んじゃまた忘れておく」

「……噓うそ。こんな話で嫌がるほど子供じゃない」

「そうかい。じゃあそういうことにしておくわ」

　俺としても、この話をここで打ち切れたのは助かった。







[image: ]







　これ以上深く話せば、小学生のあの頃の話を思い出してしまうかもしれない。

（初恋、か……）

　その言葉に当てはまる相手は、やはり幼稚園の頃のあの子だろう。

　今は当然恋愛感情など抱いてはいないが、どこかで元気に過ごしていることを祈るばかりだ。




◇◆◇




　玲が告白される現場を見てしまってから数日後。

　文化祭までもうすぐ一週間という今日のこの日に、俺は家庭科室にて数人のクラスメイトの前に立っていた。

「じゃあ志し藤どう君。水信玄餅の作り方を教えてもらっていい？」

「ああ、分かりやすくできるかは分からないけど、やるだけやってみるよ」

　二に階かい堂どうに猫被かぶり笑いを返した俺は、手元の材料に目を落とす。

　クールアガーにミネラルウォーター、きなこと黒蜜。

　材料に関してはこれだけあれば十分だ。

「まずクールアガーと水を規定の分量鍋に入れて、沸騰するまで強火で温めた後、弱火で混ぜるんだ」

　自分で説明した通りに鍋に材料を入れ、まずはコンロの火を強火にする。

　そして沸騰してきたことを確認したら、今度は弱火に設定した。

「時々混ぜながら、二分間は火にかけておく。そして時間が過ぎたら、鍋ごと氷水で冷やして三分くらいかけて粗熱を取る」

　自分で口にした通りの手順を踏んで、水信玄餅の素もとを完成させる。

　この後は、丸い氷を作るための製氷皿なんかに流し込んで、一時間以上寝かせれば完成。

「待ち時間のことを考えて、一応家で作った物を持ってきた。味が分からないと思うから、皆で確かめてみてよ」

「「おおー……」」

　俺がタッパーに入れて持ってきた水信玄餅を見せると、二階堂を含めたある程度料理ができる連中から感心の声が漏れる。

　試食タイムということで、水信玄餅を載せた紙皿を彼らの前に置けば、それぞれ爪つま楊よう枝じで口に運び始めた。

「っ！　美お味いしい！」

「よかった。……とまあ、こんな感じで料理自体も簡単な方だから、そんなに大変ではないと思う。気を付けるのは火の扱いくらいかな？　最初は強火だから目を離すことはできないけど、沸騰さえしちゃえば後は弱火で十分だから、極力火力を上げずに事故の可能性を少しでも下げる方向で……」

「そうだね、そこだけ気を付ければ難しいことはなさそう」

　納得してくれた様子の二階堂を見て、俺はホッと胸を撫なで下ろす。

　実際に当日に出す軽食は他にも予定している物があるが、一種の珍しさもあっておそらくこの水信玄餅がメインになるはずだ。

　これである程度はクラスの役に立てただろう。

「じゃあ後は前日にそれぞれで作って確認しよう。今日はまたそれぞれの作業に戻ってもらえるかな？」

　二階堂の呼びかけによって、集まっていたクラスメイトはそれぞれの準備に戻っていく。

　俺は使った食器等の片付けがあるためこの場に残り、スポンジに洗剤を垂らして鍋を洗い始めた。

「志藤君って、やっぱりすごいよね」

「え？」

　洗い物に集中しかけていたその時、何な故ぜかこの場に残った二階堂に話しかけられ、思わず顔を上げる。

「料理もできるし、すごく親切だし……いてくれるだけですごく安心するよ」

「ははは、それは買い被りすぎだって」

「そんなことないよ！」

　二階堂は俺の言葉を強く否定すると、へその前で指先を何やらもじもじと擦こすり合わせる。

　恥ずかしがるような、照れるような、そんな印象だ。

「……ねぇ、志藤君。よければなんだけど」

「ん？」

「後夜祭のキャンプファイヤー、一緒に過ごさない？」

　――――正直、来るだろうと思っていた話題だった。

　実はうちの学校の後夜祭には、ステージの他に校庭の中心で開かれるキャンプファイヤーなどがある。

　キャンプファイヤーとは言え、別にフォークダンスを踊ったりするだけではない。

　教師が差し入れなどを持ってきてくれたり、キャンプファイヤー周辺でもステージの出し物を楽しむことができるため、各々が気ままに夜の時間を楽しむのだ。

「あ、ステージに立つって話は聞いてるから、それが終わったらでいいんだけど……」

　俺はしばし考えるために、目を伏せる。

　断れば、きっと彼女は傷つくのだろう。恋愛経験の薄い俺でも、それくらいは分かる。

「……ごめん。今声かけている人がいるんだ」

　だとしても、最初から俺の答えは決まっていた。

「あ……そっか。ううん、大丈夫。言ってみただけだから」

「声かけてくれてありがとう。嬉うれしかったよ」

「うん。じゃあまた何か機会があれば誘わせてね」

「ああ、分かった」

　少なからずショックを受けた様子の二階堂は、どうしたらいいのか迷った素振りを見せた後、この場から去ることを選ぶ。

　初めからこうしていればよかったのかもしれない。

　散々噓をついてみたり、誤魔化してみたり。

　俺自身は彼らに振り回されているつもりだったけれど、二階堂からしたらその逆。

　彼女を振り回してしまっていたのは、俺だ。

　そのことにようやく気づき、罪悪感が湧いてくる。

　唯一救われるのは、互いに関係性をはっきりさせるようなやり取りをしていないところか――――。

「……二階堂さん！」

「え？」

　教室を出ようとした彼女の背中に、俺は声をかけていた。

　二階堂は驚き、俺の方へと振り向く。

「祐ゆう介すけ君のこと、よく見ていてあげて」

「……？　う、うん。分かった」

　最後に首を傾かしげ、彼女は教室を後にする。

（余計なお世話だよな……）

　でしゃばった行為だということは理解している。

　しかしとっさに口に出してしまった。

　どうか少しでもいいから、柿かき原はらのことを見てやって欲しい。

　二階堂からすればそんな義理はないと思うが、奴やつの努力が報われて欲しいとどうしても思ってしまう。

「……さてと」

　ここで問題が発生した。

　すでに誘いたい人がいると言ったが、ぶっちゃけ一切そんなことは決めていない。

　さすがに理由もなく「文化祭をあなたと一緒に過ごしたくありません」と伝えるのには抵抗があったというか、あまりにも後腐れがあり過ぎて恐ろしかったのだ。

　何となくステージからの流れで柿原や堂どう本もとと過ごすことになるだろうと思っていたし、もし彼らが他に過ごす相手がいた時は、自然と雪ゆき緒おと共にいるだろうなと思っていたのだが――――。

　ただ、さっきの発言はどう考えても俺に誘いたい女子がいるような言い方だ。

　男子と共にいるのはいらん誤解を受けかねない。

「最悪雪緒を女装させて……いや、ないな」

　この利用の仕方は、友人としてあまりにもよくない。

　あいつも嫌がるだろうし、俺としても女装した稲いな葉ば雪緒に好意を持っていると誤解されるのはごめんだ。

　ならばどうするか。

（……玲れいの顔しか思い浮かばねぇ）

　俺は皿洗いを終えて水気を切った手で、頭を抱えた。

　誰かひとり、どうしても異性と特別な時間を過ごさなければならないとしたら、その相手は玲がいい。

　これは俺の素直な感情だった。

　しかしそれも難しいだろう。

　二人で一緒にいるところが他人に見つからないために、わざわざ玲からの誘いを断ったのだ。

　何とか上う手まいこと考えなければ――――。

「……ん？」

　ひとまず自分の教室に戻ろうとした時、制服のポケットに入れていたスマホが震えた。

　画面を見てみれば、柿原と堂本と作ったグループラインに連絡が来ている。

『明日十三時に駅前集合な！　楽器忘れんなよ！』

　送ってきたのは堂本だ。

　既読を付けてしまった以上、俺はすぐに『了解』と打ち込む。

　明日はいよいよ初めてのパート合わせだ。

　んー、色々と考えることが多すぎて胃が痛くなってきたな……。
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「よっこいしょっと……」

　俺は昨日の夜まで弾いていたベースをケースに入れ、背負った。

　今日は休日。そして俺が柿原と堂本と組んだバンドの初合わせの日だ。

　マンションから外に出てみれば、比較的気温が下がってきていることに気づく。

「……そろそろ秋か」

　何だか哀愁を感じてぼそりと呟つぶやきながら、この気候に感謝した。

　ぶっちゃけベースは持ち運びできる楽器の中でもかなり重い部類に入ると思う。

　周辺機器の存在を除いて本体だけの話をするならば、ギターよりも若干ベースの方が重い。

　もらってからしばらくは重さに引っ張られてしまわないよう細心の注意を払いながら扱っていた。

　こうして背負ってみると、体が鈍なまらない程度に運動を挟んでおいてよかったと素直に思う。

「おーい！　凛りん太た郎ろう！　こっちだ！」

「あ……」

　駅前まで移動すれば、先に来ていた柿原と堂本が俺を見て手を上げた。

　柿原は俺と同じようにギターを背負い、堂本は何かキャリーバッグのようなものを引いている。

「予定時間前に集合できたな。スタジオを予約した時間まではもう少しあるから、ゆっくり行こうぜ」

「ああ、分かったよ。……ところで、竜りゆう二じ君のその荷物って何が入ってるんだ？」

「ん？　これか？　スタジオについたら見せてやるよ」

　堂本は得意げにそう言いながら、俺たちを先導する。

　彼について行って到着したのは、駅の近くの少し薄暗いビル群のうちの一つだった。

　暗い理由としては六階建て以上のビルが多いということもあるが、それにプラスしていわゆる〝夜の店〟が多いという点が挙げられる。

　今はまだ正午を過ぎた辺り。これらの店は開いていない。

　どこか不安な気持ちになりつつも大人しくついて行けば、俺たちは派手な装いの扉を潜くぐることになった。

「うぃーす、店長」

「お、来たな、悪ガキ」

「もうガキじゃねぇって。それよりセッティングって済んでるか？」

「いつものやつだろ？　お前くらいだぜ。店長である俺をこんなに扱こき使うなんて」

　扉の先にあったカウンターに座っていた派手な男と堂本は、親しげに挨拶を交わす。

　どうやら中々に深い仲のようだ。

「おっと、君たちがこいつのバンドメンバー？」

「あ……はい」

　店長からの問いかけに、柿原が遠慮気味に答える。

　その態度に対して、俺は疑問を覚えた。

　いつものような元気がないというか、表情に明るさがないというか。

　やはり実行委員の仕事で疲れているのだろうか？

　何だか見ていて不安になる。

「五番スタジオを使ってくれ。アンプの繫つなぎ方とかは分かるか？」

「その辺は俺が教えるよ」

「お、そうか。んじゃごゆっくり～」

　手をひらひらさせた店長の見送りを背中に受けつつ、俺たちは言われた通り五番と書かれた扉を潜った。

　防音室用の分厚い扉を見ると、玲に事務所を案内された時のことを思い出す。

　中にはギターやベースの音を増幅するための大型アンプと、ボーカル用のマイク。そして綺き麗れいに並んだドラムのセットが置いてあった。

「あの店長、俺の叔父さんなんだよ。俺がドラム始めたのもあの人の影響でさ。予約が少ない日にたまにドラムだけ叩たたかせてもらったりしてたんだ」

「へぇ……いい人そうだったね」

「悪い人じゃねぇよ。まあ、デリカシーはあんまりねぇけどな」

　ドラムセットに近づきながら、堂本は店長のことを語る。

　子供の頃から慕っていたのだろう。語るその顔はとても楽しそうだ。

「そんじゃまずはアンプの使い方からだな。祐介も実際にでかいのを使うのは初めてだろ？　ちょっとややこしいかもしれないけど、覚えちまえば簡単だから」

　そこから堂本によるアンプの使い方講座が始まった。

　見た目が武骨だから上手く使えるかどうか懸念していたが、詳しく手順を聞けばそこまで難しいことはなさそうだ。

　アンプの電源を入れる前にボリュームがゼロになっているかどうか確認するとか、二つを繫ぐためのコードに関しては楽器、アンプの順に繫ぐとか。

　本当に細かい部分さえ気を付けていれば、壊してしまうことはまあなさそうである。

「そんでもって……凛太郎が気になっていた鞄かばんの中身は、こいつだ」

　そう言いながら、堂本は鞄のジッパーを開く。

「こいつは俺のマイスネアでな。別に備え付けのやつでも問題なく叩けるんだが、やっぱり自分なりにチューニングされた物があるとテンションが違うんだよ」

「おお……本格的だね」

「ははっ、別にかっこつけてぇだけだって」

　堂本は大切そうにスネアを抱え、バスドラムの前にある椅子に腰掛ける。

　その態度からは、本当にドラムという楽器が好きなことが伝わってきた。

　ギターやベースの値段だって、ある程度使い続けられる性能を考えるなら最低でも数万はする。

　スネアだって決して安い物ではないだろう。

　愛は値段ではないと言う人間もいるけれど、俺にとっての値段は愛を示すための手っ取り早い指標だ。

　時間もしかり、体力もしかり、有限な物を何かに対して消費するというのは、愛がなければ難しいと思う。

　そうして愛をかけられるというのが、やはりどこか羨ましい。

「んじゃチューニングが終わったら、とりあえず合わせてみようぜ」

　ワクワクした様子で、堂どう本もとは自身のスネアを一度叩いた。

　実際俺も体がそわつく感覚がある。

　今まで一人で練習してきた成果が、三人で合わせることでようやく形になるのだ。

　これが楽しみにならないわけがない。

　ベースのヘッドについたペグを回し、音を合わせるためのチューナーを使ってズレてしまった音を直す。

　ギターとボーカルを担当する柿かき原はらは、楽器のチューニングの他にマイクの調節もしなければならない。

　それが終わるのを待ってから、俺たちは顔を見合わせた。

「よし……カウントから行くぞ？」

　堂本は自前のスティックを構え、それをテンポよく鳴らす。

　そしてそのカウントに合わせ、俺たちは演奏を開始した。

　ドラムがテンポを守り、ベースが下地を支え、ギターボーカルが堂々と主旋律を走る。

　――――というのが理想だが、俺はまだ支えてやれるほどの実力はないわけで。

　普段からドラムが好きで練習している堂本はともかく、そこまで長くはやっていないとは言え経験者である柿原もかなり上手い。

　っていうかギターを弾きながら歌えること自体、そもそもレベルが違う。

（……っと、余計なこと考えてる場合じゃねぇな）

　感心している暇などない。

　技術が足りていない分、今はとにかくテンポを守ることに力を入れるべきだ。

　多少のミスは無視。そして音が多くてややこしく感じる部分は、演奏に大きく影響が出てしまわない範囲で簡略化する。

　必死に、とにかく必死に指を動かした。

　いつの間にか堂本が俺のテンポに合わせてくれているのを感じる。

　俺がこの初合わせに手こずっているのに気づいたらしい。

　ドラムのリズムが少し落ちれば、自然と柿原のリズムも落ち着いたものへと変わっていく。

　原曲に比べて確かにテンポは遅くなったが、むしろ三人の間でごちゃごちゃにならないことに驚いた。

（いいな……夢中になれるって）

　わずかに余裕ができて、俺は堂本へと視線を送る。

　すると堂本はそんな俺に視線を合わせ、楽しげに笑った。

　こんなに上う手まくなるほど夢中になれる趣味があるって、どういう気持ちなんだろう。

　心の底から、堂本が羨ましい。

　……柿原はどうなのだろうか。

　思えば、俺が一線を引いていることで彼らが俺のことをよく知らないのと同じで、俺自身も彼らのことをよく知らない。

　柿原は今、楽しく演奏できているのだろうか。

　俺たちに背を向けて歌う奴やつの表情は、今はまだ見えない。




◇◆◇




　練習を開始してからしばらく経たった頃……。

「ふざけてんのかよっ！」

　その時、堂本の怒声が響いた。

　演奏が止まり、スタジオ内に気まずい空気が流れる。

　怒鳴られた対象である柿原は、普段の明るさを失った表情で堂本の方へと振り返った。

「凛太郎も初めての楽器なのにめちゃくちゃ練習してきてくれてさ、必死についてきてくれてるっていうのに……！　何で一番の主役のお前が適当な演奏してんだよ！」

「……っ」

　――――確かに。

　一番の初心者が口を出すべきではないと思っていたが、最初の演奏から回数を重ねるごとに柿原のミスが目立ち始めている。

　俺がテンポについて行けるようになってきたが故に、余計それが顕著になってしまっていた。

　スタジオに入ってから一時間以上経過したものの、そのほとんどはろくな練習になっていなかったと言えるだろう。

「俺たちはお前の告白を成功させるために時間使ってんだぞ!?　お前にやる気がねぇんじゃ俺たちどうすりゃいいんだよ！」

「――――だろ」

「あ？」

「こんだけ練習したって、結局告白が成功しなかったら意味ないだろ！」

　こんなに声を荒らげた柿原を、俺は初めて見た。

　堂本も柿原がこんな風に爆発するとは思っていなかったようで、少なからず動揺が見られる。

「……どうせ成功しない告白のためにお前たちの時間を使わせるわけにもいかない。面倒臭くなったならやめてもらっても構わないから」

「お前……」

「悪い。今日はもう帰るよ」

　俺たちが啞あ然ぜんとしている間に、柿原はギターを仕舞ってスタジオから出て行ってしまう。

　そしてその背中を見送った堂本は、悔しそうに拳を握りしめた。

「……くそっ、ここまで来てビビりやがって」

　いや、悔しそうというより、辛つらそうか。

「何か顔色悪かったし、きっと調子が悪かったんだよ」

「……そうかもしれねぇけどよぉ」

　どのみちこの空気では練習どころではなさそうだ。

　こう言っては何だが、俺も正直今日の柿原にはいい印象がない。

　堂本も別にミス自体を怒っているわけではないだろう。

　問題なのはそのやる気のない姿勢だ。

　人によってここは意見が違うかもしれないが、何とか二に階かい堂どうと付き合いたいと相談してきた柿原よりも俺たちが張り切るというのはどこかおかしいと思ってしまう。

　奴がもう諦めていると言うなら、もう俺たちに協力する義理はない。

「どういう気持ちで言ったのかは分からないけど、次学校で会う時に聞いてみようよ。しっかり休めばいつも通りに戻ってくれるかもしれないしさ」

「……そうだな」

　結局俺たちはこの日解散となり、家に帰ることとなった。

　今日のところはさすがに不完全燃焼と言わざるを得ない。







　夕方、日が暮れ始めた時間帯を一人で歩きながら、深いため息を吐つく。

　聖人君主でも何でもない俺は、この状況をただただ面倒臭いと思っていた。

　玲れいたちのためや、雪ゆき緒おのために動くのとは訳が違う。

　結局のところ、一度作ってしまった壁を崩すのは難しいということだ。

「ふぅ……」

　マンションまで戻り、自分の部屋の鍵を開けて中へと入る。

　すると俺の靴の他に、三つの女物の靴が並んでいることに気づいた。

　遠い目をしつつ廊下を進んでリビングに入れば、見慣れた連中の姿が目に映る。

「あら、おかえり」

「……一応聞いておくけど、ここ俺の家だよな？」

「何変なこと言ってんのよ。どう見てもあんたの家でしょ？」

　何を馬鹿なことをという視線で見てくるのは、カノン、玲、ミアの三人。

　全員ラフな格好をして、どこからか買ってきたであろうスナック菓子と炭酸飲料を楽しんでいた。

「おかえり、凛りん太た郎ろう君。君を待ってたんだよ」

「俺を？」

「まあまあ、とりあえず座ってほしいな」

「……別にいいけどさ。とりあえず先に手洗いうがいだけさせてくれ」

　こいつらが家にいる分には別に構わない。

　俺は洗面所で手洗いうがいを済ませ、リビングまで戻る。

「待たせたな。……で、何の話だ？」

「凛太郎、この前カノンと私と一緒にいる時にした話覚えてる？」

「ああ、バンドがどうのこうのってやつだろ」

　カノンがギターをやって、ミアがドラムをやって、玲がボーカルをやるという話だったはず。

「あの後ミアからもあっさりオーケーをもらえたのよ」

「だって面白そうなんだもの。たまにスタジオを借りてストレス解消のために叩たたかせてもらうことはあっても、誰かと合わせたことなんてないしね」

「……って話みたい。それをあんたにも伝えときたくてね」

　話は大方理解できた。

　堂本もずいぶんと楽しげだったし、やはり一人で弾くのとバンドとして弾くのでは楽しみ方が大きく違うのだろう。

　もちろんただの趣味と言ってしまえばそれまでだが、俺も彼女らも普段からやるべきことはしっかり済ませているはずなので誰からも文句を言われる筋合いはない。

「色々合点はいったんだけど、それならラインで一言くれるだけでよかったんじゃないか？　わざわざ俺の部屋で女子会することもなかっただろうに」

「それはあんた……ほら、あれよ」

「あれって何だよ」

「あれはあれなの！」

　なるほど、特に理由はなかったということらしい。

　一応俺は玲のスケジュールについては把握していて、今日明日はオフということも知っている。

　つまるところ彼女らも暇なのだ。

　こういう風にだらけている所を見ると、こいつらが天下の大人気アイドルだということはまるで信じられない。

　容姿はすこぶる良いのだが、これは態度の話である。

　――――どういう話であれ、どちらかと言えば潔癖症寄りの俺が家への侵入を許しているというのは、我ながらこいつらのことを信用し過ぎな気がしてきた。

　それがダメというわけでは一切ないけれど。

「りんたろー、あんた今練習してる曲があるんでしょ？　せっかくだからそれ教えなさいよ。覚えてきてあげるわ」

　何それマジでカッコいいじゃん……と言いそうになったが、相手がカノンなのでやめておく。

　こいつだけには調子乗らせるわけにはいかない。

　俺が言葉を吞のみ込んだ後に曲名を言えば、カノンとミアは納得したように頷うなずいた。

「やっぱり最初に練習する曲と言えばそれが鉄板よね。構成にも癖がないし、特別難しいパートもないし」

「ボクも完璧じゃないかもしれないけど、ほとんど分かるよ。これなら明日までに間に合うね」

　ん？　明日？

「あ……凛太郎、明日時間ある？」

「それ最初に聞くことだと思うぞ、玲」

「忘れてた」

　あっけらかんと言ってみせる玲に、思わずため息が出る。

　この流れで俺が予定を入れていたらどうするつもりだったのだろうか？

　それとも簡単には予定ができないほどの暇人だと思われていたのか？

　……まあ、正解だけども。

　今月は優ゆ月づき先生にも学校が忙しいだろうからあんまり来なくても大丈夫と言われているし、雪緒とも毎日遊ぶようなことはしていない。

「でもバンドで練習するためのスタジオって、予約とか取らないといけないんだろ？　大丈夫なのか？」

「だーれに物言ってんのよ。今さっきマネージャーに連絡してプライベートスタジオにドラムとアンプを運び込んでもらったわ」

「ああ、レベルが違ちげぇや」

　聞くところによると、この前俺が弁当を届けたスタジオがプライベートスタジオだったらしい。

　玲が借りていると言っていたからてっきり毎回順番待ちなどをしてレンタルしているのかと思ったが、あくまで所有者が事務所であるという意味だったようだ。

　つまりあの場所は〝ミルフィーユスターズ〟が借りているスタジオであり、彼女ら以外は使用しないということのようで――――。

「他のアーティストさんは個人スタジオを建てちゃったりするらしいけどね。さすがにあたしらが持っててもたまり場に使うか持て余すだけだし、ずっとレンタルできるだけで十分よ」

　でしょうね。

「レイは歌詞を覚えてくること。いいわね？」

「ん。分かった」

　結局とんとん拍子に話が進んでしまったが、俺としてもこの機会をもらえるのはありがたい。

　今日のスタジオ練習では満足行く練習ができなかったし、人と合わせる時間が欲しいと思っていたところだった。

　相手が柿かき原はらや堂どう本もとでなくとも、他人に合わせて演奏するという経験が役立たないということはないだろう。

「それにしても……凛太郎君くらいだよね、ボクらと一緒に芸能事務所に来る人なんて」

「俺はいまだに悪目立ちしないか心配だよ」

「ははっ、二人きりで歩いているところを見られるならともかく、ボクら三人と一緒に歩いていたら芸能関係者くらいにしか見えないよ。君は堂々としていればいいのさ」

　堂々と、ねぇ。

　そんな芸能人になったわけでもない俺がこいつらの近くを胸を張って歩けると思っているのだろうか？

　先に言っておくが、とてもじゃないけど無理だ。

　そんな俺の性格を理解しているからか、ミアは口元を押さえてくすくすと笑う。

「……ねぇ、何かミアとりんたろーの距離が近いと思わない？　呼び方も何となく違うっていうか」

「うん。もう少し離れて欲しい」

　カノンと玲が俺たちを見て何かをぶつくさ言っている。

　距離と言われてミアの方を見てみるが、確かに普段より俺と彼女の間にある空間が狭いように見えなくもない。

　というかもはやこれは気のせいだろ。そのレベルの誤差と言わざるを得ない。

「やだなぁ、ボクと凛太郎君の距離感なんて前からこんなものでしょ？　ね、凛太郎君」

　そう言いながら、ミアは俺の腕を自身の腕で絡め取ってきた。

　抱き込まれた際に二の腕に柔らかい感覚が伝わり、俺の脳はかき乱される。

　くぅ、何な故ぜ女というのはこうもいい香りがするのか。こっちにはその気がないのにクラッとさせてくるのはやめてほしい。

「……ミア、凛太郎から離れて」

「えー、どうして？　このくらいはただのスキンシップじゃないかな？」

　何故玲とミアの間に火花が散っているんだ。

　ともかく無駄な喧けん嘩かが起きても困るので、俺は空いている方の手でミアを引き剝がそうと――――。

「……離れて」

　――――引き剝がそうとした腕は、今度は玲によって絡め取られていた。

　片方だけでも脳が狂いそうになる柔やわい感覚が、両方に増える。

　この感覚はマジで駄目だと思う。マジで駄目だと思う。

　世の中大切なことは二度言っておいた方がいいらしい。

「鼻の下、伸びてるわよ」

「伸びてねぇよ。舐なめんな俺の猫被かぶり歴」

「そう言うってことはやっぱり喜んでるってことじゃない。元々物理的に鼻の下が伸びるわけないでしょ」

　それは確かに。

　カノンの指摘で俺は墓穴を掘ってしまったらしい。

　ちなみに俺は死ぬ気で堪こらえているだけでちゃんと男子高校生の性欲を持ち合わせている。

　我慢して我慢して何とか最後の一線を越えないよう努力しているのだ。

　頼むからその線を容易たやすく跨またがせるような行動はやめてほしい。
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「はぁ……ほらあんたら、そんな簡単に男に触れちゃ駄目って何度も言ったでしょ？　さっさと離れなさい」

　ここまで来るとカノンが救いの女神に見えてくるな。

「ミアが離れるなら、私も離れる」

「ボクもレイが離れるなら離れてあげるよ」

　互いに譲ろうとせず睨にらみ合う玲れいとミア。

　その頑かたくなな態度にさすがに苛いら立だったのか、カノンは鬼の形相を浮かべて二人の頭に拳げん骨こつを落とした。

「いい加減にしなさい！　プライベートでだらけるのはいいけど、はしたないのはこのあたしが許さないわよ！」

「「うっ……」」

　二人が拳骨を落とされた部分を手で押さえたため、ようやく俺の腕が解放される。

　俺がカノンに礼を言うために顔を上げると、そこを狙いすましたかのようなデコピンが何故か俺の額を打ち抜いた。

「いって!?」

「あんたもあんたで、引き剝がそうと思えば無理やりにでも引き剝がせたでしょ。甘んじてデレデレした罰よ」

「お、お前……」

「何よ、文句あるの？」

「……いや」

　母親みたいだな――――。

　そう言いかけて、俺は自分の立場を思い出す。

　言葉に詰まった所を訝いぶかしげな視線で見られ、俺は思わずカノンから目を逸そらした。

「変なりんたろーね。ほら、あんたらもシャキッとする！」

「カノンの拳骨は相変わらず効くね……」

　ミアの口ぶりからして、鉄拳制裁を受けるのは初めてではないようだ。

　一瞬で大人しくなったところを見るに、もしかしたら何度もこういう目にあったのかもしれない。

　確かに暴走しがちなイメージはあるし、カノンもずいぶんと苦労していることだろう。

「……ま、お遊びもこのくらいにしておこうかな。とりあえず明日は事務所集合でいいのかな？」

「いいんじゃない？　りんたろーも場所は覚えてるわよね」

　俺は一つ頷く。

　数ヵ月前のことをそう簡単に忘れたりはしない。

「じゃああたしらが先に行って、またりんたろーを後からロビーまで迎えに行くわ。ちゃんと楽器は持ってくること、いいわね？」

「分かったよ……ん？」

　ようやく話がまとまったと思ったその時、突然どこからか腹の鳴るような音が聞こえてきた。

　音に釣られ、俺とミアとカノンの視線が引き寄せられる。

「――――お腹なか空すいた」

　まあ、犯人はこいつだろうなという察しはついていた。

　何だかんだ話しているうちに、夕食に対してそろそろいい時間になってしまっている。

　俺も本来の役割を果たさないといけない頃合いだ。

「飯作るよ。お前らも食ってくだろ？」

「いいの？」

「この場にいるのにお前らだけ帰れっていうのもおかしいだろ。材料が足りないなんてこともないから、遠慮せず食ってけ」

「そう？　じゃあお言葉に甘えるわ」

　俺はエプロンを持ってキッチンへと向かう。

「そうだ、お前ら食いたい物ってあるか？」

「あたしは玲の食べたい物でいいわ」

「ボクも同じく。一番お腹を空かせているのはこの子だろうからね」

　やっぱりどこまでも仲がいいんだな、こいつらは。

　さっきの流れも、一触即発に見えて実のところはただのじゃれ合いでしかないのだろう。

　――――多分。

「じゃあ玲の食べたい物に合わせて作るけど、肝心のお前は何が食いたいんだ？」

「オムライスがいい」

「ああ、そいつは仕込みいらずで助かるよ」

　鶏とりもも肉は用意してあるし、玉ねぎも残っている。

　ここに人にん参じんとピーマンも混ぜれば、多少なりとも野菜を摂とることができるはずだ。

「そうだ。凛りん太た郎ろうって、とろとろのオムライス作れる？」

「とろとろ？」

「そう。半熟のやつ」

　リビングから声をかけられて顔を出してみれば、玲がこちらに歩み寄ってきてスマホの画面を見せてくる。

　そこに映っていたのは、チキンライスを包むような昔ながらのオムライスではなく、ライスの上で軽く火を通した卵を切って開くタイプのオムライスだった。

「こいつが食いたいのか？」

「あ、ごめん。そういうわけじゃない。でも作れるなら食べてみたいって思ってたの」

「できないことはないけど、今日は無理だな。デミグラスソースを作るのに結構時間がかかるから」

「分かった。じゃあ今度お願いしたい」

「あいよ」

　それだけのやり取りを終えて、俺は調理へと戻る。

（デミグラスソース……デミグラスソースねぇ）

　ハンバーグにも使える幅広いソースだから、もっと上う手まく作れるようになりたいと思っているのは事実。

　問題なのは本格的にしようと思えば思うほど〝赤ワイン〟を購入しなければならないという点だ。

　未成年で購入するには抵抗があるし、売ってもらえてもそれはそれでその店に対する信用が下がってしまう。

　噂うわさによると料理用のワインなどの酒類は高いらしいし――――ううむ。

「何か、このやり取り羨ましくない？」

「うん。素直に羨ましいね」

　俺と玲のやり取りを聞いて他二人が何か話しているようだが、キッチンの奥へと引っ込んでしまった俺には知る由もなかった。
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　昨日と同じようにベースを背負った俺は、カノンに言われた時間よりも少し遅くに家を出た。

　天気は快晴。気温は高いが、やはり夏真っ盛りほどではない。

　ベースの重さが故に少し歩みを遅くしつつ、ミルスタの事務所まで向かう。

　電車などを使わずに行ける距離ではあるが、歩きにしてはやや遠いというか、そんなレベルの絶妙な間隔。

　もちろん事務所に所属するあの三人はタクシーなどで送り迎えされているが、俺はそうもいかず。

　自転車を使えば多少なりとも楽になると思いつつ、実際に試してみたところベースが重くて俺には上手く乗れなかった。

　無理すれば行けるが、転んでベースが壊れるよりは遥はるかに徒歩の方がマシである。

　じんわり汗をかいてきた頃、ようやく俺は数ヵ月ぶりのファンタジスタ芸能事務所にたどり着いた。

　エントランスに入り、受付へ。

　受付には前回対応してくれたあの女性が立っており、俺を見て顔をハッとさせる。

「志し藤どう様でございますか？」

「え？　あ、はい」

「お話は伺っております。少々お待ちください」

　今回は前もって詳しく話を通してくれていたらしい。

　女性がまたどこかへ電話をかけると、しばらくして見覚えのある赤い髪の女がレッスン用の服を着てエレベーターより現れた。

「おっすー、りんたろー。時間通りね」

「おう。受付の人に話を通してもらってて助かったわ」

　前回は訝しげな視線で見られたからなぁ。

「前回玲が迎えに行ったときから学んだ配慮よ。特に今回に関しては完全にプライベートだから、一層周りに気をつかわないとね」

「本当にそういうところはしっかりしてんのな」

「そうよ。歌や踊りがどれだけ上手くても、気遣いと愛あい嬌きようがないとアイドルは上に行けないの」

　あと、少しのずる賢さもね――――。

　そう言って、カノンは唇に人差し指を当てて、ウィンクを飛ばしてきた。

　不覚にもその愛らしさに心臓が跳ね、俺は照れ臭くなって顔を逸らす。

「あらー!?　もしかしてこのカノンちゃんに照れちゃったー!?」

「……ありがとう、カノン。その態度を見て正気に戻れたわ」

「何でよ!?　何で冷めてるのよ！」

　黙っていれば本当にただ可愛かわいい女なのに、それをこのウザさが一瞬にして台無しにする。

　しかし、俺にとってはそれでいい。それがいい。

　一度だけ通ったことのある道を通り、カノンと俺はミルスタのプライベートスタジオの分厚い扉を潜くぐる。

　中ではカノンと同じようにレッスン用の運動着を着た二人が、適当な位置に座り込んで雑談していた。

「お、来たね」

「あんたらセッティングは終わってる？」

「うん。ボクはもう大丈夫。レイのマイクも設定済みだよ」

　ミアが指す方向に視線を向ければ、そこには堂どう本もとに案内されたスタジオにあったようなドラムや大きなアンプが置かれていた。

　中央にはマイクが置かれており、玲れいはそこに向かう。

「レイ、あんたは歌詞大丈夫？」

「一晩あったから余裕。問題なし」

「よーっし。それじゃあんたも準備して、りんたろー」

　カノンに促され、俺はアンプまで近づく。

　昨日のスタジオで使った物と、そこまで大きな変化はない。

　堂本に教えてもらった起動の仕方を忠実に守りつつ、ベースを繫つなぐ。

　……それにしても。

「カノン、何かいつもよりテンション高くないか？」

「そりゃそうよ！　ずっとこうやって誰かと合わせて弾いてみたかったんだから！」

　カノンはとびっきりの笑みを浮かべ、自分のギターを鳴らす。

　堂本と同じような言葉が彼女の口から飛び出したからか、いつも以上にカノンという存在が身近に感じられた。

『あー、あー』

　スタジオ内に、マイクを通した玲の声が響く。

　普段から聞いているはずの彼女の声。

　しかしただ一つの機械を通しただけで、その声はあの時のライブの雰囲気に一気に近づいた。

　あの時間に魅了された俺の心臓がたかがその程度のことでドキリと跳ねたことは、もはや言うまでもないだろう。

『うん、いつでも行ける』

「……オッケー。あんたらも準備はいい？」

　カノンの問いに対して俺は頷うなずき、ミアは一度ダイナミックにドラムを叩たたいていつでも始められることを示した。

「よし、そんじゃミア！　カウントよろしく！」

　ミアがスティックを鳴らし、曲の始まりをカウントした。

　この曲のイントロは、一拍早くボーカルが入り、そこからギターが入る。

　つまり始まる段階での主役は玲とカノン。

　玲が歌い、カノンが弾く。

　柿かき原はらはどちらもやらなければならないギターボーカルという役職だったからこその危なっかしさみたいなものがあったが、パートごとに分かれている彼女らにそれはない。

　あと――――めちゃくちゃ上手い。

（そりゃそうなんだけどさ……）

　カノンの立場は、今のところ堂本と同じだ。

　趣味で長いこと楽器を練習していたが故に、こうしてスムーズに演奏できていることが当然と言える。

　そして玲に関しては歌唱のプロだ。

　元々男性が歌っていたこの曲を、見事に歌いこなしている。

　いつもはどこかふわふわした鈴の鳴るような声なのに、どこからこんな低音が出るのか不思議で仕方ない。

（っと、聞き入ってる場合じゃねぇ）

　二人だけのパートが終われば、ここからＡメロが始まる。

　ここからは俺もミアも演奏に加わる。

　一度でも人と合わせて演奏した経験が生きているのか、昨日よりもスムーズに加わることができた。

　ミアの演奏も、素人目線から見れば間違いなく上手い。

　堂本のドラムには力強さと迫力があったが、彼女のドラムからはリズムが狂うことのない精密性を感じる。

　一打一打が凄すごく丁寧というか、いやまあ素人しろうとが何を言っているんだって話なんだけれども。

　ただ音楽慣れした耳がないなりに、そう感じ取れたという話だ。

（……楽しい）

　曲が進むにつれ、じわじわと胸の底からそんな感情がこみ上げてきた。

　何とかついて行ける程度の実力しかなくとも、誰かと合わせるという行為はこんなにも楽しい。

　楽しい、はずなんだ。

「……っ」

　ラストのサビが近づいてくることを音で感じながら、俺は奥歯を嚙かむ。

　この三人との演奏が楽しいが故に、余計に柿原たちとの練習が悔やまれた。

　あの時だって、きっと楽しめたはずなんだ。

　仕事や勉強と違い、俺たちがこうして演奏しているのはただの趣味。

　楽しくない趣味に意味はない。

　ラスサビに入ると同時、俺は今までよりも激しく弾いてみることにした。

　どうせ練習だ。むしろこれくらい激しく弾けるようになっていた方が、本番焦らなくて済むかもしれない。

　ただがむしゃらに弾いていると、近くにいたカノンがニヤリと笑うのが見えた。

　――――と同時に、軽快に奏でていたギターの勢いが上がる。

　自分が勢いを上げたからこそカノンが合わせてくれたと思うと、それはそれで嬉うれしく思えた。

　そして俺たちが盛り上がれば、必然的にミアと玲の二人の火力も上がる。

　最終的に最高潮の盛り上がりに達したまま、俺たちはこの一曲を駆け抜けた。

「やるじゃない、りんたろー。まさか最初の最初にあんたに引っ張られちゃうなんてね」

　ま、ミスもいっぱいしてたけど――――。

　そう付け足して、カノンはまたからかうように笑う。

　確かに、あれだけ自分で激しくしたのにそのせいでいくつかミスを重ねていたのは反省すべき点だ。

　ぶっちゃけ勢いで誤魔化したと言っても過言ではない。

　だけど、そのおかげで何かが吹っ切れたような気がした。

「……ありがとうな、カノン」

「え!?　な、何よ……らしくもない」

　素直に礼を言っただけでらしくないとは、失礼な奴やつだ。

　まあこいつは俺の事情をすべて知っているわけでもないし、仕方ないと言っちゃ仕方ない。

「んー、よく分からないけど、もう一回行くわよ！　今度はちょっとテンポ速めで！　りんたろーを甘やかすためにちょっとテンポ下げてたの気づいてるからね！　ミア！」

「あれ、気づかれてたか」

「当たり前よ。それに関しては別にいいけど、意外とりんたろーができることが分かったんだから、もういいでしょ？」

「うん。次は普通のテンポでやらせてもらうよ」

　などと言う話が聞こえてきたが、危機感はあまり覚えなかった。

　一度思い切り弾いたからこそ、今なら指がいつも以上に上う手まく動く気がする。

（……よし）

　明日、学校で柿原と話をしよう。

　告白がどうのとか、そういう話は関係ない。

　とにかく柿原が楽しく俺たちと演奏できるように、言葉を交わすんだ。
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　玲たちとスタジオ練習をしたその翌日。

　俺は柿原と堂本と話をするために覚悟を固め、学校へと赴いていた。

　しかし――――。

「え、来てない？」

「ああ、連絡もないからちょっと心配してんだよ」

　教室に柿原の姿がなかったため堂本に確認しに来たのだが、分かったことはどうやら彼が今日欠席しているということくらいだった。

　二に階かい堂どうも野の木ぎも特に理由は聞いていないようで、堂本と同じく浮かない表情を浮かべている。

「祐ゆう介すけ、大丈夫かなぁ？　確かお母さんもお父さんも外国にいるんでしょ？　体調崩してたら結構ヤバイ気がするんだけど……」

　そう言えば俺も三者面談の日にそういった話を聞いていた。

　もしも体調を崩していた場合、誰の助けも期待できない状況に置かれている可能性がある。

「……凛りん太た郎ろう、ちょっと放課後付き合ってくれねぇか？」

「いいよ。祐介君のお見舞いに行くんだろ？」

「ああ。あいつは柔やわな男じゃねぇけど、万が一ってことがあるからな……」

　もしかしたら他に事情があって欠席しただけかもしれない。

　しかし最近の彼の調子はどこかおかしかったと記憶している。

　顔色もどこか悪かったし、メンタルも落ち込んでいるようだった。

　そうした材料が揃そろっている以上、やはり体調を崩してしまっている可能性は高くなってしまう。

「二階堂さん、今日の準備手伝えないかもしれないけど、大丈夫かな？」

「うん。みんな積極的に動いてくれてるから、一日くらい余裕だよ。逆に柿原君のこと任せちゃってごめんね？　彼がいない以上は私が仕切らないといけないから……」

　文化祭実行委員である柿原がいなければ、その補佐役である二階堂が皆を取りまとめるのは必然の流れだ。

　着実に準備を進めて行かなければならない以上、彼女までいなくなってしまうのは困る。

「ウチも今日はアズりんの手助けするよ。体調悪いならあんまり大人数で行くのもよくないと思うし、学校に残ればウチにもできることがあるから」

「おう、それでいいと思うぜ。じゃあ俺と凛太郎は一回薬局に寄ってから祐介の家に向かうってことでいいよな？」

　堂どう本もとの問いかけに、俺は頷く。

　スポーツドリンクや薬。一応そういう物を買って届けるくらいなら無駄になることはないはずだ。

　ある程度話がまとまったところで、一限目の授業開始のチャイムが鳴った。

　俺たちはそれぞれ一言程度の挨拶を交わし、それぞれの席に戻る。

　授業中になり一人で考える時間ができると、俺の中に言い知れぬ不安がこみ上げてきた。

（このまま……文化祭当日も来れないなんてことにはならないよな……？）

　俺は左手を広げ、指先に目を落とす。

　一ヵ月程度ではあるものの、毎日ベースを練習した証あかしとも言えるタコが出来上がっていた。

　初日にできた肉ま刺めは次の日に潰れ、何度か出血したこともある。

　ここには短いなりに積み重ねた俺の時間が詰まっているのだ。

　どうやら俺は、この時間が無駄になってしまうのが恐ろしいと感じているらしい。
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　常に共に文化祭準備をしてきた雪ゆき緒おに詳しい事情を伝え、俺は堂本と共に校舎を出た。

　彼に案内されるまま電車に乗り、五つ先の駅で降りる。

　さすがに学校に近い駅ということもあり、何度か降りて歩いたことのある場所だ。

　とは言え土地勘があるとは到底言えないレベルの記憶であり、もちろん柿かき原はらの家も知らないため、ここは堂本を頼り切るしかない。

「……ここだ。相変わらずでけぇな」

「お、おお……」

　住宅街を歩くこと五分程度。

　堂本が指した場所には、三階建ての豪邸が建っていた。

　周りの一軒家と比べれば一回り以上大きさが違う。

　両親共に海外働きというのは伊だ達てではないらしい。

　俺たちの肩ほどまである塀に備え付けられた格子を開き、玄関の扉の前に立つ。

　扉の隣に設置されたインターホンを堂本が押せば、家の中からチャイムの鳴る音が聞こえてきた。

　しかし、しばらく待っても誰も出てこない。

「……いねぇのかな」

「体調崩してるなら寝てる可能性が高いと思うけど」

「はぁ……じゃあ仕方ねぇよな」

　堂本は鞄かばんから鍵を取り出すと、それを鍵穴に差して捻ひねる。

　カチャという音がして、玄関の鍵はすんなりと開いてしまった。

「俺、祐介の母ちゃんとも知り合いでな。あの人たちも祐介のことは信頼してんだけど、万が一にも一人の家でぶっ倒れてたりしたらまずいからって俺に鍵を預けてくれたんだ。きっと使いどころはこういう時だよな」

　扉を開け、堂本と共に家の中へと入る。

　こんな豪邸で男が一人暮らししていると聞いて多少なりとも散らかっているだろうと思っていたのだが、そんな想像を覆す程度には片付いている印象だ。

　堂本曰いわく、週に一度は雇われの家政婦のような人が来て掃除だけしていくらしい。

「ここが祐介の部屋だ」

　階段を上がって二階の廊下の突き当りまで行くと、目の前の扉を指して堂本は言った。

　ちなみに玄関にて柿原の靴があることは確認済みであり、この家の中にいることは分かっている。

「おーい、祐介！　いるか？」

　堂本が部屋の中に少し大きい声量で声をかけると、中からもぞもぞと人の動く気配がした。

「う……竜りゆう二じか？」

「おう。入っても大丈夫か？」

「ああ……大丈夫」

　部屋の中から聞こえた声は確かに柿原のものだったが、いつもの元気はどこにもない。

　これは明らかに体調が悪いな。

「じゃあ、入るからな」

　部屋に入れば、ベッドと勉強机、そしてテレビとパソコンが置かれた机が見えた。

　全体的に片付いており、男臭さはあまりない。

「凛太郎も来てくれたのか……悪い、連絡できなくて」

「いや、仕方ないよ。その……体調は大丈夫？」

「一応朝一番でタクシー拾って病院で見てもらったから、そこまで大変な状態にはなってないよ。具体的な病気とかはなくて、純粋に疲れが積み重なったんじゃないかって言われた」

　疲れ、か。

　いつか俺の危惧していたことが現実になってしまったらしい。

「これだけ忙しくしてりゃ、体も壊すわな」

　堂本は勉強机の上にあったプリントを眺めながら、そうこぼす。

　そのプリントには、クラスの予算やスケジュールに関する内容がびっしりと書いてあった。

「ああ……上級生の方からもう少し予算を抑えられないかって言われて、削れるところがないかずっと考えてたんだ。特に衣装が高くなりそうだから、その辺りを業者の人に電話して交渉してみたり……ははっ、もっと上手くやれたらよかったんだけど」

　柿原はどこか申し訳なさそうな表情を浮かべながら、そう話した。

　対する堂本は苦虫を嚙かみ潰したような顔になると、拳を硬く握って頭を下げる。

「祐介……あの時怒鳴って悪かったな。俺、お前がめちゃくちゃ苦労してるってことをどこかで失念してたかもしれねぇ」

　誠意のこもった謝罪を受け、柿原は照れ臭そうに頰を搔かく。

「俺も……悪かったよ。いくら疲れてたとは言え、協力してくれてる竜二と凛太郎に投げやりな態度を見せていいわけがないよな」

　けど――――。

　そう言葉を区切り、柿原は悔しそうに表情を歪ゆがめた。

「やっぱり、不安なんだ。ここまで協力してもらっておいて、もしも告白に失敗したらすごい申し訳ないなって――――いや、もっと正直に言えば、そうやってフラれたらすごいかっこ悪いだろ？　俺は多分、そっちの方が怖いんだと思う」

　自分のそんな言葉を誤魔化すように笑ってみせる柿原は、俺の思う超人陽キャなどではなく、ただの恥ずかしがりやな少年にしか見えなかった。

「……じゃあ、告白なんてやめればいいんじゃないかな」

「え？」

　そんな柿原を見て、俺の口からは自然とそんな言葉が漏れていた。

　二人が驚いた顔で俺を見る。

「わざわざ告白するって意気込んでるからプレッシャーに苦しむんだ。ステージに立ってみてから告白するかどうか考えたって、遅くはないでしょ？」

　柿原が二階堂に告白しようって考えているかどうかなんて、俺たち以外誰も分かりやしないのだ。

　告白するのに怖おじ気けづいたなら、口に出さなければいい。

　勇気を振り絞って怖気を払えたなら、思い切って口に出せばいい。

　それを選ぶのは柿原の自由だ。

　そもそも告白なんて、しなければならないものでもないのだから。

「……確かに、そうかもしれねぇな。そもそも告白とかそういうものって、義務感でやるもんでもねぇしよ」

　堂本の同意が得られたところで、柿原を見る。

　すると彼は憑つき物ものが落ちたような晴れやかな表情を浮かべていた。

「そうか……そう、だな。確かに変な義務感みたいなものがあったかもしれない。そのせいで本当に梓あずさのことが好きなのか、分からなくなっていたのかも」

　人が義務感に押し潰されて本来の目的を忘れてしまうなんて、よくある話だと思う。

　柿原が二に階かい堂どうを好きな気持ちに噓うそはない。しかしその気持ちが薄れてしまうほどの忙しさとプレッシャーが、彼から楽しむという余裕を奪ってしまっていた。

　そしてここからは、俺の本音をぶつける時。

「俺……楽器を持って誰かと合わせることが、すごく楽しいことだってやっと気づいたんだ。このまま三人でちゃんと本番を迎えたいよ」

　だから――――。

「やめてもらって構わないなんて、言わないでほしい」

「っ……！」

　これは俺の本音であり、我わが儘ままだ。

　彼らに対して初めて本音を告げるというのは、俺にとって中々勇気が必要だった。

　勇気を振り絞るきっかけになったのは、やはり昨日の玲れいたちとの練習である。

　あの時間がとにかく楽しかったから、俺はこの二人とも同じような時間を過ごしたいと思えた。

「ただステージを楽しむってだけじゃ駄目なのかな。告白とか……一度忘れてさ」

「……凛りん太た郎ろう」

「ここまで頑張ってきたわけだし、この先はしゃいだって罰は当たらないと思うんだ」

「――――ああ、そうかもしれないな」

　これで少しでも気休めになればと思ったのだが、目の前の笑顔を見る限りは大きな効果があったようだ。

　心の中だけで、共に演奏するよう誘ってくれたカノンへ感謝を捧ささげる。

　今度あいつが家に来たら、アップルパイでも作ってやろう。
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「ねー！　柿原君いるー!?」

　文化祭の準備をしている私のクラスの教室に、突然三年生が一人顔を出してきた。

　彼女は柿原君を探しているようで、教室の中をきょろきょろと見渡している。

「あ！　二階堂さん！　柿原君知らない？」

「あ……柿原君なら今日は体調不良で休んでますけど」

　さっき堂どう本もと君から連絡が来て、体調を崩したという事実はもう知っている。

　そのままの話を伝えると、先輩はこの世の終わりを目の当たりにしたような表情を浮かべた。

「あー、まじかー……」

「あの、どうかされたんですか？」

　困ったように頭を搔いた先輩は、どこか気まずそうに口を開く。

「いや、そのー……ちょっと予算の話をしててね。柿原君がその辺りの調整の仕方とか計算が凄すごい上手だったから、みーんな彼のこと頼っちゃってさ」

　ああ、なるほど。

　この人は自分たちが柿原君に頼りすぎたせいで体調を崩したと思っているようだ。

　だとすれば申し訳なさそうにしている理由にも納得がいく。

「……ま、いくら優秀だからって後輩を頼ってちゃ駄目だよね。受験を言い訳にしないで、もうちょっとあたしたちだけでやってみるよ」

　そう言って、先輩は教室を後にした。

　前からすごい人だとは思っていたけど、先輩にまで頼られているところを見るとやっぱり柿原君が普通の人じゃないということを認識する。

　そして自分の友達が周りの人に褒められていると、私も少しだけ誇らしい。

「アズりん！　ちょっと来て！」

「え……？　どうしたの？」

　突然ほのかに呼ばれ、私は教室の隅の方へと移動する。

　そこには困った様子のクラスメイトが二人いて、私の顔を見て少しホッとした様子を見せた。

「買い出し係の子たちなんだけど、当日に買わなきゃいけない物と予算が少し合わないんだって。予算を増やしてもらうか材料費を抑えないといけないらしいんだけど、どうすればいいかなって……」

「よ、予算が合わないの？」

　困った。

　私は予算の方の話には全然関わってこなかったから、どうすればいいか分からない。

　お金という重要な部分であるが故に適当な指示は出せないし、何か上う手まいこと解決策を出せればいいんだけど――――。

「……ごめん、私はその辺の話に関わってないの。柿かき原はら君が復帰したら聞いておくから、それまで待ってもらってもいい？」

「う、うん。ごめん、何か焦っちゃって」

　私にできることは、問題を先延ばしにすることくらいだった。

　クラスで使う予算に関しては先生の方に報告しなければならないことだから、正直あまり悠長なことは言っていられない。

　ここに来て柿原君の復帰を待つしかないのが、何とも言えない歯がゆさだった。

「二階堂！　広告用の看板の材料ってどこにある？」

　そうして彼女たちの下を離れた私に、額に汗を浮かべて息を切らしている男子が駆け寄ってくる。

「え!?　あ、ああ……それなら多目的室の方に置かせてもらってると思う」

「そうか！　サンキュー！」

　急いだ様子の男子は、そう告げながら廊下を駆けていく。

　廊下は走らないでなんて注意はすでに届かず、彼の背中はあっという間に見えなくなった。

「二階堂さん！　ペンキが切れちゃったんだけど、どこでもらえばいい!?」

「えっと……それなら体育倉庫の方にあると思うけど」

「ありがとう！」

　ペンキの在りかを聞いてきた女の子が去って行けば、今度は担任の春はる川かわ先生が教室を覗のぞきに来た。

「柿原く――――あ、そうか、今日休みか。じゃあ二階堂さん！　ちょっと来てくれる？」

「あ、はい！　何でしょう？」

「文化祭実行委員会議があるから、出席してほしいの。とりあえず話聞くだけでいいからさ」

　メモを取るだけでいいと言われ、私は先生について会議の場に向かう。

　教室に入れば、そこにはもうほとんどのクラスが集まっていた。

　皆の視線が私に集まる。

「あれ、春川先生。柿原君って今日来てないんですか？」

「え？　うん、そうだけど……何か問題あった？」

「ああ、いや……いつも柿原君に仕切ってもらってたから、今日どうしようって思って」

　女子の先輩が申し訳なさそうに頰を搔く。

　ここまで私は驚きっぱなしだ。

　どこにいても柿原君の名前を聞いて、皆が柿原君を頼ってる。

　近いところにいたはずの彼が、いつの間にかこの学校中の皆から頼りにされるような人になった。

　それがやっぱり誇らしくて、同時に――――罪悪感に襲われる。

（これだけの期待が背負えるほど強い人じゃないって……私は知っていたはずなのに）

　堂本君は、柿原君が疲労で体調を崩したって言っていた。

　そこまで体を酷使するほどに、彼は忙しく駆け回っていたことになる。

　その間、柿原君は一度も私を頼ってはくれなかった。

　――――いや、これは言い訳。

　私が柿原君の限界に気づけなかったのが悪いんだ。

「体調崩しちゃったのかな？　だけどこの前までは元気そうだったし……」

「いや、でもすげぇ忙しそうにしてたし、具合が悪くなるのも当然じゃね？」

「あー……そうだったね。ちょっと申し訳ないことしちゃったかなー」

　先輩たちが、柿原君のことで申し訳なさそうにしている。

　ふと、思った。

　どうして私は、彼の体調を崩してしまうほどの努力を知らないのだろうと。

　彼のことを見ていなかったわけじゃない。

　少なくとも、ここにいる人たちよりは私の方が一緒にいた時間は長いはずだ。

　――――例えば。

　もし彼自身が、そうなるように、気づかれないように立ち回っていたんだとしたら……。

『祐ゆう介すけ君のこと、よく見ていてあげて』

　志し藤どう君の言葉を、頭の中で反はん芻すうする。

　言われた時はよく意味が分かっていなかったけれど、今になって少し理解できた。

　私がこの目で見ておかなければならないのは、志藤君じゃない。

　志藤君は一人で何でもできる。

　どこか大人びた雰囲気を持ち、不思議と頼りたくなってしまうその様子に私は憧れた。

　心が惹ひかれたのも事実だけれど、それ以上に志藤君のようになりたいと思っていたんだ。

　だから、側そばにいたいと思った。

　側にいれば、きっと自分も同じように大人に近づけると思ったから――――。

「……っ」

　気づいてしまったが故に、罪悪感で胸がきゅっと締め付けられる。

　私は自分の成長のために、志藤君を利用してしまうところだった。

　取り返しのつかないことになる前に、気づけて良かった。

　……いや、気づかせてもらえてよかった。

　最後の最後まで、やっぱり志藤君は凄い人だ。

　靄もやが晴れたようなすっきりした頭の中に、柿原君のいつもの顔が浮かんでくる。

　一年生の最初の頃、塾の帰りに私が怖い人に声をかけられると、彼は必ず助けに来てくれた。

　だけどその姿を見ても、私は彼を王子様だとは思わなかった。

　そう呼ぶには、彼はいつも必死すぎる。

　立ち向かうために恐怖を押し殺し、それに伴って湧き上がる涙を堪こらえて。

　彼は完璧超人の王子様なんてものではなく、いつだって全力な優しいヒーローだった。

　そんな彼を支えたいと思ったから、私は大人に、強い人に憧れた。

　いつの間にか泣き虫も直り、皆から頼られる存在になってしまった彼ではあるけれど、私は知っているはず。

　柿原祐介という少年は、私の前ではいつも格好つけようとすることを。

　そのまま無茶をして、今だって体調を崩しているであろうことを。

　そして、私の前で格好つけようとする意味を。

「……先生、ごめんなさい。急用を思い出しました」

「え？　どうしたの？」

「ごめんなさい！　行かなきゃならないところがあるんです！」

「え、え!?　二に階かい堂どうさん!?」

　困惑する春川先生の声を背中に受けながら、廊下をいつもより大きな歩幅で歩いていく。

　友人の声かけも無視し、校門を抜け、私は走り出した。

　何かを伝えたいわけでもない。何かを話したいわけでもない。

　ただ今は――――とにかく彼に会いたかった。
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「――――おっと、何だかんだいい時間になっちまったな」

　堂本の言葉を受けてスマホを確認してみれば、もう夕飯時と呼んで差さし支つかえない時間になってしまっていた。

　今から学校に戻ったとしても、下校時間になってしまうだろう。

「悪いな、まだ体調も悪いはずなのに話し込んじまって」

「いいさ。俺も二人のおかげで気分が楽になったから、むしろ色々話せて助かったよ」

　柿原はそう言ってくれるが、さすがに二時間くらいこの部屋で話し込んでしまったのは申し訳ないとしか言いようがない。

　病は気からというくらいだしメンタル回復に一役買えたのならよかったと思うが、体力的にはそうも言っていられないだろう。

「念のため明日も休んだら、その次の日からはちゃんと出席するから」

「うん、待ってるよ」

「……ありがとう。それで……その」

　何やら言いにくそうにしていた柿原だったが、意を決したように一つ頷うなずくと、口を開く。

「俺が復帰したら、また一緒にスタジオ練習……してくれないか？」

　その問いかけに、俺と堂どう本もとは顔を見合わせる。

　元々そのつもりだった俺たちとしては、改めてかしこまった様子で言われたことが少しおかしくて。

　笑いそうになる表情筋を無理やり真剣な顔に保ちながら、柿原に向き直る。

「また予約は取っといてやるけど、今度またあんな腑ふ抜ぬけた演奏しやがったらただじゃおかねぇぞ？」

「俺はまだまだ初心者だけど、その時ばかりは竜りゆう二じ君に便乗して怒るから。ただじゃおかねぇぞ、って」

　俺たちがわざとからかうようにそう告げれば、柿原は申し訳なさそうに、それでいてどこか楽しそうに頭を搔かいた。

「よし、こうして一段落したことだし！　後夜祭の本番ではどかーんとぶちかましてやろうぜ！　一番楽しんでるのは俺たちだ！　って気持ちでよ！」

「一番楽しんでるのは俺たち……か。そうだな。楽しんだ者勝ちだもんな」

「おうよ！　よぅし……やってやるぜ！」

　堂本と柿原の二人は、燃える気持ちの勢いをそのままに両腕を天井に突き出した。

（……これが本当の青春ってやつか？）

　そうだったらいいな。

　彼らと行ったプールで経験したあの苦しさとは違う、晴れやかな空気。

　こんな空気であれば、決して不快ではない。

　そんなことを思いながら、俺も腕を突き上げる。

　さすがに恥ずかしさが勝ったから、二人よりは控えめだけれど。

「そんじゃまあ、俺たちは帰る――――」

　その時、堂本の言葉を遮るようにして、柿かき原はらの家のチャイムの音が響き渡った。

　どうやら誰か来たらしい。

「お、客か？」

「うーん、知り合いが来る予定とかはなかったけど……別に通販で何か頼んだわけでもないし……」

　ともあれ、一応誰が来たかは確認した方がいいだろう。

　俺は立ち上がり、部屋の出口へと歩み寄った。

「どうせ帰るわけだし、俺と竜二君で確認してこようか？　訪問販売とかだったら追い返さないといけないし」

　さすがに体調を崩した奴やつにそれをやらせるわけにはいかない。

「ああ、助かるよ。頼んでいいか？」

「おう、任せとけ」

　ついでに帰る流れになるだろうと判断した俺たちは、帰り支度を整えて部屋を出る。

　廊下を通り、インターホンにつけられたカメラの映像を確認しに行くと、そこには予想外の人物が映っていた。

「……マジか」

　堂本が驚くと同時、俺も目を見開くほど驚いていた。

　そこにいたのは、柿原の想おもい人びと、二階堂梓あずさ。

　乱れた髪と肩で息をしている様子を見る限り、かなり急いでここまで来たらしい。

「追い返すわけにはいかなくなったね……」

「……だな」

　二人で玄関に向かい、扉を開ける。

　扉の向こうにいた二階堂は、俺と堂本を見て困惑した表情を浮かべた。

「あ……二人ともまだ残ってたんだ」

「お、おう。どうしたんだよ、梓。お前も祐介の見舞いか？」

「……うん。私も柿原君のために何かできないかと思って」

　薄く頰を赤らめ、二階堂はそう告げた。

　彼女の頰が赤いのは、走ってきたからか、それとも――――。

「そっか。じゃあ、俺たちはこのまま出て行った方がよさそうだな」

「うん。そうだね」

　堂本と顔を見合わせ、二階堂の横をすり抜ける。

　彼女の気持ちに変化が訪れたのなら、それは俺たちにとっては好都合。

　後夜祭での告白に希望が見えてきたと言っても過言じゃないだろう。

「……志藤君！」

「ん？」

　去り際、二階堂に声をかけられた俺は振り返る。

「あの時断ってくれて……柿原君のことを任せてくれて、ありがとう！　私が本当に見ておかないといけないものに、ようやく気付けたよ」

「……どういたしまして」

　何がきっかけで心情が変化したのか気になっていたが、そういうことか。

　その時俺がはっきり断ったことが、功を奏したらしい。

（最初からそうしてやればよかったな……）

　後悔してももう遅い。

　結局事を難しくしていたのは、俺たちそれぞれが持っていた恐怖心のせいだったということだ。

　傷つく恐怖、傷つける恐怖。

　どちらも恐ろしいものなんてことは、皆分かっている。

　だけどそこから一歩踏み出せば、世界はこんなにもスムーズに動き出すんだ。

「凛りん太た郎ろう、ありがとうな。ここまで付き合ってくれて」

「急にどうしたの？」

「お前が俺たちとつるむようになってくれたおかげで、何もかもいい方向に向かいそうだから、な」

　堂本は嬉うれしそうに笑みを浮かべながら、そう言った。

　それが何だか俺にとっても嬉しくて。

　俺は自分が思っている以上に、彼らのことを近い存在だと認識していたのかもしれない。

「んじゃ、また明日な。お前も練習サボるなよ？」

「分かってるよ。皆で楽しめるように頑張るさ」

「おう。頑張ろうぜ」

　徒歩で帰ることのできる堂本とは、駅へと続く別れ道で解散することになった。

　駅に着いた俺は電車に乗り、自宅マンションの最寄駅にて降りる。

　一人で帰り道を歩きながら、俺は胸の底から湧いてくる満足感に浸っていた。

「ん……？」

　そんな俺の側そばに、突然黒い高級車が並走してくる。

　俺が足を止めると車は完全に停止し、助手席の窓が開いた。

「――――ご機嫌ですね、凛太郎様」

　顔を出したのは、二十代後半の銀髪の女性。

　どこか玲れいと同じ雰囲気を感じるのは、彼女に外国の血が流れているからか。

「……ソフィアさん」

「覚えていただいてましたか、光栄でございます」

　彼女は事務的に、淡々とそう告げる。

　ソフィア・コルニロフ。とある会社に勤めているこの女性の名だ。

　顔だけは何とか平静を装っている俺だが、実のところ、内心は酷ひどく混乱している。

「大学を卒業するまで、あんたらとは接触しない約束だったはずだけど」

「存じ上げております。ただ、少々緊急事態でして」

　ソフィアさんは懐から一封の封筒を取り出すと、それを俺に対して差し出してきた。

「貴方あなたのお父様からの手紙でございます。どうか内容のご確認を」

「……いらないと言ったら？」

「その際は凛太郎様の家のポストに入れさせていただきます。確認してくださるまで、何度でも」

　俺は深く深くため息を吐つき、手紙を受け取る。

　せっかくいい気分で帰ろうとしていたのに、すべてが台無しだ。

　受け取った手紙を乱暴にズボンのポケットに突っ込み、横目で彼女に視線を送る。

「……親おや父じに伝えておいてくれ。約束も守れねぇ奴が社長なんてやってんじゃねぇって」

「かしこまりました」

　車の窓が閉じ、俺の横から去っていく。

　晴れ渡っていた俺の心にはいつの間にか暗雲が垂れ込め、酷く肩が重くなった気がした。

（気をしっかり持たなくちゃな……）

　ポケットに入れた手紙を力いっぱい握りしめながら、再び帰路を歩き出す。

　せっかく柿原が回復したんだ。

　ここで俺がおかしくなるわけには、いかない。
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「衣装届いたよー！」

　文化祭前日の放課後。

　教室内に残った俺たちの下に、ダンボール箱を抱えた女子たちが駆け込んでくる。

　その後ろからさらに大きなダンボール箱を持った柿原が現れると、それを俺たちの前に置いた。

「予算の都合で極力レンタル数を少なくするために、ちょっとサイズが合わなくなる人も出るかもしれないんだけど……とりあえずは一日目と二日目で使い回していく感じで頼む」

　フロアの人間は基本的に男子三人、女子三人という人数配分で、二時間ごとにローテーションさせていく。

　そしてキッチンの人間も同じ人数で回していくため、最低でもクラス全員がフロアとキッチンの両方を二時間ずつ担当するというシステムだ。

　ちなみに初め時間割を雪ゆき緒おと合わせるつもりだったのだが、あいつが女子から誘われて一緒に回ることになったため、この話は破談となっている。

　さらに加えて言うのであれば、相手の女子はあの調理実習の時に雪緒を誘った宮みや本もとさんだ。

　順調に青春していて何よりである。

　――――と俺が雪緒に伝えると、奴は何な故ぜか頰を膨らませて不服そうな態度を取った。

　かなり長い付き合いだと思っていたのだが、雪緒に関してはまだまだ理解できない部分が多い。

「もう内装の準備は終わっているし、今日は衣装合わせできる人は合わせて、後はゆっくり休んでくれ。ひとまず！　明日から二日間、頑張りましょう！」

「「「おー！」」」

　柿原の鼓舞に合わせ、クラスメイトたちは気合が入った様子で声を上げる。

「あ、柿原君。明日トラブルが起きた時に備えて確認しておきたい部分があるんだけど……時間大丈夫？」

「ん？　ああ、大丈夫。何から話す？」

「えっとね……」

　いざ解散という流れになったところで、柿原の下に近寄る二に階かい堂どうの姿が目に入る。

　柿原が復帰してからここまで、恐ろしくスムーズに準備が進んだ。

　それもこれも、今まで以上に二階堂が奴やつのことを献身的に支えたからだろう。

　あの日、柿かき原はらの家を訪ねた二階堂が、実際に二人で何を話したのかは分からない。だけど二人の関係が進展したということは間違いなさそうだ。

　あるべきものがあるべき場所に落ち着いたというか、何というか。

　ともかく俺の胃を痛める原因が一つなくなったと考えていいだろう。

　この調子なら、柿原の告白も上う手まく行く……かもしれない。

「凛太郎、僕らも帰ろ？」

「おう。今行く」

　学生鞄かばんを肩にかけ、俺は雪緒について教室を出る。

　その際、丁度ドアの近くで話し込んでいた女子二人の会話が聞こえてきた。

「ねぇねぇ、乙おと咲さきさんのメイド姿ってどんな感じかな？」

「マジ楽しみだよねー！　しかもすぐ側で見られるんだから、クラスメイトでよかったーって感じ！」

　――――まあ、気になるよな。

　女子からの要望で、フロアの衣装はメイド喫茶などでよく見るスカートが短いタイプの物となっている。理由は可愛かわいいから、らしい。

　一部男子にやたらとクラシックメイドを推して来る奴がいたりと、少し議論になりかけたのだが、いわゆる〝映え〟を意識したイケイケ女子どもの圧力に負けて引っ込んでしまった。

　……哀れ。

「……凛太郎も乙咲さんのメイド姿には興味ある感じ？」

「へ？　え、ま、まあ？　そこは健全な男子だし……ある程度は」

「……すけべ」

「ぶっ飛ばすぞ」

　やたらとジト目で見てくる雪緒と軽口を叩たたき合いながら、帰路を歩む。

（そう言えば……結局最初に見せるってのは難しかったな）

　電車の窓から外を眺めながら、玲とのやり取りを思い出す。

　あいつは俺の執事服姿を誰よりも最初に見たいと言ってくれていたが、レンタルした大事な衣装を持ち帰るわけにもいかず。

　結局俺も玲のメイド姿を初めに見ることは叶かなわないわけで――――。

　仕方ないことだと割り切ることはできるが、残念なものは残念だ。

　俺にだってスケベ心は山ほどあるのだから。







　マンションまで帰ってきた俺は、オートロックを抜けて我が家のドアの前に立つ。

　そして鍵を使って中に入れば、いつもとは違うちょっとした違和感に気づいた。

「……靴が多い」

　玄関に綺き麗れいに揃そろえて置かれている靴は、玲がよく履いているものだ。

　急きゆう遽きよ仕事の打ち合わせが入ったとかで学校を休んだ彼女だが、もう解放されたらしい。

　どうせ中でくつろいでるのだろうと廊下に足を乗せたその時、リビングの扉が開き、玲が姿を現した。

　――――しかし。

「お、お前……」

「……おかえりなさいませ、ご主人様」

　そんな言葉と共に、玲は綺麗なお辞儀をする。

　その格好はどこからどう見てもメイド服……いや、メイド服をモチーフにした、ミルスタのＭＶ用衣装だ。動画配信サイトで配信されているミルスタの楽曲の中で、この衣装を見たことがある。

　明らかにキョドりまくっている俺を前にして、玲は首を傾かしげた。

「りん――――じゃなかった、ご主人様、どうしたの？」

「あ、いや……」







[image: ]







　何と言えばいいのだろうか。

　画面越しにしか見ていなかった衣装を着ているスーパーアイドルが、同じ空間の空気を吸っている。

　それがあまりにも現実離れしている出来事のせいで、頭の整理が追いつかない。

「もしかして……似合ってなかった？」

「いや、いやいやいや！　そんなことは断じてない！」

　申し訳なさそうに目を伏せる玲を見て、俺は慌てて否定に走る。

「めちゃくちゃ似合ってる！　めっちゃ可愛い……ぞ？」

「そう？　ならよかった」

　テンパり過ぎてめちゃくちゃ乱れた言葉で喚わめいてしまった。

　冷静さを取り戻すために頰を叩き、改めて玲の姿を見る。

　うむ、何も言うことがないくらいに魅力的だ。

　これを着るためだけに本格的なメイクも施したのか、普段よりも顔立ちが整って見える。

　……ここで冷静に考えて欲しい。

　学生服を着た普段の乙咲玲ですら一般人離れしている容姿なのに、それをさらに整えたとなると、間近で見てしまった俺にどんな影響があるのかを。

　語彙力が溶けてしまっても仕方ないことだと思わないか？

　いわゆるこれが〝限界化〟ってやつなのかもしれない。

　最近ミルスタのファン界かい隈わいで聞く言葉なのだが、まさか自分がそれを使うことになるとは思わなかった。

「文化祭で着る衣装は凛りん太た郎ろうに一番には見せられないけど、どうしても見せたいって思ったから……事務所に衣装だけ借りてきたの」

「お前は本当に可愛いなぁ」

「え……どうしたの？　凛太郎」

「悪い。何か漏れた」

　まずい。こんなのは俺じゃない。

　早く真面目な感想を言えるようにならなければ、どんどん自分が自分じゃなくなっていく気がする。

　というかそもそも俺の服装に対する好みは、ホットパンツやショートパンツのような太ももが魅力的に映る格好だ。故に別にメイド服フェチというわけでは――――。

「……あ」

　いや、めっちゃ太もも見えてるな。

　ライブの衣装だし、スカートの中身は激しい運動にも対応できるような仕組みになっているだろうけど、膝上にはしっかりとガーターベルトとスカートによる絶対領域が作られていた。

　うん、これは俺に刺さってしまうかもしれん。

　勘違いされたくないから何度でも言っておくが、俺だって毎日必死に堪こらえているだけで、立派に欲情できる男子高校生なのだ。

　そりゃ興奮くらいするだろうよ。ね？

「とにかく、喜んでくれたみたいでよかった」

「……ありがとな。俺も執事服みたいな何かを用意できたらよかったんだけど」

「それは仕方ない。私もたまたまＭＶで使った物が残ってただけだから」

　確かに、滅多にたまたま執事服を持っていたなんてことはない。

「……っていうか、悪い。俺のフロアのシフト明日になっちまった」

　そうだ、最初にこれを謝っておかなければならなかった。

　俺のシフトは、初日にフロア、そして二日目にキッチンという形。

　玲れいは一般の客を入れる都合上、初日は出席することができない。

　つまり見たいと言ってくれた俺の執事姿を見せることができないというわけだ。

　これに関しては、本当は今日衣装合わせの際に見せることができるだろうという考えがあったからこその選択だった。

　しかし玲が急な仕事で欠席してしまい、上手いこと嚙かみ合わなくなったというわけである。

「私の仕事のタイミングも悪かった。だから、私の方こそごめんなさい。でも、大丈夫」

　そう口にして、玲は胸を張る。

　相変わらず表情筋の動きこそ少ないが、この顔はよからぬことを考えている顔な気がした。

「私に、名案がある」
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　そしてついに、文化祭当日が訪れた。

　朝早くから学校に集まった俺たちは、教室に集まり各々の準備を始める。

　この教室内に、当然ながら玲の姿はない。

（いい考えがあるって言ってたけど……）

　何か嫌な予感がするんだよなぁ。

　俺は普段の乙咲玲のことを頭がいい存在だと思っているが、それはあくまで〝普段の〟彼女であればという話であり、欲望に任せた突発的な行動のことは指していない。

　何かめちゃくちゃな行動を起こさなければいいのだが――――。

「凛太郎！　衣装合わせするよ！」

「ん？　ああ……」

　雪ゆき緒おに呼ばれ、俺は衣装がある場所へと向かう。

　衣装は六着しかなく、三着はホール用であり、もう三着はサイズが合いにくい場合における予備だ。

　そうして余った衣装に関しては、時間のある人間が自由に着て宣伝として出歩くことになっている。

　ちなみに女子の方も同じだ。

「あ、志し藤どうも今日だっけ？」

「うん。三番目の予定だよ」

　俺が近づいてきたことに気づいた衣装を持っているクラスメイトは、俺の背丈を一いち瞥べつして衣装を一着渡してきた。

「志藤は１８０はいってないよな？」

「ああ、そこまではいってないよ」

「まあ平均よりはでかいし、Ｌサイズで合わせてみてくれ」

「了解」

　渡されたＬサイズのジャケットを羽織ると、俺にはぴったりのサイズであることが分かった。

　普段着を買う時も基本的にはＬサイズを目安にしているから、これもこのままで大丈夫だろう。

「ジャケットが合うなら大丈夫だな。中身に関しては自分のワイシャツをそのまま着てもらって、蝶ちようネクタイとズボンはここにあるやつを使ってくれ」

「分かったよ」

　俺がこれを着ることになるのは、文化祭開始から四時間後。

　二時間単位で三コマある一日のスケジュールのうち、最後のホールを担当することになっている。

　俺がそこを希望してシフトを組んでもらったのだが、理由としてはまず客が少なくなることが見込まれるからだ。

　去年の傾向からして、一般客の大部分が午前中で満足して帰っていく。

　もちろんそれでも目に見えての変化は期待できないだろうけど、俺がこの時間を選んだのにはもう一つ理由があった。

「三番目かぁ……羨ましいな。一番目と三番目はストリートダンス部のステージの時間と被かぶってるもんなぁ」

「ははは、じゃんけんで勝ててよかったよ」

　表向きは爽やかに。そして内心でほくそ笑む。

　うちの学校にはストリートダンス部というものがあり、男女問わず様々なダンスに取り組んでいる。

　彼らのステージはかなりクオリティが高く、毎年生徒も一般客も問わず多くの観客を集めていた。

　故にその時間帯は他の出し物に対する客が少なくなる。いつでも訪れることのできる店系に対し、時間が決まっている公演系の出し物に人が集まるのは当然と言えるからだ。

　それを理解しているコスプレ自体にそこまで乗り気でない連中としては、狙わない理由がない。

　もちろん俺も執事服を着て人前に立つことに喜びを覚えるタイプではないため、極力人に見られない方がありがたいわけで。

　特定の時間を狙う他のライバルたちとの運試し（と言う名のじゃんけん）に勝利した俺は、見事目当ての時間を手に入れたのだ。

　――――と、思っていたのに。

「でも三番目って柿かき原はらと堂どう本もとも一緒だよな？　結局あいつら目当ての客が来そうだよな」

「……ウン、ソウダネ」

　そう、何な故ぜかあいつらと同じ時間帯なのだ。

　クラスカースト一位の陽キャ筆頭みたいな連中なのに、何故かこの時間を狙い、そして何故かじゃんけんにまで勝利したのである。

　主人公のような絶対の運を持っていると言うか、補正がかかっているというか。

　ともかく目で見て分かるイケメン二人が執事姿で出迎えるのだ。

　噂うわさはすでに他校にまで及んでいると聞くし、一目見ようとする連中が多くなっても不思議ではない。何ならストリートダンスを見た後にこっちに流れてくる可能性もある。

　要するに、楽できると思っていた俺のプランは無に帰したということだ。

「よぉ、凛太郎。衣装合わせできたか？」

「あ……ＬＬサイズの男だ」

「ははっ、何だよそのあだ名」

　やけに楽しそうに、柿原を引き連れた堂本が俺の下にやってくる。

　ガタイのいい堂本は俺よりもワンサイズ上のジャケットを羽織っており、隣にいる柿原は俺と同じＬサイズのジャケットを手に持っていた。

「なあ、凛太郎。何かやたらと女子たちが俺の見た目を整えようとするんだけど、そんなに今日の俺やばいかな？」

「……いや」

　不安そうに問いかけてくる柿原の見た目は、普段通り憎らしいくらいの好青年だ。

　周りの女子がそうやって彼を取り囲む理由としては、最強の執事を誕生させたいが為ためだろう。

「素材がいいから、理想の執事って感じで完璧に整えたいんじゃないかな？　祐ゆう介すけ君自体はいつも通りだよ」

「そ、そうか？　うーん……まあ凛太郎が言うなら」

　こいつの憎たらしいところの一つは、自分が優れていることへの自覚がない部分である。

　と言いつつも、変に気取ってくる奴やつよりは百万倍マシだけどな。

　玲に迫っていた金きん城じようがいい見本だ。

「……そろそろ時間か」

　柿原が壁に備え付けられた時計を見て言う。

　あと十分かそこらで、一般客が入れる時間だ。最初の当番はもう準備を終えて配置についていなければならない。

「よし、皆！　改めて頑張ろう！」

「「「おー！」」」

　こうして、今年の文化祭が幕を開けた。
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「……平和だ」

　俺は校内を歩きながら、極めて小さな声でつぶやいた。

　人口密度はかなり濃い。以前からこの学校の文化祭は評判がいいし、ちらほら他校生の姿も見受けられる。

　そのせいかうちの生徒が他校生にナンパされているところと遭遇したが、逆にこっちの男子が他校の女子に声をかけている姿もあるため、それはお互い様ということで。

　教師も巡回しているし、万が一トラブルが起きても何とかしてくれるだろう。

　――――さて。

「……暇だね、凛りん太た郎ろう」

「ああ、暇だな」

　俺は隣にいる雪緒とそんな会話をしながら、廊下を歩く。

　雪緒が女子と文化祭を回るのは明日。この後ホールとキッチンをそれぞれ一コマずつこなして、明日は完全にフリーという形にするらしい。

「とりあえず小腹でも満たす？　外じゃ焼きそば売ってる場所もあるらしいけど」

「朝飯はしっかり食ってきちまったんだよなぁ」

「じゃあかき氷とかは？」

「ラインナップが屋台すぎねぇか？」

「そういうテーマらしいよ。Ｃ組がやってるって」

　へぇ――――と口にして気づいたが、俺はあまりにも他のクラスのことに無頓着だった。

　思えば、クラス単位の出し物に関しては何があるのかすら把握していない。

　どうりで暇になるはずだ。何せ目標がないわけだからな。

「んじゃ行ってみるか。見て回るだけでも時間潰せそうだし」

「そうだね」

　二人して校舎から出てみれば、外には確かに祭りの屋台のような出し物がいくつか並んでいた。

　運動部の男子が必死に大量の焼きそばを焼いている姿は、見る者に本物の屋台を想起させる。

「外で焼きそばを買うなんて何年ぶりだろ？　ちょっと楽しみだなぁ」

　そうだな、と言おうとして口を閉じる。

　思えば柿原たちと行ったプールで食べたではないか。あの時の味を思い出すと、空腹が突然加速したような感覚に襲われた。

「……やっぱり俺も食べるか」

「お、食いしん坊だね」

「どっかの金髪アイドルには負けるわ」

　あいつの食欲は常識を超えていると言っても過言ではない。

　あの食い意地に比べれば、俺の食欲なんて可愛かわいいものだ。

『――――ねぇ、本当かな？』

「……ん？」

　屋台に向かう途中、一般客とすれ違った際に聞こえてきた声に思わず反応してしまう。

『ここってあのミルスタのレイが通ってる学校なんでしょ？　ネットで見たもん。絶対どこかにいるって』

『でもそれじゃ騒ぎになっちゃわない？』

『いいからいいから！　とりあえずレイのクラスに行ってみようよ！』

　……まあ、そういうことが目当ての客もいるわな。

　玲れいと会えるかもしれないと期待する気持ちは理解できる。

　ただどう頑張ろうが、今日のところは学校にすら来ていないのだから会えるわけがないのだ。

　気がかりなのは、それだけのことで俺たちに文句を言ってくるような厄介な輩やからがいるかもしれないという点。

　願わくは、何のトラブルもなくこのイベントを乗り切りたいものだ。







「んー、そろそろ時間かな」

　雪ゆき緒おはスマホで時間を確認した後、そう告げた。

　何だかんだ二人であれやこれや回った結果、長いと思っていた二時間はあっという間に過ぎようとしている。

「凛太郎はこの後どうするの？」

「……マジでやることないし、裏方の手伝いでもしようかなって」

「そ、それはあまりにも悲しくないかなぁ」

「さすがに冗談だ。……ひとまず教室には戻るけどな。お前の執事服姿も見ておかないと」

「えー！　そう言われると何か照れるんだけど……」

　こいつが何故もじもじするのかが分からないが、少しでも照れてくれるのであればからかいに行く価値があるってものである。

　そうして俺たちが教室へと引き返そうとした時、目の前から見覚えのある男が歩いてきた。

　くどいくらいの濃い金髪にいけ好かない態度のこの男は、無謀にも玲を口説こうとしたあの金城である。

「おいおい、まだ集まんねぇのかよ」

「悪い悪い。あいつら基本昼まで寝てるからよぉ……でもしばらくしたらちゃんと来るって」

「来なかったらただじゃ置かねぇぞ、マジで」

　金城は一般客らしきガラの悪い男と共に、俺たちの横を通り過ぎる。

　ザ・不良と言った感じのお友達だが、彼が道端の捨て猫に傘を差し伸べるタイプの不良であることを祈りたい。何なら拾って飼うタイプでもいいぞ。

「ん？　どうしたの、凛太郎」

「……いや、何でもねぇ」

　何となく嫌な予感がして気にしてしまったが、金城が友人を招待すること自体何も不思議ではない。

　この状況においては、勝手な先入観で警戒してしまう俺の方が失礼というものだろう。

　しかし――――こういう時の嫌な予感ほど当たってしまうものはないんだよなぁ。







「どうしてこうなるのさ！」

　教室内にパーテーションで作ったひと区画の休憩室に、雪緒の声が響く。

　俺も関係者として側そばにいるのだが、目の前の光景に対して笑いを堪こらえきれなかった。

「ごめんって！　でも宣伝役の人が一番小さいサイズを着たまま出てっちゃったんだもん！」

「うう……事情は分かるけどさぁ」

　今の話で大体察してもらえたと思うが、雪緒の着る予定だった執事服が現在宣伝役のうちの一人に持っていかれてしまったらしい。

　戻ってくるよう連絡を入れたが、今のところ繫つながらないまま。

　おそらく文化祭を楽しみ過ぎて気づかなかった、なんてオチだろう。

　と、言うわけで。

　雪緒はやむなく残っていた他の衣装――――つまるところ女子用のメイド服を身に纏まとうことになった。

　顔を赤くして恥ずかしさのあまり俯うつむく雪緒に対し、それを着るように願った女子たちはどこか楽しげである。

「うー！　凛太郎！　君もそんなに笑わなくていいじゃん！」

「ははっ、ごめんごめん。あまりにも似合い過ぎててさ」

「え？」
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　周りにクラスメイトがいる手前、普段の猫被かぶりモードで対応すると、雪緒は一瞬きょとんとした表情を浮かべた。

　実際のところ。元々男子としてはあまりにも可愛らしすぎると評判だった雪緒が、メイド服という名の可愛さの重装備を身に纏っているわけで。

　それが魅力的でないわけがないのだ。

　俺もこいつが男だと分かっていなければ、先ほどの赤面した顔を見て心をグラつかせていたかもしれない。

「ほ、ほんとに似合ってる……？」

「うん。それはもう物もの凄すごく」

「噓うそじゃないよね？」

　こいつ、俺が猫被りモードだからって、もしかして俺の言葉自体を疑っているのか？

「噓なわけあるもんか。皆もそう思うだろ？」

　この場にいる女子へと問いかければ、彼女らもコクコクと頷うなずく。

　これが証拠だとばかりに雪緒にウィンクを飛ばしてやれば、ようやく信じたようで、今までにないニヤケ面を俺たちに見せた。

「そ、そうなんだ……それなら、いいかな」

　いや、よくはないだろ。

「じゃあ凛太郎、行ってくるね！」

「お、おう。頑張れ」

　何な故ぜこんなにもはしゃいでいるのか分からないが、本人が楽しそうなら……まあ、いいか。

　意気揚々と一つ前のホール係と入れ替わった雪緒を見送り、俺は近くの席に腰掛ける。

　ここで少しの間時間を潰すつもりだが、回転率を考えて長居するつもりはない。消化しきれなかった時間に関しては一人でその辺をぶらつくつもりだ。

「おかえりなさいませー、ご主人様っ」

「……やむを得ない事情があったにしてはノリノリじゃねぇか」

「こうなっちゃったものは仕方ないんだし、楽しまなきゃ損じゃない？」

　そう言いながらスカートのフリルを見せびらかすように身を翻す雪緒は、自分の執事服がないと分かった時の表情と比べていささか楽しげだ。

　嫌々やらされているよりはよっぽどマシだが、あまりの適応っぷりに少し呆あきれてしまう。

「ご注文は？」

「じゃあ……水信玄餅と、紅茶で」

「かしこまりました」

　注文をメモした雪緒がキッチン側にそれを伝えに行く。

　その間に俺は、自分の座る端っこの席から周囲を見渡した。

　客入りはまあまあと言ったところ。全体の一般客も徐々に徐々に増えているようで、俺が座ってしばらくしたら廊下に列ができ始めているのが分かった。

　そもそも客が来ないなんて寂しい話にならなくて、まずは安心する。

「はい、ご主人様。ご注文していただいた品です」

「おい……そのご主人様ってすげぇむず痒がゆいんだが」

「えー？　でもそう言うことが決まりなんだから、受け入れてもらわないと困るよ」

　ニヤニヤとからかうような笑みを浮かべながら、雪緒は俺の前に注文した水信玄餅と紅茶を置く。

　自分が提案した物とは言え、我ながらこの水信玄餅は注目が惹ひけそうだ。

　味も――――うん、俺が教えた通りにちゃんと作ってくれている。

『……なあ、あの子可愛くね？』

『めっちゃ分かる。後で声かけてみようかな……』

『おい、待てよ。先に目を付けたのは俺だぜ？』

　俺が紅茶を啜すすっていると、ちょうど隣の席からそんな男たちのやり取りが聞こえてきた。

　彼らの目線を辿たどれば、その先にはメイド姿の雪緒がいる。

　見た目が若いことと私服でいるところを見るに、おそらくは他校生。

　気の毒なことだが、そうなると雪緒が男であるということも知らないわけで。後になって知ってしまった時のショックが極力小さいことを祈る。







　それからまたしばらく時間が経たち。

　水信玄餅を完食してしまった俺は、残った紅茶を一気に飲み干して席を立った。

　それに気づいた雪緒が、料理を運ぶためのお盆を持ったまま近寄ってくる。

「もう行くの？　凛りん太た郎ろう」

「ああ、いくら自分のクラスだからって居座るのも悪いしな。残りの時間頑張れよ」

「うん。えへへ、ボクもこの後の君の執事姿が楽しみだからね。それを糧に頑張るよ」

「そんなに期待しないでもらえると助かるんだが……」

　うーん、まあ一切期待されないってよりはありがたいと思えるけども。

　しかしそれはそれでがっかりさせてしまった時が申し訳ないというか、困るというか。

　とりあえずその辺りの話は勝手にしてもらって、俺は自分の仕事を淡々とこなすことに努めようとは思っている。

　俺が再び教室に戻らなければならなくなるまで、あと一時間以上も残ってしまった。

　演劇部辺りの公演を見ることはできそうだが、さて――――。

「ん……？」

　ふと廊下の窓から外へと視線を投げた時、ちょうどそこを歩いていた男たちが視界に入った。

　彼らは雪緒を前にした男子と同じように、たった今横を通り過ぎた三人の女子に呆ほうけた視線を向けている。

　俺の視線も彼らに釣られるようにして、その女子たちに吸い寄せられた。

「……どっかで見たような」

　この距離からでも三人がとんでもない美少女であることが分かる。

　俺の視界に入った男子たち以外にも、彼女らの顔の造形に気づいた幾人かはその場で振り返っていた。

　――――まあ、偶然だろう。

　俺の知り合いにもちょうど三人組の美少女がいる。

　しかし今俺の視界に入っている彼女たちとは髪の色がまったく違うし、顔の印象も少し違う。

　俺の知っている彼女らはめちゃくちゃ変装が上う手まいが、きっとそれも関係ない。

　そう、関係ないはずなのだ。







　関係ないことは置いておいて、余った時間を酷ひどく雑に潰していく。

　適当に歩き回ったり、それこそ特に知り合いがでるわけでもないため興味を惹かれなかった演劇を見に行ったりと、一人というフットワークの軽さをこれでもかと活いかした。

　結果として思いのほか演劇を楽しむことができた満足感に浸りつつ、時間を見て教室へと戻る。

（交代十分前……こんなもんだろ）

　着替えもその他の引継ぎのための時間も考えると、五分じゃちょっと心もとない。

　客を入れるための扉とは別になっているクラスメイト用の扉を開け、雪ゆき緒おと共に来た時と同じように中に入る。

「お、よぉ！　凛太郎」

　すると、先に来ていた堂どう本もとが声をかけてきた。

　堂本はすでに執事服を身に纏っており、髪型もワックスでしっかりと整えている。

　この前のプールの時から思っていたことだが、男が憧れる男とでも言うべきだろうか。分厚い胸板のせいで胸元はかなり張っており、反対に腰はきゅっと引き締まって見事な逆三角形体型を作り上げている。

　いわゆる細マッチョ体型の柿かき原はらと違ってしっかりとゴツイ印象は受けるが、無駄な筋肉がついていないからか、ボコボコした印象はない。

「結構早く来たつもりだったんだけど、竜りゆう二じ君には負けちゃったか」

「いやー、しばらくは祐ゆう介すけとかほのかたちと一緒にいたんだけど、祐介と梓あずさが一旦実行委員の仕事で離れちまってさ。ほのかと二人で回るかーってなったんだけど、何か急に恥ずかしいとか言って顔赤くしてどっか行っちまったんだよ」

「……へぇ」

「何かあいつらしくなかったなぁ。体調でも悪いのかもしれねぇな」

　おそらくだが、その心配は見当違いだと思われる。

　柿原→二に階かい堂どう、野の木ぎ→堂本という構図だったわけか。堂本はラブコメ主人公よろしく鈍感な人間のようだし、野木もずいぶんと苦労するだろう。

　この先はさすがに俺には関係ないし、変に触れていくことはしないけど。

「悪い！　遅くなった！」

　その話が終わった時、俺の後ろにある扉を開けて息を切らした柿原が飛び込んでくる。

「大丈夫だよ、まだ交代まで五分以上残ってるし」

「そ、そうか……思いのほかトラブルの解決に手間取ってたんだけど、間に合ったならよかった……」

　息を整えつつ、柿原は自分用の衣装を手に取る。

　さて、俺もそろそろ着替えなければならない。

　大雑把なサイズだけが決まっているレンタル品であるため少し違和感は感じるが、堂本ほどギチギチのギリギリというわけではないし、問題もなさそうだ。

「凛太郎は髪の毛セットしないのか？」

「んー……正直ワックスとか得意じゃないんだよね。普段からあんまりつけないかな」

　ワックスの何が苦手かって、やはりあのベタベタだ。

　髪型をセットするということはある程度身だしなみが整うことだというのは理解しているが、髪が固くなってしまうことに酷い違和感を覚えてしまう。

　俺の髪の毛は男の割には長い方だと思うが、それにワックスをつけるのも面倒臭いというか。

「そいつはもったいなくねぇか？　そう何度もできる格好じゃないんだし、髪型もバシッて決めてみろよ」

「えぇ……？」

「い、いや、そんなにしたくねぇならいいけどよぉ」

　思いのほか俺が嫌な顔をしていたせいで、堂本を引かせてしまった。

　ただこいつの言っていることは一切間違ってはいない。

　せっかくの衣装だし、ちゃんと着飾った方が楽しめるのは事実。

「……やり方、教えてもらえる？」

「え、いいのか？」

「竜二君の言葉で確かにって思っちゃったし、たった二時間程度だって思えばやってみてもいいかなって思えたからさ」

「……そうか」

　一つ頷うなずいた柿原は、自分の使っていたワックスを手に取って俺の後ろに立つ。

「そう言うことなら手伝うよ。竜二、お前も意見をくれ」

「あいよ。どうせなら凛太郎をすげぇ男前にしてやろうじゃねぇか」

　いや、そこまではしなくていい――――。

　そう俺が告げる前に、柿原と堂本は俺の髪のセットに手を付け始める。

「ここは少し立たせてやった方がいいんじゃねぇか？」

「そうだな。それでこっちに流す感じで……」

　自分の髪を他人が触るというのは、相変わらず不思議な気分だ。

　もちろん玲れいに触られたりした時とは違って、鼓動が速くなったりはしないけれど。

「……おい、結構いい感じじゃね？」

「ああ……いい感じ過ぎるな」

　二人の視線が、身だしなみを確認するための姿見に映る俺の顔に集まっている。

　俺の目にも髪型がセットされた自分が映っているのだが、まあ、確かにいつもよりは決まっているというか。見られる格好にはなっていると思う。

　執事の格好も相まって、普段の俺らしくないのも自分から見ればポイントが高い。

「普段からちゃんと身だしなみを整えているとこんな風にできるんだね……二人ともありがとう」

「いや……むしろ俺たちが一番驚いてる」

「え？」

　マジで二人が驚いた顔をしているせいで俺は段々状況が分からなくなり、むしろこの格好がどこか変なのかと思い始めた。

　そうして俺が困った顔をしていることに気づいたのか、柿原は慌てた様子で口を開く。

「お、驚いてるって言うのは、あまりにも似合い過ぎてって意味だ！」

「そうだぜ！　何なら他の女子にも聞いてみりゃいいさ！」

　それは別にしなくていいのだが。

　まあお世辞で言っているようには見えないし、この二人から肯定的な意見をもらえただけで俺としては及第点だろう。

　そもそも一緒にいるのがこいつらである以上は、どれだけ見た目をよくしても敵かないやしないのだから。

「おーい、凛太郎。そろそろこう……たい……」

　俺たち三人のセットが終わったちょうどいいタイミングで、メイド服姿の雪緒が姿を現す。

「ん、ああ。今行く……って、どうした？」

「え？　えっと……凛太郎、だよね？」

「うん……そうだけど？」

　呆ぼう然ぜんとした様子で、雪緒は俺の顔を見ている。

　何だろう。せめて感想が欲しいところなのだが、もしかして柿原たちがいる手前普段通りのやり取りは遠慮してくれているんだろうか？

「なあなあ！　稲いな葉ばも今日の凛太郎はイケてるって思うだろ!?」

「へ!?　あ……うん。す、すごくいいと思う」

　感想を求められ、雪緒はどこか困惑した表情を浮かべる。

　口から出た言葉に噓うその気配はしないのに、何な故ぜ複雑そうにしているのか理解できない。

「……これじゃ皆凛太郎の良さに気づいちゃうじゃん」

「何だよ、それ」

「別に何でもないよーだ。ほら、もう時間だよ！」

　雪緒の言う通り、もう交代の時間になってしまった。

　俺たちが控室もどきから教室内に出ると、中にいた連中の注目が集まる。

　一部の女子が黄色い悲鳴を上げ、柿原たちを知っている男子たちは冷やかすような歓声を上げた。

『え、噓……帰る時に限ってめっちゃイケメンが来たんだけど』

『どうしよう!?　もう一回並ぶ？』

『でもそれじゃ回り切れないし……』

　近くの席にいた他校生と思われる女子たちのそんなやり取りが聞こえてくる。

　彼女たちの感想は彼女たちだけのものではないようで、教室にいた在校生、一般客も含めて、皆が皆柿原と堂本へと視線を向けていた。

「うっ、何だかむず痒がゆいな」

「そうか？　むしろ注目されて嬉うれしいもんじゃねぇか」

「まあ嫌な気分ってわけじゃないけどさ……」

　そんな会話を繰り広げる二人をよそに、俺は奇妙な感覚に襲われていた。

　柿原と堂本の二人にばかり向けられていると思っていた視線のうちのいくつかが、何故か俺にも向けられている。

　そしてその視線の持ち主たちは何かひそひそと話し始め、俺の居心地の悪さをさらに加速させた。

　せめて悪口等は言われていないといいのだが――――。

　ともかく今やらなければならないことはホールの仕事だ。

　これまで働いていた雪緒たちと交代し、注文用のメモとメニューを運ぶためのトレーを手に持つ。

「おっしゃー！　気合入れて行くぞ！」

　堂本の勢いある声と共に、俺たちは新規の客を出迎える。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

「「きゃー！」」

「え……」

　柿原がそうして客として来た他のクラスの女子を出迎えると、彼女らは先ほどのものよりも大きな黄色い悲鳴を上げた。

　完全に柿原目当てだと分かる程度には、その反応はとても分かりやすい。

　そしてよく見れば、柿原と堂本の時間になった途端廊下にあった待機の列が長くなっている気がする。

「祐介がそっちに案内するなら……じゃあお前らはこっちだな！」

「ちょっとぉ。一応あたしたちも客なんだからちゃんと接客してよぉ」

「あ、そうだった！　わりぃわりぃ。そんじゃお嬢さん方、こちらへどうぞ」

「あ……結構いいかも」

　堂どう本もとの方は知り合いが来たらしく、数人の女子を連れて席へと案内し始めた。

　暗黙の了解で、一応男子が女子の対応、女子が男子の対応をするというのが皆ルールとして沁しみついており、一言二言自分が接客すると伝える程度のやり取りでホールは円滑に回っている。

　ここからしばらく男性客が続き、俺たちと同じ時間割でシフトに入っていた女子たちがその対応をしてくれた。

　俺もその間に既存客のメニューを聞いたり品物を運んだりして忙しく対応しつつ、やがて俺が対応すべき新規客が入口に現れたのを確認して、その対応に向かう。




　――――さて。




　いざ客を出迎えるとなると、真面目にやると少し恥ずかしいあのセリフを言わなければならなくなる。

　いくらお祭り気分で浮かれていたとしても、俺の性格上恥ずかしいものは恥ずかしい。

　しかし、もちろん言わずに済ませるわけにもいかないわけで。

　俺は一つ咳せき払ばらいをして、入口で待つ女性客たちの下へと歩み寄った。

「……おかえりなさいませ、お嬢様」

　我ながら完璧な発声だった。

　これまでの数年間、猫を被かぶりながら生活した成果のようなものが出た気がする。

「あ……えっと」

「……ん？」

　俺がそうして声をかけた客は、三人の女性だった。

　いや――――大人びたメイクをしていたから一瞬そう判断してしまったが、よく見ればかなり若くも見える。おそらく他校生か。

　さっき校内の窓から見えたやたら注目を惹ひいていた美人な一般客は、おそらくこの人たちだろう。

　ただ、それとは別に、俺は個人的に彼女たちをどこかで見たことがある気がする。

　どこかの雑誌のモデルか何かだろうか？　三人とも芸能人以上の美貌を持っているようだし、それでも不思議じゃないけれど。

（それはともかくとして……）

　とりあえずは接客をしなければならない。

　俺は気を取り直し、再び口を開いた。

「三名様でよろしいでしょうか？」

「は、はい。それでお願いします……」

「ん……？」

　先頭で俺の問いに言葉を返した一番背の低い女は、自身の口から飛び出した上ずった声を隠すがごとく顔を逸そらした。

　何だか怪しいが、害があるようにも見えない。

　俺は一つ頷いて、たった今空いた席へと案内した。

「あちらの席へどうぞ。お水をお持ちいたします」

「ひゃい……」

　先頭の彼女だけでなく、何故か後ろの二人も酷ひどく動揺した様子で教室の中に入って行く。

　害はないと感じたばかりではあるが、ここまでの謎の態度を見せられるとさすがに気を張らざるを得ない。

　申し訳ないと思いつつも、俺は彼女らの会話に聞き耳を立てた。

『ちょっと……そんなに動揺したらバレるって』

『し、仕方ないじゃないの！　あいつがあんな……あんな格好で目の前に現れたらびっくりするに決まってるでしょ!?』

『……それは否定しないけどさ』

『あんたらだって挙動不審なんだから文句言わないで！』

　――――はは、まさかな。

　何故か今の声には聞き覚えがあるけれど、俺の知り合いにこんな連中はいない。

　あいつらは金髪に赤髪に黒髪だし、今目の前にいる全員黒髪の彼女たちとは印象から全然違う。

　あいつらは特徴的な目の色を持っているけれど、ここにいる彼女らは皆黒目。見た目に関しては何から何まで全部違うのだ。

　唯一体形と身長は似ているが、極めて似ているが、マジでどこまでも似ているが、服の上から見ていたところで証拠にはなり得ない。

　だけど――――だけどなぁ。

「なあ、今日の夕飯何がいい？」

「えびフライ」

「……」

「……」

　一番後ろについて歩いていた女に話しかけると、間を置かずそんな答えが返ってきた。

　俺がジト目で睨にらみつけると、女は徐々に冷や汗を浮かべていく。

　それは彼女を連れていた前の二人も同じだった。

「……間違えた。とんかつ」

「間違えてるのはそこじゃないわよ！」

　一番小柄な女が、とんかつと言い直した女の頭にチョップを落とす。

　うん、まあそんなこったろうと思っていた。

　印象が全然違ったとしても、俺はこいつらの変装技術には何度も驚かされているわけで。目の印象と髪色が違うだけでまったく別人に見えるようになるなんて、この目が一番知っているのだ。

「ごめんね、凛りん太た郎ろう君。邪魔はしないように努力するからさ」

　ミアは俺の耳元に顔を近づけてそう告げた。

　文化祭前夜、玲れいの言っていた〝名案〟という言葉が頭に過よぎる。

　十中八九これがその名案の内容なんだろうけど、あまりにも単純すぎて思いつきすらしなかった。

「……マジで気を付けろよ」

「大丈夫。これでも演技力には自信があるんだ」

　そりゃ女優ができるレベルなのだから、自信はあるだろうよ。

　カノンもアイドルとしては器用そうだし、玲は――――まあ黙っていれば問題ないだろうし。

　こいつらもちゃんと気を付けているからこそ、美人過ぎて注目は集めてしまっているものの、いまだミルスタだとバレていないのだろう。

「凛太郎、何かトラブルか？」

「え？　あ、いや！　大丈夫！　何でもないよ」

「そうか……？」

　心配して寄って来てくれた柿かき原はらを自分の仕事に戻るよう促し、改めて玲たちを空いている席に座らせる。

「……注目されてんな」

　俺は顔は動かさないようにしながら、目だけで周囲を確認する。

　やはり男性客は意識せざるを得ないようで、チラチラと彼女たちの顔を確認するように何度も視線を動かしていた。

「そりゃそうよ。どれだけ見た目は誤魔化せても、あたしたちの溢あふれんばかりの美少女オーラは隠し切れないもの」

「その発言は頭悪そうだな」

「はぁぁぁあ!?　馬鹿って言う方が馬鹿なんですけどぉ？」

「じゃあお前だけじゃねぇか」

　俺、馬鹿なんて言ってねぇし。

「ともかく――――お嬢様方、ご注文はお決まりでしょうか？」

　執事役の俺が、傍はたから見れば初対面なはずの客に対してフランクな態度を取っているわけにもいかない。

　俺は手作りのメニュー表を眺めていた彼女たちに、とびっきりの営業スマイルと共に問いかけた。

「やめて、凛太郎。その笑顔は私に効く」

　そう告げた玲の目が、何な故ぜかハート形に歪ゆがんで見えた。

　褒められていると分かって嬉うれしく思うが、同時にちょっとだけ怖い。

「ねぇ、りん――――じゃなかった、執事さん？」

「はい、何でしょう？」

「その顔は、ボクら以外にも向けられているのかな？」

　俺はミアの質問の意図を測りかねて、首を傾かしげた。

　何か試されているのだろうか？　それなら正直に答えておこう。

「皆様が私にとっての初めての接客相手となりますので、こうしてお世話させていただいているのも、まだお嬢様方だけでございます」

「……ふーん。それならまあ、いいかな」

　どこがお気に召したのだろうか。

　ミアは満足そうにメニュー表に顔を戻す。

　それとは別に、玲とカノンもどこかニヤニヤしているというか、満足げというか。

「とりあえずおススメってある？　あたしそれがいいんだけど」

「それでしたら、水信玄餅が一番のおススメになります。飲み物でしたら緑茶、紅茶になりますね」

「そうなんだ。じゃああたしは水信玄餅と緑茶にするわ」

　カノンがそのメニューを選んだのを筆頭に、玲もミアも便乗するようにして同じメニューを告げていく。

　念のためメモに注文を書き込んだ後、俺は胸に手を置いて、彼女らに向かって頭を下げた。

「それではしばらくお待ちくださいませ、お嬢様方」

　定められたセリフを口にして、営業スマイルではない笑みを浮かべながらテーブルを後にする。

　方法はともかく、玲に執事服を見せることができたという事実は、俺にとって喜ばしいことだったから。

　とんだ爆弾が増えてしまったが、俺がやるべき仕事は変わらない。

　彼女らに注文された品を置いた後、新たな客が来たことを確認して、出迎えに行く。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　大学生くらいの女性二人組の前に立った俺は、とびっきりの営業スマイルを浮かべる。

　どうやらそれがお気に召していただけたようで、二人は何だかきゃいきゃい言いながらはしゃぎ始めた。

「二名様でよろしいでしょうか？」

「はいっ。あのあの、接客って君がやってくれるの？」

「え？　あ、はい。私の方で担当させていただきますが……」

「えー！　めっちゃ嬉しいんですけどぉ！」

　どこがお気に召したのかは分からないが、身内贔びい屓き抜きで褒められるというのも悪くない。

　少しだけ気分がよくなっていると、後ろの方であの三人が騒がしくなったのを感じ取った。

　さりげなく横目で確認してみれば、玲が水の入った紙コップを握り潰してしまったのを二人が慌てた様子で隠している。

　ダイナミックにこぼしてしまったわけではなさそうだし一旦放置しておくが、ひとまずこれ以上分かりやすく喜ぶのは控えた方がよさそうだ。

「ではこちらへどうぞ」

「はーい！」

　浮かれた様子でついてくる二人を席に案内し、注文が決まるまでに紙コップに水を入れて提供する。

　その際に何故か呼び止められた俺は、一度彼女たちの席の前で立ち止まった。

「ねぇねぇ、君なんて名前？」

「志し藤どうと申します」

「上だけじゃなくて、下の名前は？」

「……凛太郎です」

「へぇ、りんたろーくんって言うんだー。可愛かわいい名前だね」

「恐縮です」

「りんたろーくんは彼女とかいるのー？」

「いえ……現在交際している相手はいません」

「えー!?　こんなにカッコいいのにもったいなくない？」

「そんな……自分なんて大したものじゃ――――」

「でも彼女がいないならー、あたし立候補しちゃおうかなー？　なーんてね」

「ははは……」

　何だよこの会話。

　どう反応していいのか分からず、俺はとりあえず愛想笑いで流すことにした。

　あからさま過ぎるかと一瞬考えてしまったが、そんなことは関係なしに目の前の二人の女性は楽しげに笑っている。

　すると再び後ろの席からぐしゃりと何かが潰れる音が聞こえてきた。

　またもや目線だけで確認してみれば、今度は玲だけでなくミアまでもが紙コップを握り潰している。

　何だか背筋に悪寒が走った。

「凛太郎！　ちょっと手伝ってくれねぇか!?」

「え、あっ！　分かった！　今行く！」

　慌ただしく動いていた堂どう本もとに声をかけられ、俺は今まで接客していた彼女たちのテーブルから離れる。

　正直助かった。別に不快な思いをしたわけではないが、客故に無む碍げに扱えない以上、無駄に時間が取られてしまうところだった。

「えー！　行っちゃうの？」

「申し訳ありません。注文がお決まりになりましたらまたお声掛けください」

　残念そうな声を背中に受けながら、俺は柿原と堂本の手が回っていない客の対応へと向かう。

　全体的な席の数は対応しきれなくならないために少なめにしてあるつもりだが、それでも回転率が上がってくれば忙しさは増していく。

　俺たちと同じ時間帯に入ってくれている女子たちはファミレスでバイトしているらしく、男性客を手際よく捌さばいていた。申し訳ないことに、それに俺たちの対応が間に合っていない。

（くそっ……やっぱり働くもんじゃねぇな）

　まだ仕事は始まったばかりとは言え、とにかく慣れていかないことにはどうしようもない。

　すでに柿原は小慣れてきている様子が見られるし、俺も堂本もさっさとついて行けるようにならなければ――――。

「――――ほらお前ら！　さっさと来いよ！」

　そうして改めて俺が動き出した時、入口の方から苛いら立だった様子の男の声が聞こえてくる。

　そこにいたのは、他校の仲間を引き連れた金きん城じようだった。

　仲間に囲まれお山の大将気分なのか、いつも以上に態度が悪い。

　接客に向かった女子も、どことなく困った様子を見せている。

「はぁ……ったくよぉ、お前らがこんな時間まで寝てるからギリギリになっちまったじゃねぇか」

「来てやっただけでも感謝しろよぉ……俺らまだねみぃんだからよ」

　金城の後ろで欠伸あくびをしている連中は、さっき見かけた時にはいなかった奴やつらだ。

　これで合計五人。いつの間にか、だいぶ目立つ集団になっている。

「えっと……おかえりなさいませ、ご主人様。五名様でよろしいでしょうか？」

「あ？　見りゃ分かんだろ」

「し、失礼しました！　席にご案内いたします」

　だいぶ不快な態度を取っている金城は、苛立った様子のままメイド姿の女子の後ろをついていく。

　その際奴の仲間がヘラヘラとウザったらしい笑みを浮かべながら、目の前の女子へとちょっかいを出し始めた。

「へー、安っぽい感じかと思ってたけど、意外と本格的じゃん？　君も可愛いし？」

「あ、あの……やめて」

「え？　別にいいじゃんいいじゃん。ほら、ちゃんと接客してくれよー」

　男はベタベタと女子に触れようとしていて、彼女は不快そうな、怯おびえたような、そんな表情を浮かべていた。

　これはさすがに目に余る。

　やめてもらうよう声をかけに行こうとすると、その前に正義感の強い柿原が動き出した。

「あの、うちのクラスの女子に触れるのはやめてもらっていいですか？」

「は？　まだ触ってねぇだろうが。言いがかりも大概にしてくれよ。態度悪い奴だな」

「なっ……」

　態度が悪いのは明らかに向こうだが、彼らは悪びれる様子もなく、むしろ注意するために割って入った柿かき原はらのことを馬鹿にするように笑っている。

　そんな連中の顔を見て今にも怒りを爆発させようとしているのが、堂本だ。

　堂本は眉間に深い皺しわを寄せて、柿原の後ろから奴らに対して詰め寄ろうとする。

「……竜りゆう二じ、抑えてくれ」

　しかし、そんな堂本を柿原が手で制する。

「でもよ……」

「失礼しました。引き続きうちのメイド執事喫茶をお楽しみください」

　柿原はこの連中がとにかく面倒臭い相手だと判断したのだろう。

　このまま堂本を奴らに近づければ、最悪暴力沙汰になった可能性もあった。

　もちろん堂本から手を出すようなことはないだろうけど、向こうが本気で問題を起こそうとするならばそうもいかない。

　だからここは牽けん制せいだけで事を一旦治め、ここからの接客を女子と代わるつもりのようだ。

「柿原君……」

「大丈夫だから、任せてくれ」

　女子を別の接客に向かわせ、柿原が金城一派を案内し始める。

　しかし奴らがそれに不満を抱かないわけがなく――――。

「おいおい！　メイドがもてなしてくれるって聞いて来てやったのに、何で野郎に担当されなきゃならねぇんだよ！」

「申し訳ありません。彼女たちも忙しいもので」

「はぁー、冷めるわー。なあ金城ォ、お前が俺たちを連れてくる時に言ってたことは噓うそなのかよー？」

　気になる言葉を金城に投げかけたその男は、不満げなフリをしつつ狡こう猾かつな笑みを浮かべていた。

　それは奴だけでなく全員が浮かべているものであり、中心にいる金城はそんな連中をなだめるように手で制す。

「いやいや、絶対いるんだって。こいつらも騒ぎになるから隠してるだけだ」

　金城のセリフを聞いて、俺の背中に嫌な汗が伝う。

　ここに来て、ようやく金城の目的が理解できた。

「お前ら男子に用はねぇんだよ。さっさと出せや、ミルスタのレイをよぉ！」

　わざわざ声を張るようにして、金城はあいつの名前を口に出した。

　廊下にもその声が響き渡ったせいで、一般客たちがざわめきだす。

　ミルフィーユスターズのレイが通っている学校だからという理由でここを訪れている奴もいるくらいだ。そんな声が聞こえてくれば、いるはずのない人間を求めて多くの野次馬が寄ってくることだろう。

　それこそが金城の狙いだ。

　玲れいにフラれたことに対する逆恨み――――復ふく讐しゆうである。

（面倒くせぇことをやってくれたな……）

　俺は心の中で悪態をついた。

　どういう形であれ、万が一玲を巡ってこのまま客が流れ込んでくるようなことがあり、尚なお且かつそれで学校側から問題があると判断されるようなことがあれば、俺たちのメイド執事喫茶は営業停止にされる可能性がある。

　そんなことになってしまえば、俺たちの苦労がすべて水の泡だ。

「ほら、だーせーよ。どうせ集客のために来てるんだろ？　お前らもあいつの知名度を利用して人集めたいって思ってたんだろ？　さっさとその思惑を叶かなえろって」

「っ……そんな思惑はない！　そもそも彼女は学校にすら来てないんだぞ！」

「だから、それは表向きだろ？　どうせ人を集めすぎないようにとか考えて、このくらいの時間に出てくる予定だったんだろ、って」

　柿原の反論を、金城は堂々と跳ねのける。

　その声はとにかく大きくて、あたかも自分は間違ったことを一つも言っていないとでも証明するかのような態度だった。

　廊下がざわざわとうるさい。彼らが玲がいないと理解してさっさと散ってくれればありがたいのだが、噂うわさというのは広まるのはあっという間なくせに沈静化するまでには時間がかかるもので、中々正しい情報というのは伝わらない。

　少しでも事態を抑えるには、俺たちも声を張り上げて金城たちの主張を否定するしかないのだが――――。

「はぁ、何をもったいぶってんのか分からねぇけど！　俺たちはレイが出てくるまで待たせてもらおうかねぇ！」

　ニヤニヤと下品な笑みを浮かべながら、金城たちは用意された椅子に深く腰をかけ直す。

「……なあ、迷惑だからさっさと帰ってくれねぇか？　お前らがいくら呼んだところで、学校にも来てねぇ奴が出てこれるわけねぇだろ」

「だからうるせぇよ！　そんな噓で誤魔化されるかよ！」

　こいつらの主張はめちゃくちゃだ。

　大体、玲のことを集客に使いたいと思っているのなら、こんな時間でなく朝からいてもらえばいいだけのこと。

　それも接客をしてもらうんじゃなくて、宣伝役として練り歩いてもらうだけで十分な話である。

　そうすれば間違いなく宣伝効果はあるし、教室の中にいるわけじゃないから客が押し寄せてくることはない。

　故に、明日は玲にそういう風に動いてもらう予定になっているのだ。

　金城たちが無駄な主張を続けるのは、とにかく俺たちに迷惑をかけたいから。

　そして、こうなったのはすべて乙おと咲さき玲のせいだと責任を感じさせたいからである。

　とにかく恐ろしいのは、こいつらが後先を全く考えていないということ。未成年に関する法律を後ろ盾に、この程度であればどうとでもなると思っている。

「……祐ゆう介すけ君、女子たちに先生を呼びに行ってもらおう」

「え？　あ、ああ。そうだな」

　俺は柿原に耳打ちして、女子たちに指示を出してもらうよう誘導する。

　金城はともかく、奴が連れてきた男たちはどことなくイライラしている様子が見て取れた。

　人は見かけで判断するなとはよく言ったものだが、彼らは見た目通りのよくない性格のようで。もしも痺しびれを切らして暴れられようものなら、女子たちが怪け我がをしてしまうかもしれない。

　先に避難させておけば、そんなことにはならずに済むだろう。

　本当に、本当に厄介なことをしてくれたものだ。

　一番間が悪いのは、この場に〝本人〟が来てしまっているということ。

　横目で彼女らが座っている席を確認してみれば、カノンは怒りの形相を浮かべ、ミアは心配した様子で玲に視線を送っている。

　話題の中心人物である玲は、背中を向けていて表情が見えない。

「……金城、もうすぐ先生方が来る。そうなれば困るのは君なんじゃないのか？」

「オレが？　困る？　バカかよ。オレはただお前らの店に来てレイは来てないのかって聞いてるだけだ。別に何にも問題は起こしてねぇぞ？　今日偶然会ったこいつらが何か問題を起こしても、そいつは俺には関係のないことだ」

　そうはならないだろ、と言いたいところだが、現にこいつが余計なことを叫んだせいで客足は減るどころかむしろ増えてしまっている。

　客を増やす行為が迷惑行為と言えるかどうかは、もはや俺たちの頭では判断できない。

　そしてこいつら自体が関係性を否定したら、金城自身が責任を取る要素がなくなってしまう。

　そう上う手まく思惑通りにはいかないだろうが、俺たちに迷惑をかけたいだけの金城としては適当なことを言っておくだけで十分だと考えているはずだ。

「つーわけで、レイが出てこないならそろそろ暴れちゃおっかなぁ」

　金城の座る席から離れた男たち四人は、ニヤニヤしながら店の中を徘はい徊かいし始める。

　まだ店に残っていた一般の客たちを品定めするようにジロジロと眺め、客はそれを受けて居心地が悪そうな表情を浮かべた。

　ようやく皆事態がおかしいことに気づいたのか、俺が担当した女子大生二人を含めた数人が教室から出て行く。

（……しめた）

　この流れがあるなら、あいつらも教室から出ていける。

　教室から出ることさえできれば、後はどうとでもなるはずだ。教師が奴やつらを無理やりにでも追い出してくれるだろうし、力技だったとしても事態は収束する。

「……あたしたちも行くわよ」

　変装したカノンが玲とミアを先導し、俺の思惑通り教室から出て行こうとする。

　しかし――――。

「あら、あらあらあら！　君たちめっちゃ可愛かわいくね!?　俺っちめっちゃ好みなんですけど！」

　出て行く客をボーっと眺めていた金きん城じよう一派の一人が、三人の前に立ちはだかった。

　思わず舌打ちが飛び出そうになる。

　変装が上手く行っているおかげで正体まではバレていないようだが、ジロジロとじっくり眺めている様子を見るとさすがに不安にならざるを得ない。

「なあなあかねちー、俺っちこの子たちと遊んでていい？」

「おいおい、程々にしとけよ？」

「分かってるって」

　一番女癖の悪そうな茶髪の男は、金城に許されたことをいいことに彼女たちへと手を伸ばした。

「いやー、今日かねちーについてきてよかったぁ。まさかこんな可愛い子たちと遊べるだなんて思わなかったよ」

　そう言いながら、茶髪の男は無遠慮に玲と肩を組む。

　その瞬間、ぞわりと全身の産毛が逆立つような嫌な感情が胸の底から湧き上がってきた。

「っ、やめて」

「おっと……」

　不快な表情を浮かべ、玲は男の腕を跳ねのける。

　引き剝がされた男は自分が悪いのにも拘かかわらず、何な故ぜか苛いら立だった様子で眉間に皺を寄せた。

「え、何？　何でそんな乱暴するの？　めっちゃイラっとしたんだけど」

　理不尽な怒りを訴えながら、彼は左瞼まぶたをぴくぴくと痙けい攣れんさせた。

　その反応にはどことなく狂気を感じ、本能が触れない方がいいと警告してくる。

　何となく初めて見た気がしないのは、この前街でミアに絡んできたあのスカウトの男に似ているからか。

「あーあ。大人しく可愛がられてればいいのに。そいつ、女に拒否されんの一番嫌いなんだぞ」

　金城たちは呆あきれたような態度を装いながら、目元を楽しげに細めた。

　自分たちの危機を悟った玲たちは、警戒心を強くして身を寄せ合う。

「フーッ、フーッ……女に逆らわれるとマジで頭の血管切れそうになるんだよなァ……俺っち」

　茶髪の男が、玲に向かって再び手を伸ばす。

　その手が彼女の頭――――つまりは髪に伸びていると気付いた俺は、とっさに近くの机にあった水の入った紙コップを手に取った。

「あの……」

「あ？――――ぶっ!?」

　顔に目掛けて勢いよく中身をかけてやれば、茶髪の男は呆ぼう然ぜんとした様子で俺を見る。

「頭は冷えましたか？　お客様」

「てめぇ……ぶっ殺す」

　ははっ、おっかねぇや。

　だからと言って、ここで怯ひるむわけにもいかない。

　顔面に向けて水をかけてしまった以上、事故でしたごめんなさいと謝ったところで聞く耳は持ってくれないだろう。

　――――そもそも謝る気などさらさらないが。

「ふざけてんのか、テメェ」

　茶髪の男は苛立ちがピークに達したようで、近くにあった椅子を思い切り蹴り飛ばした。

　椅子は豪快な音を立てて転がり、それによって客として来ていた女性たちの方から悲鳴が上がる。

　そして事態がおかしいということが廊下に集まっていた連中にも伝わっていき、彼らは蜘く蛛もの子を散らすように教室から離れていった。

「おい……暴れるにしても言い訳ができる範囲にしろって言ったよな、オレ」

「うるせぇ！　苛立ってる時に命令すんじゃねぇ！」

　自分の言葉が届かなかったことで、金城は舌打ちをこぼした。

　茶髪の男は髪についた水気を払うと、俺の胸倉を摑つかみ上げる。

「俺っちに喧けん嘩か売っといて、ただで済むと思ってねぇよな？」

「思ってるも何も……俺はあんたのことなんて知ったこっちゃねぇんだよ。第一自分よりも弱そうな相手をターゲットにしてイキるようなクソダセェ奴のことなんて、少しも怖いとは思わねぇっス」

「なっ……」

　茶髪の男の顔が、怒りでさらに赤く染まっていく。

（もうそろそろだな）

　とどめとばかりに、俺はとびっきりのニヤケ面を浮かべてやる。

「どうせあんたも金城に命令されないと動けない下っ端なんスよね？　怒ってますアピールもそろそろキツイっスよ。そろそろ自分の意思で動いたらどうっスか？」

「……ぶっ殺す」

　男は拳を振りかぶり、それを俺に目掛けて振り下ろす。

　慌てて止めに来ようとする金城一派だが、それよりも早く奴の拳は俺の頰を捉えていた。

「いっ――――」

「もういっぺん言ってみろよ！　ゴラッ！」

　痛い。マジで痛い。

　護身術として人に殴られないようにする技は習ったが、殴られた痛みを抑える訓練なんて受けていない。

　しかし、これでいい。これで俺の思惑は果たされた。

「馬鹿！　小突く程度にしとけって言っただろ！」

「うるせぇうるせぇうるせぇ！　殴り足りねぇよちくしょうッ！」

「チッ……！　おいっ！　ずらかるぞ！　こいつ連れてけ！」

　茶髪の男を取り押さえ、慌てた様子の金城たちは彼を引きずるようにして教室から出て行く。

　その背中を見送り、俺は深く深く息を吐いた。

「り、凛りん太た郎ろう……大丈夫か？」

「ん？　ああ、大丈夫だよ。祐介君たちも怪我はない？」

「俺たちは大丈夫だけど……お前、血が……」

「え？」

　口元を指で拭えば、そこには血が付着していた。

　どうやら殴られた衝撃で切ってしまったらしい。

　まあ、この程度は許容範囲と言うしかないだろう。

「お前、すげぇな。わざと殴られたのか？」

「……まあね。ちょっと上手く行きすぎた気がするけど」

　堂どう本もとに手を貸してもらいながら、俺は立ち上がる。

　俺の行動は、大きく分けて二パターンに基づいていた。

　一つは金城たちの態度がすべてただの脅しであり、実際に手を上げるつもりはなかったパターン。

　散々色々言い訳じみたことを言ってはいたが、結局問題になるという自覚があり、最低限誤魔化せる程度の嫌がらせに留とどめておきたいと考えている可能性をまず考えた。

　それなら簡単な話で、撤退させたいと考えるならば実際に手を出させてしまえばいい。

　明確な暴力沙汰になれば、いくら言い訳しようと逃れるのにも限界がある。

　だから彼らは逃げたのだ。

　そしてもう一つの考え得るパターンは、奴らが本物の馬鹿だった時。

　後のことなど考えず、嫌がらせのためだけに自や棄けになっていたら、被害はこんなものでは済まなかっただろう。

　とにかく教室の中を荒らしまくり、「レイを出せ」と叫びながら適当な人間に暴力を振るえばいいだけの話なのだから。

　それを実行に移さなかった時点で二つ目のパターンの可能性は極めて低いと判断したからこそ、俺は我が身をもっとも挑発に弱そうな男の前に晒さらした。

　結果として俺は賭けに勝ったわけだが、正直ここまで上手く行ったことに対して安あん堵どせざるを得ない。

「みんな！　大丈夫！」

「……春はる川かわ先生」

　息を切らしながら、担任の春川先生が教室へと飛び込んできた。

　一部荒らされた痕跡のある部分や殴られた俺の顔を見て、先生は悲痛な表情を浮かべる。

「他校生が暴れてるって聞いたんだけど、志し藤どう君のその顔は……」

「心配かけてすみません。でも俺は大丈夫ですから、お客さんや女子たちのケアをお願いします」

「……志藤君がそう言ってくれるならそうするけど、あなたも一旦保健室で診てもらってね。血が出てるみたいだし」

「はい、分かりました」

　とりあえず事態は収束したが、今日はもう営業することは不可能だろう。

　後始末の方を柿かき原はらたちに任せた俺は、春川先生の言う通りに保健室へと向かった。

　何の出し物もない保健室周辺の廊下には、人ひと気けがない。

　だからこそ、そこに立っている彼女が俺を待っていたということに、すぐに気付くことができた。

「――――玲れい」

「……うん」

　壁に寄りかかっていた彼女は、どこか申し訳なさそうな顔をしていた。

「三人とも無事だったか？」

「うん、大丈夫。でも、凛太郎が……」

「俺は大丈夫だって。これくらいどうってことないし」

　言葉の通り、俺の怪け我がなんてどうってことない。

　強がりでもないし、かっこつけているわけでもない。

　しかしそう伝えたとしても、玲の方は納得がいっていないようで。

「……ねぇ、凛太郎」

　彼女は俺のジャケットの端を摘つまみ、俺の目を覗のぞき込む。

「私のせいで痛い思いさせて、ごめんなさい。そして、守ってくれてありがとう。――――でも……危ないことは、しないでほしい」

　感情のこもった訴えかけるような声を聞いて、俺は何も言えなくなってしまった。

　彼女の指先はわずかに震えており、恐怖の感情が伝わってくる。

　それは自分が窮地に立たされたから芽生えたものではなく、俺のことを想おもってくれているからこそ芽生えたものであるように思えた。

「……悪かったな、心配かけて」

「ううん、凛太郎が謝る必要はない。私も、これからもっと気を付けるから」

　いくら玲の感情による表情の変化が分かりやすくなったとは言え、こんな表情は初めて見た。

　これを見ることができたというだけで怪我を負った甲か斐いがあったと思ってしまう俺も、どこかおかしいのかもしれない。

　とにかく今は、玲が落ち着くまでこうして側そばにいよう――――そう思った。




◇◆◇




　結局のところ。

　あれから金きん城じようたちは学校から外に出たようで、続いて問題を起こすようなことはしなかった。

　先生方が金城を探していたことから、次に学校に来た日には深く事情を聞かれることになるだろう。それでも停学になればいい方だと思うけれど。

　保健室での治療を終えた俺が教室へと戻れば、ひとまずは落ち着いた様子の柿原たちが出迎えてくれた。

「残ってる連中で少し話し合ったんだけど、今日あったことは乙おと咲さきさんには伝えないことにしたんだ。責任を感じるようなことになったら気の毒だしさ」

　そういう結論に至ってくれた皆に感謝したいところだったが、俺が感謝しても話がおかしくなってしまうため、同意だけ返しておいた。

　後でこのことは玲と口裏を合わせておかなければならないだろう。

　――――これが、俺たちの文化祭一日目に起きた出来事だった。







[image: ]







「大人気だね、乙咲さん」

　俺の横に並んで立っている雪ゆき緒おは、校庭にできた人だかりを見てそう呟つぶやいた。

　人だかりの中心にいるのは、言わずもがな我らのアイドル乙咲玲である。

「これなら宣伝効果もバッチリだろうね」

「そうだな」

　ちょっと過剰なくらいだと思うけれど。

　文化祭二日目。

　俺たちのメイド執事喫茶は昨日の問題が大事にはならなかったことから、通常通りの営業を許されていた。

　ちなみに当事者の金城だが、俺が強く訴え出なかったことで大したお咎とがめはなかったらしい。

　ただ一週間前後の停学と、契約しているモデルの事務所に報告が飛ぶことは防げなかったとか何とか。

　おそらく今後の芸能活動とやらに支障が出るだろうけど、傷害事件ということにならなかっただけマシだと思う。

『乙咲さんマジ可愛かわいい……』

『レイのメイド姿とかプレミア物じゃない!?』

『付き合いてぇ……ガチで付き合いてぇ』

『じ、自分！　写真いいっスか!?』

　人混みに近づけば、先輩同級生後輩問わず玲に対する肯定的な声が飛び交っていた。

　乙咲玲が人気であることは、自分のことのように嬉うれしい。

　ただ――――胸の深いところが、何な故ぜかチクチクと痛む。

「……それよりも。凛太郎、いよいよ今日だね」

「ん？　あー、そうだな。ずいぶんバタバタした日が続いてたから、ちょっと実感ねぇや」

　今日の文化祭が終われば、始まるのは我が校の後夜祭。

　俺たちの練習成果を披露する場であり、同時に、柿原の今後の学校生活……さらには人生に関わるかもしれない分岐点だ。

　そもそも告白をしないという可能性は大いにあるけれど、する、しないの時点で彼の人生には大きく関わっているし、噓うそは言っていない。

　本人もあの体調不良をきっかけに意識の切り替えができたのか、緊張の様子も最低限だった。

　とりあえずはガチガチになっていないようで何よりである。

「こういうこと初めてだから、俺も気張らねぇとな」

「……頑張れ、凛りん太た郎ろう」

「おう」

　雪緒は、俺がステージに立つなんて思ってもみなかっただろう。

　内心では似合わないって思っていたって不思議じゃない。

　しかし、こいつの笑顔からは純粋なる期待が感じられた。

　俺にとっての一番の親友の期待だ。それに俺は応えてやりたいと思う。

（やれることは……やったよな）

　手のひらを見下ろせば、指先にはさらに硬くなったタコがある。

　これは俺なりにここまで努力した証あかし。楽しくて辛つらい、夏から始まった努力の一つの結果。

　努力は裏切らないという言葉は綺き麗れいごとかもしれないが、無駄にはならないと言われれば納得できる。

　何はともあれ、努力できたという結果はこの先の俺の支えになるだろうから――――。

「ま、ひとまずは今日の分の仕事をこなしちまうか。文化祭が無事に終わらないことには後夜祭も楽しめねぇし」

「だね！」

　俺にはまだキッチンの仕事が残っている。

　さっさとその仕事をこなして、午後に備えるとしよう。




◇◆◇




「皆！　二日間お疲れさまでした！」

「「「お疲れさまでしたー！」」」

　柿原の音頭に合わせ、俺たちは持っていた紙コップを掲げる。

　午後。特にトラブルもなく営業を終えた俺たちは、残った飲み物を手に互いの苦労を労ねぎらっていた。

　一日目の俺たちが執事として働いていた時間帯は金城のせいで微妙に売り上げが落ちてしまったものの、二日目には特に影響もなく、むしろ玲の宣伝活動が効きすぎたのか、一般客はいないはずなのに売り上げは一日目と大して変わっていない。

「後夜祭は自由参加だから、ここからはもう自由解散だ。本当に今日まで皆お疲れ様」

「おいおい！　後夜祭では柿原たちがステージに立つんだろ？　ちゃんとそれ見届けてから帰るって」

　クラスメイトたちがニヤニヤしているのを見て、柿かき原はらは照れたように頭を搔かく。

「そ、そうか……俺も竜りゆう二じも凛太郎も頑張ったから、ぜひ見に来てほしい」

「照れんなって！」

　男子どもに揉もみくちゃにされている柿原を見ていると、何だか俺も面白くなってしまう。

　そんな中、俺の側に二に階かい堂どうと野の木ぎが近づいてきた。

「ねぇねぇ志し藤どう君。ウチのベースは役に立った？」

「うん。大事に使わせてもらってるよ」

「ふんふん、そうかそうか」

　野木も何だか嬉しそうに、満足げに頷うなずいている。

　宝の持ち腐れにしてしまっていたこと、やはりそれをずっと気にしてしまっていたのかもしれない。

「二階堂さんと野木さんは後夜祭参加するのかな？　よければ見ていって欲しいと思うんだけど」

「ウチは参加するよ。皆の晴れ舞台はちゃんと見届けないと！」

　元気よく告げた野木の隣で、二階堂は手をもじもじと合わせながら、少し赤くなった顔でつぶやく。

「その……柿原君が、どうしても見に来てほしいって言ってくれたから……その」

　おお、やるじゃん。柿原。

「……そっか。じゃあ、ちゃんと見届けないとね！」

　野木は嬉しそうな顔のまま、二階堂の手を握って振り回す。

　二階堂はその勢いにたじたじになってしまうが、最後は柿原と同じように照れた顔をして満更でもなさそうだった。

（決めたんだな、柿原）

　二階堂に直接声をかけたということは、きっと柿原は告げるつもりなのだろう。

　あれだけ苦しんでいたはずなのに、あの時とは違っていつも通りの爽やかフェイスを浮かべることができているのは、どこかしら吹っ切ることができたから――――なのかもしれない。

　どういうわけか、俺の方がドキドキしてしまう。

　うん、自分で言ってて恥ずかしい。

「んー……あれ？」

「どうしたの？　ほのか」

「いやぁ、そう言えば乙咲さんいなくない？」

　野木の言う通り、教室の中に玲れいの姿が見えない。

　そのこと自体には気づいていたが、トイレにでもいるのだろうと勝手に結論をつけてしまっていた。

　すると、突然教室に備え付けられたスピーカーから、校内放送が響き始める。

『あ、あー』

　マイクテストらしき声には、聞き覚えがある。

「え、乙おと咲さきさん……？」

　二階堂の言う通り、この声は間違いなく玲のものだ。

　特に何の話も聞いていなかった俺は、思わず素のまんま驚いてしまう。

『えっと……こんにちは、乙咲玲です。在校生の皆さん、文化祭、お疲れさまでした』

　クラスメイトたちが皆混乱する中、スピーカー越しの彼女は言葉を続ける。

　そのたどたどしい声を受け、教室の中も、廊下も、彼女の続く言葉を聞くために静まり返った。

『準備期間を含め、私はあまり文化祭に関わることができませんでした。それなのに、私のせいで自分のクラスの皆に迷惑がかかったという噂うわさも、聞きました』

　教室内がわずかにざわめく。

　金きん城じようの一件は乙咲玲に伝えないという話でまとまっていたため、それがすでに知られてしまっているという事態に気まずさを覚えてしまっているのだろう。

　彼らは知らないことだが、彼女はあの場にいて被害を受けかけていたのだから、知ってしまっていることはもう仕方のないことなのだ。

『今日は、その罪滅ぼしをさせてほしいと思い、こうして放送室をお借りしています』

　校庭をご覧ください――――。

　そんな玲の言葉を受け、俺たちは教室の窓から外を見る。

　目の前に広がる校庭には、キャンプファイヤーの準備と後夜祭ステージの土台があった。

　そしてそのステージの上には、二つの人影がある。

「え!?　あれカノンとミアじゃない!?」

「マジ!?　マジマジマジ!?」

　クラスメイトたちの興奮が広がっていく。

　あそこにいるのは、確かにカノンとミアだ。

　二人は俺たちが見ていることに気づくと、校舎に向かって手を振る。

　その瞬間、学校中から歓声が湧き上がった。

『後夜祭の前座として、私たちミルフィーユスターズが、少しだけステージをお借りします。どうか、楽しんでいただけると幸いです』

　その言葉を最後に、校内放送が切れる。

　――――と、同時に、皆がそろって教室を出たことは言うまでもないだろう。







　いつの間にか、校庭に設置されたステージの前には多くの生徒が集まっていた。

　全校生徒、はさすがに大おお袈げ裟さかもしれないが、最低でも学校にいる人間の八割ほどが集まっているように見える。

「うおぉぉぉぉぉおおお！　生カノンだぁぁあああ！」

「ミア様ぁぁあああ！　ミア様こっち向いてくれぇ！」

　ステージ上にいる二人は歓声に応えるように手を振って見せる。

　それだけの行動で、校庭全体がさらに大きな歓声に包まれた。

　さすがのアイドルっぷりである。

『みんなー！　うちのレイの我わが儘ままに付き合ってくれてありがとねー！』

「「「とんでもないですー！」」」

『優しい人ばかりで嬉しい！　でもここにこうして来たからには、全力で盛り上がってもらえるよう頑張るからね！』

「「「うおぉぉぉぉおお！」」」

　アイドルとしての格好をしている時のカノンは、やはり普段とはまったく違う印象になる。

　世間のイメージでは、彼女はお転婆な元気っ子。確かにそういう部分を全面に出していることは納得できるのだが、俺にとってはそれ以上に、しっかり者という印象が強い。

　アイドルという仕事を完璧にこなすというプライド。それが全面に出ているように思えるのだ。

　多分これは普段のカノンを知っているからこその感想なのだろう。

　どこか特別感があって、悪い気持ちはしない。

『今日はボクらの定番の曲と、新しい曲を一つ披露させてもらおうと思っているよ。ぜひ最後まで楽しんでいってね』

「「「きゃぁぁぁあああ！　ミア様ぁぁ！」」」

　ミアがしゃべると、女子からの歓声の割合が大きくなる。

　さすがは王子様キャラ。――――だけど、俺は彼女が誰よりも〝女の子〟でありたいと願っていることを知っている。

　そのこともまた、俺というちっぽけな器を優越感という蜜で満たしてくれていた。

『あ、ちょっと！　遅いわよ！』

　カノンが観客である俺たちの後ろを見ながら言う。

　揃そろってその方向へと視線を向ければ、そこには悠然と歩いてくる玲の姿があった。

　すでにその格好はステージ衣装に変わっており、服の端々についた宝石を模した装飾が、日の光に当たってキラキラと輝いている。

「ごめん、今行くから」

　俺たちは玲を通すために、ステージまでの道を開ける。

　彼女は外側をぐるっと回ってステージまで行こうと思っていたようで、通り道を開けた生徒に対して驚いた様子のまま頭を下げた。

『えっと……改めまして、文化祭二日間、お疲れさまでした』

　玲は胸につけたマイクに対し、俺たちを見渡した後そう告げた。

　俺たちは彼女の声を黙って聞いている。

『もう一度、私のせいで迷惑をかけてしまった人たちに謝罪をさせてください。そして、二年Ａ組の皆も。文化祭の準備も当日も、ちゃんと手伝えなくて……ごめんなさい』

　玲が頭を下げる。

　カノンも、ミアも。そして、俺たちも。誰もが彼女のその姿を黙って見届けていた。

　こういう話はあまりしたくなかったが、実のところ、玲に対してよくない感情を抱いている連中は少なからず存在する。

　お高くとまっているだとか、調子に乗っているだとか、学校にいるだけでいい迷惑だとか。心ない会話はこの学校にいる限り聞こえてきてしまう。

　玲にだって聞こえていないわけではないだろう。

　ミルフィーユスターズのレイに対しては、もっと適した学校があったはずだ。

　それでもこの学校を選んだということは、理由自体は教えてくれなかったけれど、それなりの覚悟は持ってきたということだろう。

　そんな中で、玲は少しでも自分を受け入れてもらおうと、こうして体を張っているのかもしれない。

　このことがきっかけで、また玲をよく思わない人間が増えてしまう可能性もあるが――――まあ、嫌なことばかり考えていても仕方がない。

　俺にできることは、ただ、この場を見守ることだけだ。

『それじゃあ……聞いてください。〝サマーオーバー〟』

　家で口ずさんでいたのを聞いた程度の、あまり聞き覚えのない音源が流れ始める。

　これがミルフィーユスターズの新曲。

　夏が終わってほしくないと願う一人の少女が主人公の歌詞は、どこもかしこも共感できるところばかりで。暑くなくなって嬉うれしいような、むしろ涼しくなっていくことが寂しいような、そんなジレンマ。

　毎年毎年違う夏が来て、毎年毎年二度と来ることのない夏に切なさを覚える。

　そんな曲に、俺たちはただただ聞き入っていた。

　そして曲が終わると同時、ステージを包み込むような、今までにない大きさの歓声が湧き上がる。

　中にはミルスタの新曲を間近で聞けたことから、涙を流して喜んでいる生徒もいた。

　こんな空気の中でこれからパフォーマンスをすると思ったら、少しだけ憂鬱な気持ちになってしまっても仕方ないだろう。

『早いけど、次の曲が最後だね』

『最後の曲はあたしたちの代表曲！　知っている人は合いの手入れてね！』

　カノンとミアの言葉を聞いて察しがついた人間は、大きく盛り上がる。

　彼女たちの代表曲と言えば、もう一つしかない。

『――――〝ミルフィーユスター〟、聞いてください』

　ミルスタのデビュー曲、〝ミルフィーユスター〟。ＣＭなどで使われている曲以上の知名度を誇る、言わずもがなの代表曲だ。

　テンションが上がりに上がっているファンたちは、ノリノリで合いの手を入れる。

　合いの手が挟まれば曲はさらに盛り上がり、三人のボルテージも徐々に上がっていった。

　俺がただのファンであったのなら、今日のこの時間は一生モノの思い出になっていたことだろう。

　自分が普段どれだけ贅ぜい沢たくな時間を過ごしているか、また改めて嫌というほど実感させられていた。

「……あ」

　その時、ふと視線を感じて視線を向けた。

　ステージの中心。多くの生徒に埋もれている中、玲れいは俺を見つけ、目を合わせている。




　――――『頑張れ』。




　玲の視線からは、そんな言葉が聞こえてくるようだった。

（いつかのお返しだな）

　あの日、ミルスタのライブで歌を詰まらせた玲。

　俺はそんな彼女に対して声を張り上げたものの、あれだけ広い会場では一切届いてはいなかっただろう。

　届いたのは、きっと視線だけ。

　それも定かではなかったが、こうして視線を返してもらえたことで、あれが確かに伝わっていたのだと教えられた気がした。

　笑ってしまうくらい、このやり取りが嬉しくてたまらない。

「……頑張りますか」

　俺も単純な男のようで、女子からの応援一つでとことんやる気を引き出されてしまった。

　あいつには、後で礼を言わなければならない。

　――――何も伝えられなくなってしまう前に。

「っ……」

　俺は奥歯を嚙かみ締め、ステージ前をあとにする。

　そろそろ、俺たちも準備をしなければならない。

　嫌なことは一旦忘れ、今日のことだけを考えよう。

　一度過ぎた夏も、一度過ぎた今日も、もう二度と戻ってこないのだから。




◇◆◇




　教室に戻ってベースを回収した俺は、校庭に戻ってステージの裏手へと回る。

　その頃にはすでにミルスタのライブは終わっており、生徒たちは手持ち無沙汰な状態になっていた。

　何人かは彼女らが出て行くところを見届けようと残っているが、ほとんどの人間が例年通りの後夜祭を過ごそうとしている。

「あ、凛りん太た郎ろう」

「すげぇ普通に話しかけてくるじゃん、お前」

「だって、他に人はいないから」

　見届けようとしている連中がいるということは、まだミルスタはステージの裏から退散していないということ。

　特段会うつもりはなかったが、冷静に考えてみれば、こうして鉢合わせすることは当然だった。

「どのみちあたしらはしばらく出て行けないからね。せっかくだし、あんたの演奏を聞いてから帰ることにするわ」

「おい……プレッシャーかけんなって」

「大丈夫よ。あんたは十分やれてたし、自信持ちなさいって」

　一番楽器が上う手まいカノンに言われると、少しだけ自信がついてしまうのが悔しい。

　向こうもそれを理解しているのか、どこかからかうような目で俺のことを見ている。

　せめてもの抵抗として、感謝だけはしないでおいた。

「ボクも見ていくつもりだよ。君のファンとして、晴れ舞台は見届けないとね」

「お前が俺のファン？　冗談だろ」

「ううん、本当だよ。ボクの心は君にゾッコンさ」

　何だか言い方が古いなぁ。

　ミアの言うことは、いまいち本当かどうか分かりにくい。

　まあ、ここも冗談半分で聞き流しておくべきか。

「っていうか、出て行くっつっても騒ぎにならないようにできるのか？　後夜祭も結構人は残るけど……」

「大丈夫。また変装して、うちの学校の制服で紛れ込むから」

　玲に続いて、カノンが地味メイクなら任せなさいと豪語するものだから、ここは納得せざるを得なかった。

　俺も彼女たちの心配ばかりしている場合じゃない。

『おい祐ゆう介すけ、シンバル落とすなよ？』

『分かってるよ……っ。い、意外と重いんだな、これ』

　ステージの向こうから、聞き馴な染じみのある声が聞こえてきた。

　そろそろ彼女らとは他人のフリをしなければならない。

「お、凛太郎！　先に来てたのか！」

「うん。あ、ドラム運んでたんだね。ごめん、気が利かなくて」

「ああ、これか？　別に気にしなくていいぜ。吹奏楽部の先生に見つかって、ついでだから運べって扱こき使われちまっただけだからよ」

　そう言いながら、堂どう本もとは空いている場所にドラムセットを置き始める。

　俺は柿かき原はらが持っていた方のシンバルを手伝いに行き、同じ所へと置いた。

　そして一息ついた堂本が、後ろに控えていたあの三人に気づく。

「うおっ!?　の、残ってたのか――――じゃなくて！　残ってたんですか!?」

「あ、ごめんね。騒ぎになっちゃうから今すぐ出て行くわけにはいかなくて。隙を見て出て行くから、ボクらがここにいること許してくれるかな？」

「も、もももももちろんです！」

　あの男気に溢あふれ、男が憧れる男筆頭の堂本が、縮こまりに縮こまって頭を下げている。

　本当に申し訳ないんだけども、こんな姿は見たくなかったなぁ。

　まあ彼も純朴たる男であることに間違いないということだろう。

「お、乙おと咲さきさん……その、一応クラスの文化祭実行委員だから言わせてもらうんだけど……俺たちは乙咲さんが手伝ってくれなかったなんて全然思っていないから。君には、あんまり引きずらないでほしい――――と、思ってる」

「……うん、ありがとう。そう言ってくれると、少し救われる」

　柿原のフォローによって、玲の表情が柔らかくなる。

　言葉にしてちゃんと伝えてもらうということは、一つの安心材料なのだ。

「――――そういやぁよ、俺たちって何て言ってステージに上がるんだ？」

「え？」

「一応バンド名みたいなのってあった方がいいんじゃねぇのか？　周りは決めてるみたいだったぞ？　ステージ順が書かれてるやつ見せてもらったけどさ」

　そう言えば、確かに一度たりともバンド名を決めるなんて話はしなかった。

　人前で演奏するなんてこれっきりだと思うし、そもそも決めるつもりがなかったというのが本音である。

「あった方がいいのか？　考えたとしても、それを堂々と名乗って出て行くのはちょっと気が引けるんだけど……」

「でも格好つかなくねぇか？　今のところ柿原バンドで登録されちまってるんだぞ？」

　ううむ、それは格好がつかない気がするな。

「例えばだが……ミルフィーユボーイズとか――――な、なんつってな！」

　――――それはどうなんだろうか。

　堂本も冗談のつもりのようで、チラチラとミルスタの三人の反応を窺うかがっている。

　しかしおかげでだいぶハードルは下がったように感じた。

「いいと思う。ミルフィーユボーイズ」

「……え？」

　彼の冗談によって出来上がっていた何とも言えない空気が、玲の鶴の一声によって一刀両断された。

　何を思ったか、玲はミルフィーユボーイズという自分たちのユニット名を擦かすった名前を〝いい〟と言ったのだ。堂本がアホみたいな声を漏らしてしまうのも無理はない。

「お、乙咲さん……いいの？」

「うん。ミルフィーユ自体は私たちのものじゃないし」

　俺の問いに、玲はあっけらかんと答えてみせた。

　そういう問題ではないという気持ちはあるが、こんな直前になって他にいい名前が思いつくわけもなく。

　柿原も堂本も訳が分からないと言った様子だし、とりあえずはこの名前で行くしかなさそうだ。

「まあ面白いんじゃない？　他の人たちからは受け狙いって思われるだろうし」

「た、確かにそうっスね！　へへへ！」

　カノンの茶々入れに対して、堂本が照れたように頰を搔かく。

　――――堂本も男の子だな。

「じゃあ……俺たちのバンド名は、ミルフィーユボーイズってことで。竜りゆう二じも凛太郎も、それでいいか？」

　一つ頷うなずく、俺と堂本。

　そうして静かに、俺たちのバンド名は決定した。







『ど、どうも！　ミルフィーユボーイズです！』

　ステージマイクの前に立った柿原がそう告げると、観客たちからは大きな笑い声が上がった。

　やはり受け狙いだと思ってもらえたようで安心する。

　正直過激派のファンにゴミを投げつけられないかビクビクしていたのだ。

「柿原くーん！　かっこいいよー！」

「見に来たぞー！　どうもとぉー！」

「えっと……ベースのあいつって誰だっけ？」

　何となくそんな声が聞こえてきて、俺は思わず笑ってしまいそうになる。

　柿原と堂本の知名度のおかげで、会場には三、四十人の観客が集まっていた。

　ひとクラス以上の人間が集まっているのは、素直に凄すごいと言わざるを得ないだろう。

　そして、肝心の二に階かい堂どうの姿もそこにある。

『えっと……この場所に立つに当たり、俺たちはそれなりに練習を重ねてきたつもりです』

　柿原が話し出すと、観客たちは声を潜める。

　これが彼のカリスマ性というか、人が後ろについてくる素質を持った人間の証あかしなのかもしれない。

『今日に至るまで、俺のせいで二人に迷惑をかけてしまったことも一度や二度じゃありません。まずは、それでも俺と一緒にこのステージに立つことを選んでくれた二人への感謝から入りたいと思います』

　よせやい、照れるじゃねぇか。

　――――という表情を浮かべておく。まあ実際少しは照れているんだけれど。

　堂本は本当に照れた様子で、控えめにシンバルを鳴らす。

『そして俺たちの演奏を見に来てくれた皆さんも、本当にありがとうございます。一曲だけですが、どうかお付き合いください』

　歓声が飛ぶ。

　柿原がマイクで話し始めたことで、その声に惹ひかれた人間がまた続々と集まり始めていた。

　すでに五、六十人は超えているかもしれない。

　しかし、不思議と緊張はしていなかった。

（そんだけ練習したってことだよな）

　俺は野の木ぎからもらったベースに目を落とす。

　何だかんだ、練習を辛つらいと思ったことはなかったな。

　指先の皮が剝むけて休んだことはあれど、それだけ自分が練習したんだと逆に嬉うれしくなる始末だった。

　それに、この何百倍、何千倍という規模のライブを毎回行っているあいつらの側そばにいたのだ。

　このくらいのプレッシャーじゃ物足りない。

「行けるか、二人とも」

　柿原は俺と堂本にそれぞれ視線を送り、そう声をかけた。

　俺たちは何も言わず、その問いにただ頷く。

『では、聞いてください――――』

　曲名を告げ、柿原はギターを鳴らす。

　同時に歌を紡ぎ始めた彼は、観客の意識をまとめて惹き込んだ。

　柿原一人のイントロが終われば、そこから俺と堂本が加わる。

　入りは上々。テンションが高いせいで若干テンポが速い気はするが、それでも不自然過ぎるわけじゃない。むしろ変に遅いよりはよっぽどついて行ける。

（……楽しい）

　ミスをゼロにすることはできない。

　だけど始めたての頃と比べれば明らかにスムーズに動くし、柿原と堂本の足を引っ張らずに済んでいるという自覚がある。

　それが何よりも、楽しい。

「っ！」

　サビに入ったところで、堂本のドラムが一層激しくなった。

　俺は一瞬柿原へと目線を送る。

　すると奴やつと目が合ったため、俺は薄うっすらと口角を吊つり上げた。

　何となく、「行っていいぞ」と言われた気がしたのだ。

（よし……！）

　だから俺は前に出た。

　いつも以上に激しく弾く。

　弦を見ながら弾いてしまう悪い癖があるのだが、今日ばかりはそれを無理やり無視した。

　顔を上げ、観客の方へ。

「あ……」

　皆の目が、俺たちに釘くぎ付づけになっている。

　この場における主役は、間違いなく俺たちだ。

　ゾクゾクと快感のようなものが背中を駆け上がっていく。

　なるほど、これは癖になってもおかしくない。

　曲は進み、やがてラストのサビへ。

　もう何も温存する必要はない。

　俺たちは全力で音をふり絞る。

　すべての体力を使い切ったって構わない。そのくらいの気持ちで前に出る。

　終わりが迫るその時になって、終わってしまうことへの切なさがこみ上げてきた。

　この先、柿かき原はらと堂どう本もとと一緒に演奏することは、きっとないだろう。

　だから出し惜しみはしたくない。ここで終わってもいいという気持ちで、練習のすべてをぶつけるんだ。

『――――っ！』

　柿原が最後の歌詞を叫ぶ。

　多分、すべてを出し切ることはできたと思う。

　ボーカルでもないのに息を切らしながら、俺は膝に手を突いた。

　すると肩から垂れたベースが床を擦こすりそうになり、慌ててそれを支える。

　こんなところで傷をつけてしまいたくない。

「ほら、凛りん太た郎ろう。顔上げようぜ」

「え？」

　堂本に肩を叩たたかれ、思わず顔を上げる。

「「「おおおおおおおお！」」」

　男女入り交じった歓声が、俺たちに浴びせられていた。

　もちろん玲れいたちのライブと比べれば十分の一程度の勢いだったかもしれない。

　それでも、この場は確かに俺たちが沸かせた空間だった。

「ハッ、これで場は整えられたんじゃねぇか？……な、祐ゆう介すけ」

「竜二……」

　堂本は柿原の背中を押すと、そのまま俺と共に後ろに下がる。

　ここからは正真正銘あいつ一人のステージだ。

「二人とも……ありがとう」

「頑張れ、祐介君」

　頷いて、再びマイクの前に立つ柿原。

　数秒の時間を置いた後、彼は顔を上げて口を開いた。

『……最後に、この場を借りて伝えたいことがあります』

　観客がどよめく。

　ここで伝えたいことがあると宣言するということは、つまりこの学校の都市伝説を実行しようとしているということ。

　学校で一番モテる男と言っても過言ではない柿原祐介による告白というのは、彼を知る者に大きな動揺を与えることだろう。

『俺には、一年生の頃からずっと好きな人がいます。――――二階堂梓あずささん』

　彼女の名を口にすれば、皆の注目は観客の中にいた二階堂へと集まる。

　二階堂は酷ひどく真剣な表情を浮かべ、真まっ直すぐ柿原を見つめていた。

『梓、ずっと……ずっと好きでした！　俺と、付き合ってください！』

　マイクを通さずとも聞こえるほどの声で、柿原はついに大事な言葉を口にした。

　しばしの沈黙を経て、二階堂はゆっくりとステージの前まで歩み寄る。

「……恋愛とか、恋人とか、今の私はよく分かっていないかもしれません」

『……』

「でも、今回の文化祭の件を経て、一つ理解したことがあります」

　静まり返った状況の中、二階堂は、柿原に向けて答えを告げる。

「私は柿原君の側にいたい……側にいて、あなたを支えたい」

『っ！』

「私でよければ、柿原君の側にいさせてください」

　柿原祐介の告白にそう返事をした二階堂は、嬉しそうな、幸せそうな、今にも壊れてしまいそうな笑顔を浮かべていた。

　この時間は、きっとそれだけ尊いものなのだろう。
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　だから儚はかなく見えるし、誰かの気持ちを揺さぶるだけの力がある。

「竜りゆう二じっ、凛太郎っ！　お、俺……！」

「行って来いよ。ステージの方は俺たちで片付けとくから」

　何と面倒臭いことを勝手に引き受けてくれやがってるんですかねぇ？　と、言いたいところだが、まあ――――今日くらいはいいだろう。

　笑顔で見送ってやれば、柿原はステージを飛び降りて二階堂の下へと向かった。

　二人は手を繫つなぎ合うと、俺たちに、そして観客たちに頭を下げる。

「何だか……感慨深いよなぁ」

　隣でつぶやく堂本の声は、少し震えていた。

　俺はその顔を見ないようにして、ステージ上の片付けに取り掛かる。

　彼がどれだけ柿原と二階堂の仲を心配していたのか、今の声だけでも十分理解できた。

「――――お疲れ、柿原」

　知り合いたちに祝福されている柿原たちを一いち瞥べつし、俺は彼のギターをケースの中にしまった。




◇◆◇




　凛太郎たちのライブが終わって、舞台では柿原君の告白が行われている。

　私たち三人は、彼の告白を静かに聞いていた。

「――――いいわね、青春って」

　告白が成功した瞬間の歓声を聞いて、カノンがそう呟つぶやいた。

　ちょっとだけおばさんみたい。

「レイ、あんた今おばさんみたいって思ったでしょ？」

　……エスパー？

「……ふん、まあいいわ」

　カノンは不ふ貞て腐くされたような表情を浮かべながら、用意してもらっていたパイプ椅子に深く腰掛ける。

　そして私とミアと目を合わせないまま、言葉を続けた。

「羨ましいって、思う？」

　その言葉は、きっと彼らが舞台の上で繰り広げた青春と呼べるものに対してだろう。

　チラリと、ミアを見た。

　ミアも困ったように私の方を見て、そのままカノンへと視線を戻す。

「……ボクは思うよ。これは今のボクらにはできないことだからね」

　ミアの言葉は真理だった。

　この三人の中で、アイドルになったことを後悔している者なんていない。

　誰にでもなれるものではないということは重々承知しているし、私たちは誇りを持っている。

　……だけど。

　彼らを羨ましいと思ってしまう気持ちには、噓うそはつけない。

「ボクらはアイドルになって、たくさんの物を手に入れた。でも、同時にたくさんの物を捨ててしまった。自分から捨てておいてなんだけど……羨ましく思わないわけがないよね」

「……ま、隣の芝生は青く見えるって言うし。そこはあたしも同意するわ」

　二人の言葉に、私も頷うなずく。

　普通の高校生としての生活を、捨てたくて捨てたわけじゃない。

　私たちは、たとえそれを捨てたとしてもなりたいものがあったから捨てたんだ。

「レイ、ミア……あたしたち、いつまでアイドル続けると思う？」

　私とミアは、カノンからの質問に言葉を詰まらせる。

　それは全員がずっと考えていたことで、そして、誰も話題に出さなかった話。

　いつ、〝引退〟するのか――――。

「ボクは……まだ当分は引退しないと思うよ。いつかは海外で女優になりたいと思っているけど、それもまだまだ先の話さ」

　ミアは今度映画のオーディションを受けるらしい。

　私もカノンもそれを応援しているし、ミアならきっと合格すると思っている。

「レイは？　あんたは引退する時期とか考えてる？」

「私は……」

　夢は、日本武道館での大規模ライブ。

　それはデビュー当時から今になっても変わらない。

　その夢が叶かなった時、きっと私は――――。

「ふぅん？　あんたは決めてるのね」

「え？」

「引退時の話よ。迷ってる雰囲気が一切ないんだもの」

　確かに、私はもう決めていると言ってもいいのかもしれない。

「日本武道館でライブができたら……少なくとも、満足はしてしまうと思う」

「日本武道館ってあんた、今のあたしたちなら一年以内に決まる可能性だってあるわよ？」

「そう、だけど――――」

　辞める辞めないの話は、正直まだ決めかねている。

　アイドルではなくなった私に何が残るのか、それがまだ分からないから。

「いいのかな、レイ」

「え？」

「アイドルじゃなくなったら、凛太郎君を養えなくなるかもしれないよ？」

　私が呆あつ気けに取られていると、ミアは真剣な表情を浮かべたまま口を開く。

「凛太郎君の夢は、自分は働かずに家事に専念して、奥さんになった女性を一生支えることだろう？　なら、奥さんになる人間にはそれなり以上の収入がないといけないわけだ」

「それは……そうだと思う」

「アイドルを引退した後も芸能界で活動することはできるはずさ。けど、確実じゃない。人気が低迷して稼ぎがなくなる可能性だって十分にある」

　私は、何も言えなくなった。

　覚悟ができていないと言われればそれまでだけど、まだ私は子供だとたかを括くくっていた部分もあるかもしれない。

「――――ボクはもう、覚悟ができてるよ」

　ミアの真っ直ぐな視線が、私を捉えていた。

　その目の真意が分からず、ただただ困惑する。

「ボクは、凛太郎君を一生養い続ける覚悟がある。絶対に女優でも成功して、彼に不自由な思いをさせないようにする」

「あ、あんた……それって……」

　信じられないモノを見る目で、カノンはミアを見ている。

　私もそうだ。

　まさか、ミアが私と同じ気持ちを抱くようになるなんて――――。

「……レイには悪いと思ったけど、ボクも自分の心に噓はつけない……と言うより、君を前にして隠すなんてことはしたくなかった」

「ミア……」

「ボクも――――」







　――――凛りん太た郎ろう君が好きだ。







「っ！」

　こうなることを、考えなかったわけじゃない。

　たまに意地悪で、無愛想で、面倒臭がりで。

　そうやって振舞っているのに、本当は優しくて、世話焼きで、気が利いて。

　執事服の時みたいにちゃんと身だしなみを整えれば、想像以上に顔立ちが整っていることだって分かるし、時間があれば運動しているから意外と筋肉質だし。

　たまに笑った時は小さな男の子みたいで可愛かわいいし、手は大きいのに指は細くてえっちだし。

　料理は上う手まくて、掃除や洗濯の手際もすごくいい。

　そして何より――――一緒にいるだけで安心させてくれる。

　そんな凛太郎のことを好きになる人間が、私だけのはずがない。

　全部、分かっていたはずなのに。

「今はまだ、凛太郎君はボクのことを恋愛対象として見てくれてはいないと思う。だからこれからはもっとグイグイ行くつもりだよ。レイ、君よりもね」

　自信を込めてそう宣言するミアの顔が、何な故ぜか眩まぶしくて。

　今まで押し込めていた焦燥感が溢あふれ出てきて、私の心臓を締め付けた。

「……どうでもいいけど、あんたらの不仲で解散とか一番ダサいからね。それだけは避けてよ？」

「その心配はないよ、カノン。たとえ凛太郎君がボクじゃなくてレイを選んだとしても、ボクはレイを恨んだりすることはないから」

「ふーん、じゃあ……レイは？」

　カノンの視線が私に向けられて、思わず肩が跳ねた。

　私は。私はどうなんだろう。

　ミアと凛太郎が仲良く一緒に歩いている所を見て、平静でいられる？

（……多分、無理だ）

　ぎゅう、とさらに強く胸が締め付けられる。

　凛太郎のことも、ミアのことも、私は大好き。

　ミアと喧けん嘩かなんてしたくないし、ミルスタがバラバラになるのもすごく嫌だ。

　私は、ミアみたいに割り切って過ごせるだろうか――――。

「ふふっ、たった一人の男を巡ってグループが分裂……ありがちな話ね」

「カノン……」

「ありがち過ぎて、ちょっと笑えないかも」

　カノンは簡単に変装を終えると、立ち上がって出口の方へと歩いて行ってしまう。

「たとえあんたらの仲がこじれても、解散なんて絶対許さないから」

「え……？」

「自分のせいでミルスタが解散したなんてあいつが知ってみなさいよ。きっと責任感じてあたしたちから距離を取るわ」

　凛太郎なら十分あり得る。

　それだけは絶対に避けないといけない。

「あたしもね、多分あんたらほどじゃないけど……あいつには好意を抱いているつもり」

「……カノンも？」

「勘違いしないで、あんたらほどじゃないって言ってるでしょ？　異性の中じゃりんたろーが一番いいなって思う――――それだけの話だから」

　それは十分好きって感情に繫つながっているんじゃないかって思ってしまうけど、カノンの中では違うらしい。

　少しだけホッとしてしまった。

「というか、今のりんたろーの人生のほとんどはレイに依存してるわけでしょ？　家賃だってあんたが払ってるわけだし」

「うん」

「なら、あいつが二人以外の良い人を見つけるか、あんたらのどっちかが一生養っていく目め処どが立つまではちゃんと面倒見るのが筋じゃない？　少なくとも、それまでは絶対に解散できないわね」

　確かに、それもそうだ。

「別にこの際なんでもいいけど、無責任なことだけはしちゃダメだからね。二人のそういうところ、あたしは信じてるから」

「……分かっているよ。ありがとう、カノン」

「ふんっ」

　最後にそっぽを向いて、カノンは舞台裏をあとにしてしまう。

　そろそろ次の出番の人たちが来る頃だ。

　私たちも早く退散しなければならない。

「さて、じゃあボクも帰ろうかな。結局のところ、凛太郎君の晴れ舞台を見たいがために残っただけだしね」

「ミア……私」

「……急いで答えを出す必要はないと思うよ」

「どういう、意味？」

「ボクらがアイドルである限り、きっと彼はどちらとも付き合ってはくれないと思うんだ。その辺りは君の方が理解している気がするけれど」

　ミアの言うことはもっともだと思う。

　凛太郎は私たちを支えようとしてくれているし、〝ミルフィーユスターズ〟が壊れてしまうかもしれないようなことは、極力避けたがる。

　多分だけど、本当の勝負は私たちがアイドルでなくなった時だ。

　それまでに、私は新しい道を見つけておかなければならない。

「ふぅ……改めて、今日は突然かき乱すようなことを言って悪かったよ。お詫わびと言ってはなんだけど、この後は君に譲るからさ」

「この後？」

「まだ後夜祭は終わらないんだろう？　凛太郎君と楽しんでおいでよ。不服ではあるけど、ボクは明日から攻めさせてもらうから」

　挑戦的な笑みを浮かべ、ミアも簡易的な変装を施した後に舞台裏を出て行く。

　やっぱり、ミアはとてもカッコいい。

　でも、だからこそ負けたくない。心の底から、そう思った。

「……行かなきゃ」

　凛太郎に会わなければ。

　そんな衝動に襲われた時には、私はもう舞台裏から飛び出していた。




◇◆◇




　すっかり暗くなった空の下、キャンプファイヤーのオレンジ色の炎がグラウンドを照らしている。

　柿かき原はらは二に階かい堂どうと一緒にキャンプファイヤーの周りにおり、照れ臭そうに談笑していた。

　少し離れた所で堂どう本もとと野の木ぎも一緒に過ごしているところを見るに、ちゃっかり二人もいい雰囲気になったのだろう。

「こうでなくっちゃな……青春ってやつは」

　俺の憧れた青春は、ここにあった。

　いつかのプールの時のような苦しいものとは違う、爽やかな一瞬。

　――――いや。

　あの時の苦しさがあったからこそ、今が綺き麗れいに見えるのかもしれない。

　概念でしかないものを理解するのは難しいわけで、きっとこれも青春という形のないものの一部でしかないんだろうけれど、ほんの少しだけでも知れたことを嬉うれしく思う。

　まあ、知ったからって自分ができるとは限らないんですけども。

　ひとまずこれで、俺の肩の荷も下りた。

（今めっちゃ一人だしなぁ、俺）

　校舎の壁に背を預け、ボケーっと遠目に炎を見ているボッチが、今の俺である。

　二階堂の誘いに対して相手がいると言って断った以上、今こうして一人で過ごしているのはおかしな話ではあるのだが、まあ……今更俺を気に掛ける余裕もないはずだ。

　キャンプファイヤーの周囲には、男女で行動している連中ばかり。

　それ以外の人間は仲のいい集団で集まったりして、バカ騒ぎをしている。

　仲のいい女子もいなければ、仲のいい集団もない俺が一人になるのは、必然と言えた。

　……ちなみに。

　唯一無二の親友である雪ゆき緒おは、前々から好意を寄せられている宮みや本もとさんに誘われて、今頃キャンプファイヤー周りで他の連中と同じくフォークダンスを踊っているはずだ。

　本人はあまり乗り気ではなさそうだったが――――。

「一人でトボトボ帰るのも何だかなぁ……」

　こんな盛り上がってる中で一人だけ先に帰るというのは、何だか負け犬気分になるというか、それは言い過ぎにしてもちょっと惨めというか。

　だからこうして黄昏たそがれているフリをして、かっこつけているというわけだ。

　とは言えあまりにも暇すぎるし、さすがに帰ろうと立ち上がった――――その時。

「……凛太郎」

「ん？」

　俺の名前を呼びながら、一つの足音が近づいてくる。

　薄い暗闇の中、周りの目を気にしながら現れたのは、制服姿に戻った玲れいだった。

「ああ、玲か。お疲れ」

「うん。凛太郎も」

　彼女はどこかソワソワした様子で、俺の隣に立つ。

　何が原因でそんな態度を取っているのかは分からないが、こうなると落ち着かないのは俺の方だ。

　俺と玲が二人きりでいるところを見られるのは、正直まずい。

「……今から帰ろうと思ってたんだけど、お前は？　まだ用があるなら先に帰って飯作っとくけど」

「特に用があるわけじゃない。でも……」

「でも？」

「ちょっとだけ、私に付き合ってほしい」

　彼女はそう告げると、俺の手を引いた。

「い、いや……まずいだろ、こんなとこ見られたら……」

「私の行きたいところに付き合ってくれるって、この前約束してくれたでしょ？」

「確かに約束はしたけど……」

　ミアとデートしたって話から派生した、玲のやりたいことに付き合うという約束。もちろんそれを忘れるわけがないけれど、今ここで行使されるとは思わなかった。

「人がいないところに行きたい」

「……っ」

　心臓がドキリと跳ねた。

　どういう意図で言っているのかは分からないけれど、いつもと違う玲の雰囲気が俺の心をかき乱す。

「校舎裏なら、誰もいないかな？」

「い、いないと思うけど……」

「じゃあ、そっち行こ？」

　どうしてこうもドキドキさせられるのだろう？

　普段から家の中で二人きりになっているはずなのに、慣れているはずなのに、何な故ぜか今は平静ではいられない。

　周りに人がいる中で――――という背徳感のせいだろうか？

　校舎裏は月明り以外の明かりがない代わりに、俺たち以外の人影はなかった。

　文化祭準備中に金きん城じようから迫られる玲を目撃してしまった場所でもあるここには、どちらかと言うといい思い出はない。

「……どうしたんだよ、急に」

「凛りん太た郎ろうと会って話したくなっちゃって……迷惑だった？」

「お前にそんな風に言われて迷惑だって思う訳ねぇよ。けど理由も分からず連れて来られたんじゃちょっと怖いっていうか……」

　これに関しては別に玲に限った話じゃない。

　俺がその辺りで臆病ってだけだ。

「話したいことがあったわけじゃないの。ただ漠然と……凛太郎と一緒にこの時間を過ごしたくて」

「……照れ臭いことを簡単に言いやがって」

「照れてるの？」

「そりゃ、まあ」

「……可愛かわいい」

「からかうなよ。帰っちまうぞ？」

　もちろん帰る気などない。

　裏口付近にあった段差に腰掛け、玲を見上げる。

「ごめん。私もちょっと照れ臭くて」

「珍しいな、お前がそんな風に言うなんて」

　スカートの裾に気を付けながら、玲は俺の隣に腰掛ける。

　俺と彼女の間は、拳一つ分。

「……柿原君の告白、成功してよかったね」

「そうだな。くっつくべき奴やつらがくっついてくれて、俺も一安心だ」

　結果オーライではあるものの、今日のために練習してきてよかったと思ったのも事実。

　散々悩まされた問題が解決した時点で、苦労した甲か斐いがあったってもんだ。

「でも、来週から学校はちょっと荒れるかもしれねぇな」

「どうして？」

「柿原の女子人気はお前も知ってるだろ？　きっと泣く奴もいると思ってさ……」

　野暮だと思って触れなかったが、実際のところ、柿原の告白が成功した時点で絶望している女子がいたことは、ステージの上から確認できてしまっていた。

　柿原に好意を寄せていた者たち全員が、一斉に失恋してしまったわけで。それがどれだけ学校中を震しん撼かんさせることになるか、きっと柿原自身は理解していないことだろう。

「二階堂のことが好きな男も多かっただろうし、結局誰かの恋が成就するってことは、誰かの恋が終わるってことなのかもしれねぇな」

「誰かの恋が……終わる」

　その部分を復唱した玲は、思い詰めた表情を浮かべて顔を伏せた。

　何か思うところがあったのかもしれないが、俺としては適当に言った言葉を切り取られ、ちょっとだけ恥ずかしい。

「凛太郎は……好きな人、いるの？」

「は？」

　突然の質問に、思わず間抜けな声を漏らしてしまう。

　俺の、好きな人。

　反射的に考え始めてしまった俺と、どことなく潤んだ瞳を向ける玲の視線が交差する。




　俺の、好きな人は――――。




（……何考えてんだよ、俺）

　この気持ちは、あの夏の海に置いてきたはずだ。

　一般人でしかない俺が抱いていい気持ちじゃないし、無遠慮に伝えるだなんてもっての外。

　玲は――――ミルフィーユスターズは、もっと高みへ行けるグループだと思う。

　俺がそんな彼女らの邪魔になるようなことは、あってはならないのだ。

「たとえ好きなやつがいたとしても、俺は言わないぞ」

「え、どうして？」

「そんなもん、恥ずかしいからに決まってるだろ？　お前だって自分の好きな相手のことを堂々と語れるか？」

「ん……確かに恥ずかしい」

「だろ？　だからこの話は終わりってことで」

「……分かった」

　多少なりとも不服な部分はあるだろうけど、それでも自分の羞恥心の方が勝ったのか、あっさりと引き下がってくれた。

　俺はひとまずホッと胸を撫なで下ろす。

　だけど、このままの状況も決していいとは言えない。

　玲が男受けする人間であることは分かりきっているし、実際に金城から言い寄られているところを目撃してしまった以上、芸能界の人間の中にも彼女の恋人の座を狙っている者は間違いなく存在すると考えるべきだ。

　玲が他の誰かに笑顔を向けて、他の誰かの家に帰ることを想像すると――――。

（ああ……すげぇ嫌だな）

　この感情自体がもはや答えであるような気がするけれど、そこはひとまず置いといて。

　玲が他の誰かの隣を幸せそうに歩いていることを想像するだけで、胸のモヤモヤが溢あふれ出す。

　名前のついた関係性になれないのに、他の誰かがその関係になることが許せない。

　そんな自分が醜くて、卑ひ怯きよう過ぎて、本当に嫌になる。

「……前に、私がずっと凛太郎の側そばにいたいって伝えたこと、覚えてる？」

　俺の心中を知ってか知らずか、玲は突然そう言葉を切り出した。

「それはもちろん覚えてるけど……」

「あの気持ちは今でもまったく変わってないし、多分、この先もずっと変わらないと思う」

　だから――――。

　玲はそこで一旦息を吸って、再び口を開く。

「明確な言葉で伝えることは、まだできないけれど……凛太郎に嫌がられない限り、私はずっと側にいるから」

　そう告げながら、あの日砂浜で話した時と同じように、玲は俺との間にあった拳一つ分の間を詰めてくる。

　たったそれだけのことで、膨らんでいた不安は途端に萎しぼんでいった。

「……嫌がるわけねぇだろ」

　俺は立ち上がり、月明りにその身を晒さらす。

　グラウンドの方ではフォークダンス用の新しい曲が流れ出していた。

　もうだいぶいい時間だし、おそらくこれが最後の曲だろう。

　つまるところ、後夜祭もそろそろお開きということだ。

「おこがましいかもしれないが、俺にとってお前は大事な居場所なんだ。お前がそう言ってくれている限り、俺は何があってもお前のところに帰ってくるよ」

「……凛太郎？」

　俺の様子がどこか変だと気付いたのか、玲れいの声には心配が混じっていた。

　本当に、俺のことに関しては勘が鋭い奴め。

「せっかくの機会だ。ちょっとだけ踊ってくか？……二人でさ」

　自分で誘っておいてなんだが、キザったらしくて恥ずかしくて、思わず頰を搔かいてしまった。

　玲は微笑ほほえむと、俺と同じように立ち上がって隣に並ぶ。

「私でよければ、喜んで」

　俺は手を差し出して、玲はその手を取った。

　曲自体を何度か聞いたって程度でも、意外と踊れてしまうもので。

　決してキレがあるとは言えないけれど、思いのほか楽しく踊れていたとは思う。

「私、凛太郎の居場所って言ってもらえて幸せ」

「それは大おお袈げ裟さだろ」

「そんなことはない。本当に、嬉うれしいと思ってる」

　玲が浮かべたのは、今までに見たことがないようなとびっきりの笑顔。

　不覚にもあっさりと、俺の心は彼女の笑顔に奪われてしまった。

　何があっても彼女の下に帰ってこよう。
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　そう――――たとえ、何があっても。
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（まあ、二日間くらいなら問題ないよな）

　俺はしばらく家を空けることになったという旨のラインを玲へと送る。

　文化祭から、一週間ほどが経過した。

　綺き麗れいな秋晴れの空の下、俺は憂鬱な気持ちを抱きながらマンションから出た。

　目の前には、一台のリムジンが止まっている。

　俺はわざとらしくため息を吐ついて、そのリムジンへと近づいた。

「……お迎えに上がりました、凛りん太た郎ろう様」

　ドアを開けて姿を現したソフィアさんは、俺に向けて丁寧なお辞儀をした。

　こうして顔を合わせるのは、無理やり手紙を押し付けられた時以来である。

「別に迎えに来る必要はなかったんじゃないですか？　そんな遠いわけでもないし、電車でも行けたっスよ」

「凛太郎様にそのような真ま似ねはさせられませんので」

「何度も言ってるっスけど、俺はただの一般人です。必要以上の世話は求めちゃいない」

「……心得ておきます」

　どうせ口だけだ。

　この人たちは丁寧な対応を装いつつ、家を出た俺のことを軽蔑している。

　親おや父じの跡を継ぐ気がない俺を、大事に扱う意味もないのだから。

「どうぞ、お乗りください」

　促されるまま、俺はリムジンへと乗り込む。

　何な故ぜこの車はこんなにも無駄に豪華なのだろう。別に俺の送迎程度なら、軽自動車でも十分すぎるのに。

「手紙の内容についてはすべて把握されてますか？」

「……一応」

「ならば説明は省かせていただきます。詳しい内容につきましては、直接社長と話していただければと」

　ため息がこぼれそうになる。

　社長とはつまり俺の親父のことで、さらにつまるところ、一番会いたくない人物と言っても過言ではない。

　そんな相手と会わなければならないと思うだけで、俺の心は酷ひどく乱れていた。

「――――正直、意外でした」

「え？」

「私としては、こちらがどんな手を使っても来ていただけないと思っていました」

「……行かなくて済むなら、今でも行きたくはないっスよ。でも、少なからずここまで育ててもらった恩はあるわけだし、自分一人で生きてきたなんておこがましいことは思ってないから……一度くらいは会っとかねぇとって……ほんと、そんなもんっス」

「……なるほど」

　それっきり、俺とソフィアさんが車内で会話することはなかった。

　彼女はとにかく合理的な人間で、必要以上に会話する必要はないと判断したのだろう。

　俺もその辺りの考え方には共感できるし、無理に話しかけられるよりはよっぽどいい。

　やがてリムジンが止まり、俺とソフィアさんは運転手を置いて降りる。

「相変わらず……馬鹿でかいな」

　目の前にそびえ立つ超高層ビル。

　これが、俺の親父の会社である志し藤どうグループの本社である。

「行きましょう、凛太郎様」

「……うす」

　ソフィアさんに案内されるまま、ビルの中に入ってエレベーターに乗る。

　エレベーターが止まったのは、最上階。

　扉が開いた先には長い廊下があり、その一番奥にはオートロックのような形式の自動ドアがあった。

「少々お待ちください」

　言われるがままに待っていると、ソフィアさんは扉の前にあった操作パネルにパスワードらしき番号を打ち込み、電子ロックを解錠する。

「どうぞ」

　開いた扉を、今度は俺が先頭を歩く形で進んでいく。

　――――部屋の一番奥。

　大きな机の向こうにある椅子に腰掛けていた男は、窓の外に向けていた視線を俺へと向けた。

「……久しいな、凛太郎」

　俺の父親である志藤雄ゆう太た郎ろうは、相も変わらない無愛想な顔のまま、そう告げるのであった。
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　文化祭などの大きなイベントを終えた後に待っているのは、やはり皆で互いを労ねぎらい合う打ち上げの場である。

　俺のクラスでも、当然のように打ち上げは開かれることになっていた。

「まずは皆、文化祭準備期間、そして本番二日間、本当にお疲れさまでした！」

　文化祭が終わってから、ちょうど二日後。

　学校側に用意された振替休日を利用し、俺たちはお好み焼き屋を訪れていた。

　クラスの代表である柿かき原はらは、自分のドリンクを片手に皆の前に立っている。

「色々揉もめ事ごととか、トラブルとかもあったけど、結果的には大成功だったと思う！」

「そうだな、お前は告白も大成功したし」

「りゅ、竜りゆう二じ！　こんなところでからかうなよ！」

　堂どう本もとが入れた茶々で、クラスの連中から笑い声が上がる。

　俺も合わせて笑っておいたけど、横目に見える顔を真っ赤にした二に階かい堂どうが少々気の毒だ。

　ちょっとやめなよ男子～と言いたくなる女子の気持ちが多少は理解できる。

　どうでもいい話なのだが、本当にそんなことを言う女子って存在するのだろうか？

　ちなみに俺は会ったことがない。

「と、ともかく！　今日は頑張った自分たちへのご褒美だと思って、思う存分楽しもう！　乾杯！」

「「「かんぱーい！」」」

　クラスの連中と、グラスを合わせる。

　去年も別にこういう機会はあったが、その時は本当にただ周りに合わせるために参加しただけだった。

　しかし去年とは明らかに感覚が違う。

「凛太郎、何だか今日は楽しそうだね」

「ん？……ああ、まあな」

　隣に座っていた雪ゆき緒おとグラスを合わせつつ、そんなやり取りを交わす。

　さすがは親友。俺の変化がよく分かっている。

　俺の性格上、今回の打ち上げも決してノリノリで参加しているというわけではない。

　ただ、何だろうか。説明は難しいのだが、ちゃんとクラスの一員としてこの場にいられるというような――――不思議な一体感を覚えていた。

「志藤君！　今回は本当にありがとうね！」

　感慨深さに浸っていると、テーブルを挟んで向かい側に座っていた井い原はらという女子が声をかけてきた。

　文化祭準備期間に何度か話したことはあるが、特別仲がいいとは思わない相手である。

「え？　俺何か感謝されるようなことしたっけ？」

「水信玄餅を提案してくれたの、志藤君だったでしょ？　あれ他のクラスの友達にも評判よくてさ。うちらの喫茶店が成功したのって、結構水信玄餅の力が強かったんじゃないかって思ってるんだよね」

「ああ、そういうことか。そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、やっぱり喫茶店のコンセプトも大きかったんじゃないかな？　執事とかメイドとか、普段見られない姿って興味あるし」

「まあそれもあるよねー。っていうかさ、志藤君ってよく料理するの？　梓あずさも志藤君を頼ってたしさ」

　ううむ、何と答えたものか。

　これまで他人から興味を抱かれた経験がほとんどなかったせいで、思わぬ困難に直面している。

　できると答えるのが早いかもしれないが、程度を説明するのが面倒臭い。

　毎日作っていると言うと家族はどうしたんだって話になってしまいそうだし、こういう時に誤魔化せる伝え方があればいいのだが――――。

「ねぇ凛太郎、あれやってみせてよ」

「ん？」

　俺の袖を横から引っ張った雪緒は、ボウルに入ったお好み焼きの生地を指差した。

　この店はお好み焼きを自分たちで焼くことができる仕様であり、今もそこら中でクラスメイトたちがワイワイ騒ぎながら作っている。

「料理について話すなら、実際に見てもらった方が早いと思うんだ。皆も作ってもらえると助かると思うしさ」

「……なるほどね」

　確かに言葉で説明するより、見てもらった方が早いのは事実。

　俺はボウルを受け取り、大きなスプーンを使って中身を混ぜていく。

　混ぜる時は空気を含ませるように。これがふっくら作るための秘ひ訣けつ。

　そして目の前にある油がひかれた鉄板に、おおよそ二センチ程度の厚みになるように広げて、形を整える。

　このまま数分焼いて、別で用意された豚バラ肉を乗せた後に――――。

「スッとひっくり返す」

　ヘラを使って生地をひっくり返せば、綺麗に焼き色がついた裏面が現れた。

　うむ、我ながら完璧だ。崩れてしまっても味は大して変わらないと思うが、やはり形を維持できている方が見栄えがいい。

「「「おぉ～！」」」

「ッ!?」

　満足感に包まれていると、突然周囲から歓声が上がった。

　いつの間にか俺の周りには人だかりができており、俺のお好み焼き作りを見学していたらしい。

「えー！　手際良すぎ！　めちゃくちゃ慣れてるじゃん！」

「すごいな！　凛りん太た郎ろう！　俺なんて失敗してぐちゃぐちゃになったのに！」

　まず一番近くで見ていた井原がそんな感想を告げ、観客として後から近づいてきた柿原が興奮した様子で声を上げた。

　手軽が故に何度も作ってきたから、ここまでの手際にはかなりの自信がある。

　そんな自分の積み上げてきた物が褒められているのだから、さすがに悪い気はしない。

「凛太郎！　俺たちの席でも作ってくれよ！　さっきからほのかがヘッタクソでさぁ」

「うっさい竜二！　あんただって隣で崩してたくせに！」

　堂本と野の木ぎがそんな風に騒ぎ出すものだから、周りの連中も続々と俺に焼くのを頼もうとしてくる。

　いよいよ収拾がつかなそうになってきたところで、パンっと鋭く手を合わせる音が響いた。

「ほら！　みんな志藤君に頼ってたら志藤君が食べられないでしょ！　今やり方を見せてくれたんだから、皆で真ま似ねしてみようよ！」

　救世主、二階堂の鶴の一声によって、皆が我に返る。

「そ、そうだよな……わりぃ、凛太郎」

「別に気にしてないよ。むしろ頼られるのは嬉しいからさ。まあまた機会があったら、その時は俺が作るよ」

「おう！　頼んだぜ！」

　カースト上位の堂本が引き下がったことで、クラスメイトたちも自分の席へと帰っていく。

　助けてくれた二階堂に手を合わせる形で礼を伝えると、彼女は気にしないでとでも言いたげに手を振り返してきた。

　いい女だ。ちゃんと捕まえておけよ、柿原。

「志藤君は一人しかいないんだし、皆の分作れるわけないよね。仕方ない仕方ない。仕方ないから今日のところは私たちで独占しちゃおう！」

　やけに嬉しそうな井原につられる形で、俺の周りにいる連中が喜びだす。

　おいおい、全部俺に焼かせる気かよ――――と、言ってやりたいところだが、気分がいいので許そうと思う。

「ありがとうな、雪緒。助かったわ」

「気にしないで。僕も凛太郎の焼いてくれたお好み焼きが食べたかっただけだから」

　そう言ってお茶目にウィンクをする雪緒は、正直言ってそこら辺の女子よりも可愛かわいらしく感じた。

　よかったな、雪緒。俺にそっちの趣味がなくて。

「でも、後で機嫌を取りにいった方がいいかもね」

「え？」

「ほら――――」

　雪緒が苦笑いを浮かべながら示した先。

　そこには、俺とは離れた席で打ち上げに参加していた玲れいの姿があった。

　お互いうっかり素を出してしまわないために、あらかじめ関わり合いを少なくするという取り決めをしていたのだが……。

　うーん。すっごい睨にらんでる。俺をすっごい睨んでる。

　まあ、全然怖くないのだが。

　自分は食べられないのに俺が周りにいる連中のためにお好み焼きを焼くものだから、不満を感じているんだろう。

　決して自意識過剰ではない。

　何な故ぜならばたった今スマホに『帰ったら私のために作ってほしい』というメッセージが届いたから。

（あとでいくらでも作ってやるっつーの……）

　あいつには、俺が自分で編み出した最高に美う味まいお好み焼きを作ってやろう。

　店の味よりも美味い……とはさすがに言えないが、きっと玲は喜んでくれるはずだ。

　クラスの連中に喜んでもらえるのは、素直に嬉しい。

　しかし、やはり俺が一番喜ばせたい相手は――――。

「志し藤どう君が焼いたやつめっちゃふわふわなんだけどー！　さっき私が焼いたやつとは全然違う！」

「さすが凛太郎。焼き加減が完璧だよ」

　美味そうに食べてくれる井原と雪緒を見て、俺は思わず笑みをこぼす。

　とりあえず今は、目の前にいるこいつらを喜ばせてみよう。

　俺にとってはもう、彼らとの関係は決して蔑ないがしろにできるものではなくなったのだから。







あとがき




　この度はクラなつ三巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　作者の岸本和葉です。

　夏から時が流れ、文化祭編となった今回でしたが、色々と不安になるような気配が渦巻き始めた重要なエピソードでもありました。

　私としてはミルスタの三人と凛りん太た郎ろうのやり取りを書ければそれで満足な部分もあるのですが、やはり物語として作るべき部分はしっかりと作らねばという気持ちで今後も臨んでいければなと思います。

　それはさておき、表紙の玲れいが可愛かわいすぎませんかね？　というか、巻を重ねるごとに魅力が倍増しているような、そんな気さえします。

　もちろん一巻の時点で目玉が飛び出そうなほど可愛かったので、イラストを担当してくださっているみわべさくら先生おそるべしといったところでしょうか。

　一生家宝にさせていただきます。

　短いですが、あとがきはここまでとさせていただきます。

　また次巻、機会があれば。
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